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一章




　日ひ高たか見み春しゆん太たは、日課である庭での空手稽けい古こを終えた。早朝でも夏なのでさすがに暑い。パンツ一枚になり、庭の水道についたホースで、水を頭からかぶる。

　クールダウンのため、歩いていると……庭石に座る、小柄な銀髪女性を見つけた。その周りには鳩はとが集まり、細い肩や腕にとまっている。

　義ぎ姉しの聖せい歌かだ。着ているのは、背中から羽を出せるよう春しゆん太たが仕立て直したパジャマである。

　彼女は優しげに鳩を指で撫なでたあと……春太に気づいてニコッと笑い、

「春太、今日も鍛錬、お疲れ様であるな」

　うん、と春太は返事した後、

「……すごいね、餌えさも何もないのに、聖歌姉ちゃんになついてる」

　まるで天使みたいだ、という言葉を春太は飲み込んだ。

　本当に、聖歌はもともと天使だったのだから。

　彼女は医大在学中に亡くなり、天使としてスカウトされ、天国で働いていた。

　しかし、死ぬ運命にあった妹の久く遠おんを救うため、神に逆らって堕天……悪魔に姿を変えられ、地獄へ落とされた。

　悪魔王となっても、その優しさは全く変わってないな……と思っていると、

「楽しみにするがいい」

「楽しみ？」

　なんのことだろう、と思う春しゆん太たに、聖せい歌かは微笑ほほえんで、

「妾わらわの呪じゆ法ほうで、鳩はとどもを操って無理矢理メシを食わせ、脂の乗った肉と肥大した肝臓を食わせてやろうぞ」

「やることは非道だね!?」

　フォアグラの作り方のようだ。

　聖歌は「かかかっ」と笑い、鳩たちを逃がした。春太は、「嘘うそだから、また来いよー」と手を振りつつ、

「聖歌姉ちゃん。今日の朝飯なに？」

「驚くこと請け合いのメニューである」

「へえ……」

　料理上手な義ぎ姉しのことだ。きっと美お味いしいのだろう。

　春太は期待に胸を膨らませ、足の裏を拭ふいてから玄関へ上がり、聖歌と廊下を歩いた。

「ところで、聖歌姉ちゃん」

「なんであるか？」

　聖歌は首を傾かしげる。イバラの飾りでまとめられた銀髪が揺れた。

「口調、悪魔王バージョンに戻したんだね……」

　聖歌は元々「姉」であることを隠していたため、悪魔王っぽい口調ですごしていた。

　正体を明かしたあと、口調も普通になったはずなのだが……。

　聖歌は、はあ……とため息をついて額を押さえ、

「ベルゼバブに怒られたのだ……〝ちゃんと、ふだんから悪魔王っぽい話し方をしないとダメでしょ！〟　と」

「その関係性が、悪魔王っぽくないね……」

　ベルゼバブとは地獄の宰相──悪魔王に次ぐＮＯ・２であり、聖歌のよき理解者である。

　聖歌は小さな両拳こぶしをきゅっと握って、強い視線で虚空を見た。

「妾はベルゼバブにしっかり教わり、立派な悪魔王になってみせるぞ」

　立派な悪魔王ってどんなのかな、と春太が思っていると、聖歌は人差し指をつつき合わせ、

「その……淫いん欲よくの限りを尽くしたり、してみたりとか……」

「マジで!?」

　悪魔王なのに、根は純情な聖歌姉ちゃんが？　それはもう、オイ……と春太がわくわくしていると……。

　聖歌は、両手で顔を隠し、かぶりを振った。

「で、でも、春太くん、お願いだから、パンツ以外も着て！」

「やっぱり純情だね……」

　姉モードになってまで懇願する所を見ると、淫いん欲よくの限りを尽くす悪魔王への道は遠そうだ。

　春しゆん太たがジャージを来て台所にいくと、聖せい歌かはエプロンを身につけ、コホンと咳せき払ばらいし、

「今日の朝食は、野菜のかき揚げ丼どんである」

「おおー……いいね」

　朝から少し重いが、かなり動いたあとなのでガッツリ食えるのは嬉うれしい。

　聖歌は手際よくにんじん、玉ねぎ、ゴボウを千切りにし、小麦粉、卵、水を混ぜたものに入れる。

（これを穴あきお玉ですくい、お玉ごと天ぷら油の中に入れると、形の整ったかき揚げになるんだよな……）

　春太がそう思いながら味み噌そ汁しるを作っていると、聖歌はお玉でなく、両手でタネをすくい……そのまま手ごと、煮えたぎる油に突っ込んだ。

「おおぉおおおおいいい!?　なにしてんの!?」

「え、手は洗ったぞよ？」

「洗う必要もなく、煮えた油で殺菌されるぜ!?」

　春太は慌てて聖歌の後ろに回り込み、二の腕をつかんだ。

　聖歌は汗一つかかず、油に両手を突っ込んだまま、

「だ、大丈夫である。悪魔は法力以外、ほぼダメージを受けぬからの……こうすれば油の温度がよくわかるし、形もきれいになるのだ」

「あ、ああ、そうか……ごめん、後ろから抱きついちゃって……」

　聖歌は頬ほおを染め、義弟の成長を確かめるように、背中を彼の堅い胸板にすりよせてくる。

「い、いいのだ。心配してくれて嬉しい……」

　そのあと振り返り、ザバー、と油から右手を出し、「ありがとう」と春太の額をつついてきた……熱々の天ぷらタネが、眉み間けんを流れる。

「ぎゃああああ!?　熱い熱い!?」

　春太は床でのたうち回る。聖歌はおろおろしながら、

「す、すまぬ！　春太！　早く手当を！」

　さすが聖歌姉ちゃん、医大に在学していただけのことはある、と春太が思っていると、

「今、呪じゆ法ほうで幻覚を見せ、あたかも痛くないように思わせてやるぞ」

「肉体はダメージを受け続けるよ!?」

　モルヒネで痛みをごまかす感じに近い。

　聖歌は春太の首から、養よう父ふの形見である呪法よけのペンダントを外した。

　続いて幻覚呪法をかけて痛みをごまかしたあと、やけどの手当をしてくれた。

　銀色の眉まゆをひそめ、

「春太、どんな幻覚を見てたのだ？　今、お主が一番見たい幻覚が見えたはずなのだが」

　うん、と春太は力強くうなずき、

「俺……うどんのタネになって、久く遠おんの美脚に滅め茶ちや苦く茶ちやに踏まれる幻覚が見れたから、痛みをごまかせたよ」

「滅茶苦茶に踏まれたなら、それはそれで痛いのでは!?」

　義ぎ妹まい・久遠の美脚は、すべての痛みをかき消すのだ。

「おはようございます。遅れてごめんなさい。私も手伝いますね……」

　姫カットの、腰まで届く黒髪の少女──久遠が入ってきて、手を洗いはじめた。

　日課の法力鍛錬をしていたため、緋ひ色いろの袴はかまを穿はいている。動くたびそこからチラチラ見える脚を見て、春しゆん太たはウットリした。

「あぁ……なんて綺き麗れいな脚だ……さっきの幻覚で喜んでいた俺の判断は、間違っていなかったと思えるよ」

　人として根本的な部分が間違っておるがな、と悪魔王は言い、尻尾しつぽで春太の頭を小突く。

　久遠は桃色の唇をとがらせ、義兄と姉を見て、

「……なんか二人、楽しそうですね」

　私抜きで寂しいです、とうつむく彼女を、春太は元気づけるべく、

「お前はさっき幻覚に出てきて、俺をうどんダネに見立てて踏んでいたよ？」

「そういうこと言うと、嫌われるぞお前……」

　聖せい歌かがため息をつく中、久遠は両頬ほおを押さえて、

「もう、兄様ったら……」

「好感度が上がっておる!?」

　悪魔王は、義弟と妹の背徳ぶりに目を剥むいた。

「もしも兄様が交通事故にあったら、痛みをごまかすため患部以外を踏み踏みしてさしあげます」

「絵的には、とどめを刺しとるな!?」

　春太にとっては幸せな死に方かもしれない。

　朝食の準備を終え、居間のちゃぶ台に三人で座り、いただきまーす、と声をそろえてから、かき揚げ丼どんを頬ばる。

　サクリと、口の中で小気味よい音を立て、ジューシィな野菜の汁が飛び出してきた。

「う、うわぁあ……なんという絶妙の揚げ加減でしょう……」

　久遠が感嘆の声をあげたあと、悔しげにうつむき、

「やっぱり私、姉様にはかなわないです……」

「まあ、この調理法は、かなうかなわないじゃない気がするけどな……」

　春太は苦笑する。聖歌は家族が食べる姿に目を細め、

「そうだ。今度は、とっても旨うまいピザを焼いてやろう……春太、庭に、ピザ窯がまを作れぬか？」

　春太は自信満々にうなずき、

「安心してよ。なんたって俺は、小学三年でファラリスの雄お牛うしを作った男だぜ？」

「それはそれで、姉として安心できぬがな……」

　聖せい歌かは頬ほおをひきつらせる。ファラリスの雄お牛うしとは、久く遠おんが昔いじめられていたとき、相手への抑止力として作った拷問器具だ。

　聖歌は、ウムとうなずき、

「燃えさかるピザ窯がまの中に妾わらわが入り、ちょうどいいチーズの焦げ具合の時に、ピザを持ち出してきてやろう」

「絵的にはかなりきついね!?」

　服は燃えるため、全裸で入らなければならないが。

「でも姉様、幻覚を見せる呪じゆ法ほうなんて使えたのですね」

　聖歌は正体を名乗らずに〝サタン〟として生活していた時、相手を魅了して操る「チャーム」の呪法しか使っていなかった。

　義ぎ姉しはエヘンと薄い胸を張る。他ほかにも石化や、透明化の呪法なども使えるらしい。悪魔になって数年しか経たっていない聖歌が、地獄でも指折りの魔力を持つのは……生前に鍛えていた法力が、悪魔になるとそのまま転換されるからだそうだ。彼女は今でも、修得していた日ひ高たか見み流退魔術のほとんどを魔力バージョンで使えるという。

「姉様、地獄についても、もっと教えてください」

　久遠の質問に聖歌は、地獄は土地が痩やせていて、収穫される作物の栄養価も低い。それが流行はやり病やまいが蔓まん延えんした一因かもしれぬと語った。

　春しゆん太たは、三人分のお茶を淹いれてくれた久遠に「ありがとう」と言って、

「でもなんで……聖歌姉ちゃんが悪魔王になって間もなく、俺んちの地下の、地獄へ通じる〝ドア〟が、およそ二百年ぶりに開いたんだ？」

　一週間限定だったらしいが、いくらなんでも都合がよすぎる。

　聖歌は、なぜか悲しげな笑みを浮かべ、

「それは……おそらく、神に直接仕える、四大天使の一人があけてくれたのであろう」

　四大天使は、〝ドア〟をあけることに加え、死者を天使としてスカウトする権限などを持つという。そしてその上に君臨する神は、圧倒的な力を持つ最強の存在らしい。

　聖歌は、天使、そして天国のシステムも説明したあと、こう続けた。

「〝ドア〟をあけてくれたのは、おそらくラファエル……様。妾を天使にスカウトし、天国で医学を教えてくれた、師匠である」




　賑にぎやかな朝食を終え、三人で後片づけし……着替えるため、いったんそれぞれの部屋へ戻った。

　春太はさっさと制服を着て、居間へ戻り、わくわくして姉妹を待つ。

　まずやってきたのは久遠だ。かたちのいい胸がワイシャツとブレザーを押し上げ、腰はキュッとくびれ、そして格こう子し柄のスカートから伸びているのは……。

（ああ、今日も、俺が一番似合うと言った二十デニールの黒ストを穿はいてくださる……）

　そのいじらしさに、春しゆん太たは菩ぼ薩さつのように微笑ほほえんだ。デニールとは、ストッキングなどの糸の太さの単位である。

　続いて入ってきた聖せい歌かは、悪魔王の正装・白い革製のボンテージスーツを着ていた。ヘソ、太ふと股ももの付け根まで見えるかなりきわどい衣装だ。

　正体を明かしてからは羞しゆう恥ち心を隠そうともせず、もじもじと手で胸や股こ間かんを隠している姿が、春太の脳髄を直撃する。

「で、では、春太……よろしく」

　彼は、うんと頷うなずき、右手をつきだして詠唱し、畳の上に転送魔法陣を出した。聖歌を地獄に〝通勤〟させるためである。

　春太は召しよう喚かん師しであり、地獄から悪魔を喚よんだり、転送したりできるのだ。

　寿命の残り半分と引き替えに、悪魔を絶対に服従させる契約を結ぶこともできる。

　春太と久く遠おんは、悪魔王としての仕事に向かう姉に手を振った。

「「いってらっしゃーい」」

「いってきます。お弁当忘れるでないぞ。戸締まりもな」

　春太は転送を終え、魔法陣を消すと、久遠を見た。

「じゃあ、俺たちもいこうか？」

　義ぎ妹まいは退たい魔ま師しであることをバカにされ、高校入学直後から二ヶ月半ほど引きこもってしまった。今は、嫌々ながらも通い始めている。

「でも兄様、外はひどい天気ですよ？」

「あれ？　確かに……」

　窓から外を見ると、横殴りの雨が見える。さっきまで曇り空ではあったが、こんなに降る気配はなかったのに……。

「あっ、庭に竜巻も見えます」

「ええ!?　俺んちにピンポイントで!?」

　確かに、蔵の近くに小さな竜巻らしきものがあった。

　逃げないと、と思ったが、義妹は嬉しそうに、

「えへへ、もしかしたら、今日は休校かも……ほら、テレビで警報も、出ましたよ」

　確かに、ニュース画面の上部に、〝きんきゅう　たつまきけいほう　でました　ちゅうい　して　ください〟と表示されている。

　確かに……と春太は頷きかけたが、首をかしげ、

「ん？　この字幕、なんで平仮名なんだ？」

　テレビを横からのぞきこむと……文字は、画面に表示されているのではなく、空中に浮いていた。

「……これ、空そらメールじゃねーか！」

　空メール……久遠の得意技で、法力で空中に簡単な文字を書くものだ。

「あ、バレました……」

「ということは、この雨も、竜巻も……」

　春しゆん太たが外を見ると、雨は止まっていた。どうやら、法力を細かくし、窓の外に降らせていたらしい……そういえば、雨音はまったくしていなかった。庭に出て地面を見ると、水たまり一つない。

（引きこもるため、ここまで大げさなことをするとは……）

　春太の上着の裾すそを、久く遠おんがおずおずと引っ張ってきて、

「……に、兄様、お、怒ってます？」

「いや、凄すごいよ。逆に感心する……本当に、お前は途と轍てつもない法力の使い手だよな……」

「え？　えへへ、そんな……」

　久遠は赤くなった両頬ほおに手を当て、くびれた腰をくねらせた。

　すると……蔵の近くの法力竜巻が回転を増して巨大になり、春太の方へ向かってきた。

「ええええ!?」

　春太は法力竜巻に巻き込まれ、グルグル回転しながら二十メートルほど舞い上がった。

「ぎゃああああ!?　たぁあああっすけえててええええ!!」

「に、兄様、今なんとかします！」

　竜巻を止め、法力でクッションでも作ってくれるのかと、春太が期待した時……。

　竜巻の上空に、空そらメールが浮かび上がった。

「なんで今!?　そもそも、回転が速すぎて読めないぞ！」

「〝にいさま　まけないで〟と書いたのです！」

「口で言え!!」

　春太が絶望して「俺は洗濯機に放り込まれた服かよ……！」と己おのれをたとえると、久遠は、

「そっ、そうです。私……兄様の大好きな黒ストを脱いで、竜巻に巻き込ませますから、それにからみついて、なんとか気持ちを強く持ってください」

「ああ、それならいけそうだ」

　春太はうなずいた。

　言語に絶する黒スト好きの春太であるが……その真価は、脱ぐときにこそあるのではないかと思っている。

　黒いストッキングの束縛から解放される、白い足。その二色の対比……それこそ、春太が考える、至高の光景であった。

　しかし。

「兄様、脱ぎました！」

「畜生！　回転が速すぎて全く見えなかった！」

　ある意味拷問に近い。

「しかも黒ストは、法力竜巻では巻き上げられません！」

「そうだった……！　いつの間にか久遠の体の一部のように思っていたが……」

　法力は、退たい魔ま師し、召しよう喚かん師し、悪魔にしか見えず、効力を及ぼさない。黒ストを巻き上げられないのは当然なのに……自分と同様、久く遠おんもよほどテンパっているようだ。

（しかたない。ここは、俺の能力で……）

　春しゆん太たは竜巻の中で右手をつきだし、詠唱を開始した。

「〝我は悪魔を召喚す……いと高き姿にて現れし、紫電の光にも似た門を通り、我が命に従い、現れよ！〟」

　これこそ、春太が十年近い時をかけて、今は亡き養よう父ふから知らず知らずのうちにたたき込まれた技──〝召喚〟だ。

「エルオヒム・アイシア・エルオンアデナイ！　出いでよ、悪魔王・サタン！」

　空中に魔法陣が現れ、聖せい歌かが飛び出してくる。

「なんじゃ春太、忘れ物などしとらんぞ……って、きゃあああぁあああ!?」

　召喚の直後からグルグル回される聖歌に、春太は大声で事情を説明した。

　聖歌はため息をついて、羽を使って竜巻から脱出し、春太を引っ張り出し、庭におろしてくれた。

　恐怖が吹き出してきたのか、春太は己の体を抱いてガクガク震える。

「こ、怖かったぁ……！　た、竜巻、竜巻怖い、嫌だよぉ……！」

「兄様、兄様！　ごめんなさい！」

　久遠がすがりついてきた。続いて聖歌が「春太、元気を出せ」と頭を優しくなで、

「さっさと立ち直って、妾わらわを再び地獄に送っておくれ」

「なにげに、姉様も鬼ですね!?」

　度肝を抜かれる久遠をよそに、聖歌は再び春太のペンダントをはずし、呪じゆ法ほうをかけてくる。幻覚を見せて立ち直らせるつもりなのだろう。

　震えていた春太は「ア……ウァ……」とうつろな目になったが……すぐに勢いよく立ち上がり、きびきびとした動作で、転送魔法陣を作りだした。

「ほう、あれほど深く刻まれた、竜巻に巻き込まれたトラウマを克服するとは……どんな幻覚を見たのだ？」

　興味深げな聖歌に、春太は遠くを見て、

「うん……竜巻の中で、久遠の黒ストにからみつかれた幻覚さ」

「結局、竜巻に巻き込まれているな!?」

　トラウマを吹き飛ばすほどのパワーを持つらしい。

　久遠は「兄様ったら……」と俯うつむいてスカートをきゅっと握り、

「兄様が交通事故にあったら踏み踏みし、亡くなったら、大量の黒ストでミイラ男のように巻き巻きして差し上げます」

「春太なら、死の淵ふちから蘇よみがえりそうであるな!?」

　そう言ったあと、聖歌は「なんで二人とも、この悪魔王よりずっと背徳なのだ……」と天を仰いだ。




　朝から壮絶な体験をしつつ、春しゆん太たは聖せい歌かを地獄へ再び転送し、玄関に施錠した。

　久く遠おんとともに広い庭を歩く。古い蔵、道場を通り過ぎ……高さ三メートルはあろうかという、木製の分厚い門を押し開けた。

　そこからは、通学路へ続く、林で挟まれた薄暗くて細い道が延びている。この屋敷は小高い丘の上にポツンと立っているのだ。

　降りたところで、いつも友人と合流するのだが……。

「ちょっと、離して！」

　悲鳴混じりの声が聞こえたため、春太はあわてて駆け下りる。

　柔らかそうな栗くり色いろの髪の少女が、不良らしき少年に絡からまれていた。

　春太のクラスメイトで優等生……しかし日本有数のアダルトショップ兼ＡＶメーカーの社長の娘、多た々た良ら沙さ枝えである。

「……女の子を武器で脅すなんて、は、恥ずかしくないの!?」

　沙枝は左手を掴まれ、金属製の警棒を細い喉のどにつきつけられていた。

「沙枝さん、どうした？」

「しゅ、春太ぁっ……」

　沙枝が、ぱあっと表情を明るくして、不良の手をふりほどき、春太の後ろに隠れた。背中に大きな胸がポヨポヨ、吸いつくように当たる。

「なんだ、邪魔するなよ……お前、こいつの餌え食じきになりたいのか？」

　春太を不良は威嚇し、警棒の先端をぺろりと舐なめる。

　そういえば、最近警棒を使ってカツアゲをする不良がいると聞いていた。被害者は、かなり多いらしい。

　不良はもう一度警棒を舐めたあと、一見優やさ男おとこな春太をじろじろ見てきて、ニヤリと笑う。

「へっ、頼りなさそうな奴やつだな。帰ってママのおっぱいでも吸ってな」

　春太は目の光を失い、うつむいた。

「吸える、おっぱいがあれば、いいがな……あるやつは、いいよな……」

「わ、悪い！　もしかして複雑な家庭環境なのか!?」

　意外に優しいところもある奴だった。

　不良は空を見上げ、悲しげに過去を語り出す。

「実は、俺もな……」

　そうか、お前もか。

　なら、わかりあえるかもしれない……と春太が思ったのも一瞬。

　後ろから抱きついていた沙枝が、

「しゅ、春太、そんなに寂しかったの……？　も、もしよかったら、わ、私が吸わせて、あげてもっ……」

「死にやがれ!!」

　男が警棒で殴りかかってきた。わかりあうことはできなかったようだ。

　春しゆん太たは左腕で警棒をはじき、不良の顎あごに正せい拳けんをたたき込む。

　十年以上、厳しい空手と法力の鍛錬を続け、悪魔王や地獄四し天てん王のうとも戦った彼だ。まったく問題にならない。

　がくり、と地面に倒れ込む不良を、久く遠おんが両膝ひざに手をあててのぞき込み、

「あ、気絶しましたね……兄様、この方、どうしましょう？」

「しかるべき報いを与えてやろう」

　そういえば、さっき警棒を二度も舐なめてたな、きっとこいつの癖なのだろう。

　よし、と春太は決断し、

「この警棒を俺の肛こう門もんに深々と挿入し、一ヶ月後にその写真をメールで送りつけてやろう」

「鬼ですね!?」

　その頃ころにはもう、彼は警棒の先端を百回以上舐なめてるだろう。

「春太、だめよ、そんなことしちゃ……」

　沙さ枝えは眉まゆをひそめたあと、鞄かばんをゴソゴソして、瓶を取り出し、差し出してきた。

「はい、ちゃんとローションを塗ってから挿入なさい」

「なんで持ち歩いてるんだよ!?」

　さすが業界二位の、アダルトショップの娘だ。

　しかし……春太は腕組みして眉をひそめ、久遠を見た。

「よく考えてみれば、なぜ俺が、沙枝さんをいじめた奴やつの罰のため、肛門を痛めなければならんのだ？」

「いえ……私に聞かれても……」

　脊せき髄ずい反射でものを言うからではないかしら、と沙枝が胸の下で腕組みし、首をかしげる。

「久遠は、何かいい案はないか？」

　こいつに、何らかの嫌がらせをしなくては気がすまない。

　久遠は唇に人差し指を当て、「ええと……」と可愛かわいく首をかしげ、

「この方を木に磔はりつけにし、その傍そばで不吉な童わらべ歌うたをエンドレスで流しておき、何らかの連続殺人の始まりのような演出をしてはいかがでしょう？」

「それ、第一発見者への嫌がらせだな!?」

　言いようのないトラウマを与えるだろう。

　せめてもの嫌がらせとして、不良の全身をローションまみれにしておいた。これで女の子を脅すことなど、やめてくれればいいが。

　一ひと瓶びんまるまる使われ、朝日にテラテラ光って横たわる不良を見下ろし、久遠が質問してくる。

「兄様、どうしてこれが、この方の更生につながるのです？」

　春太は、空を見上げて、

「これはな……生まれたての子馬のようにヌルヌルになることで、生まれたてのまっさらな心に戻ってほしいという、俺の優しさだ」

「意味がわかりません!?」

　俺にもわからない。

　そう思う春しゆん太たの横で、久く遠おんはうつむいて、

「でも、この方も何か不幸なことがあったようですね。だったら、もう少し優しくしても、よかったかも……」

　マジで!?　と春太は久遠の美しい横顔を見、期待に胸を高鳴らせながら、

「久遠、実は俺、生まれてすぐ親に捨てられてさ……」

「知ってますよ!?」

　優しくしてくれるって言うから、不幸を話したのに……春太が肩を落としていると、

「でも、兄様には私がいますよ」「私も」

　久遠と沙さ枝えが両サイドから頭を撫なでてくれたので、春太はにっこり笑う。

　続いて久遠が、桃色の唇をかんで、

「実はですね、私……すでに両親は亡くなり、退たい魔ま師しの家業も、法力の修行もバカにされ……」

「いや、知ってるぜ!?」

　二人が久遠の頭を撫なでると、今度は沙枝が、

「私はね……アダルトショップの娘って、この学校に転校してくるまでずっと馬ば鹿かにされて……」

　三人で不幸自慢をしあい、頭を撫であう。

　俺は、いい妹と友達を持ったものだ……春太がほっこりしていると、不良が目覚め、自分の姿にびっくりした。

「うおぉおお!?　なぜ俺、目覚めたらヌルヌルに!?」

　俺がやっておいてなんだが、不幸な奴やつだ……と思い、春太は不良の頭を撫でようとしたが、ヌルヌルなのでやめておいた。

　優しくするだけが、相手へのエールじゃないよな、と思った。




　葛か西さい第だい三さん高校へと続くキツい坂道をスタスタ歩き、春太は大きく伸びをした。

「ああ、さわやかな朝だなあ」

「あれだけ色々なことがあっても、そう言い切れる兄様は凄すごいです……」

　苦笑する久遠に、春太は微笑ほほえんで、

「久遠、世界にはな、さわやかな朝を送りたくても、送れない人もいるんだぞ？」

　世界には、食べたくても食べれない人もいるんだぞ？　みたいなニュアンスで言う春太。

　久遠は細い首をかしげて、

「え、それは誰だれですか？」

「朝から、道ばたでローションまみれの人とか……」

「たぶん、世界でさっきの人だけです!?」

　あいつを思えば、自分がさわやかじゃないなんて言ったらバチが当たるよな。

　そう気持ちを引きしめる春しゆん太たに、沙さ枝えは苦笑した。周りに苦笑いばかりさせている男だ。

「ところで久く遠おんさん。再び学校に通い始めて二週間ほど経たったけど……どうかしら？」

　沙枝の質問に、久遠はうなずいて、

「あ、はい……一応、一日一回、教室で誰だれかに話しかけることを、目標にしています」

「へえ……」

　久遠は勉強も運動もいまいち。しかし、直径百四十万メートル……太陽ほどの法力弾を放てる史上最強の退たい魔ま師しだ。

　そこまで至ったのは才能もあるが、しっかり目標を立て、毎日地道な鍛錬を続けてきたことが大きい。それを友達作りにも活いかしているのだろう……しかし二ヶ月半も休んだあとでは、なじむのはやはり難しそうだ。

「その目標を決めてから、毎日、話しかけてます。少しでも人と距離を縮めるために」

　春太と沙枝が、久遠の努力に胸を熱くしていると……。

「まあ、どうしてもクラスメイトに話しかけられなかった日は、目標を無理矢理達成するため、入り込んできた虫に話しかけてるんですけど……」

「それはやめとけ……」

　むしろ人との距離が広がる。

　久遠は、髪で顔全部が隠れるほどうつむき、

「それに、人に話しかけても、無視されることも結構ありまして……」

　春太と沙枝は、不幸なことを言う久遠の頭をなでる。

（どうして、久遠のよさが、わからないんだろうな……）

　人見知りで挙動不審だけど、たくさん素敵なところがあるのに。

　なでられる久遠は、ちょっと悲しい笑いを浮かべている。

（……あの笑顔の方が、可愛かわいかったな）

　数日前の夜、久遠は密かに練習していたオリジナルの技……〝法力花火〟を打ち上げ、春太や聖せい歌か、地獄四し天てん王のうから大喝かつ采さいを受け、本当に嬉うれしそうだった。あの笑顔には、充実感のようなものがあった。

　春太は己の右手をみる。

（俺の、召しよう喚かん師しとしての力……）

　養よう父ふは退魔師の仕事がないことに苦しみ……十年前、召喚師の才能を持つ春太を引き取って、育てはじめた。

　召喚の力を鍛えたのち、薬で狂わせ、地下室に監禁する。

　そして悪魔を召喚させ、春太の寿命半分を使わせて使役の契約を結ばせる。

　悪魔を暴れさせ、それを養父が倒すことで名声を得るつもりだった。

　幼い春太の、家族にとけ込もうとする努力を見て、思いとどまってくれたが……。

　いわば春しゆん太たは、日ひ高たか見み家再興のための生け贄にえだったのだ。

（それでも……）

　日高見家の姉妹のために、召喚の力を使いたい。

　聖せい歌かの送迎だけじゃなく、もっと、色々なことに活用できないものだろうか。

（とりあえず……あれをやってみようかな）

　朝食時の、聖歌の話を聞いて思いついたアイデア。

　義ぎ姉しの役に立ちたいし、学校でうまくいっていない義ぎ妹まいの自信につながればと思う。

「なあ久く遠おん、聖歌姉ちゃんの地獄の統治に、俺たちも協力しないか？」

「……？」

　首をかしげ、黒髪を肩口でさらさらと流す久遠に、春太は熱を込めて説明をはじめた。

　ふむふむと聞き終えた久遠は、嬉うれしそうに胸の前で両手を合わせ、

「……なるほど。それは姉様のお役に立てるかもしれませんね……やります。頑張りますっ」

「私にも、協力させてくれない？」

　と、沙さ枝えも言ってくれた。

　三人は計画を話し合いながら、学校へ向かった。





二章




　春太は真面目まじめに授業を受け、帰りのホームルームが終わったあと……窓ごしに空を見た。久遠はいつもこの時間に、彼に見えるよう空そらメールを作るのである。

　昨日の文面は〝クラスのひとに　はなしかけました　でも　むしされました[image: ]〟だった。

　今日はうまくいってればいいな、と願う春太の目に飛び込んできたのは……。

〝にいさま　たすけて〟

　あわてて立ち上がる春太のもとへ、沙さ枝えが歩いてきて、

「春太、帰りましょ。今日は図書館とか寄っていくんでしょ？」

「沙枝さん、久遠が危ない」

　春太は廊下へ飛び出した。後ろから、沙枝が追ってくる。

　人を避けながら駆けつつ、奥歯をかみしめる。

（久遠、また、いじめられてるんじゃ……）

　一年生の教室は四階だ。階段をかけあがり、久遠の教室一‐一を覗のぞくと……いない。

　入口の近くにいた男子に聞くと、久遠は一人の生徒に屋上へ連れていかれたそうだ。

「な、なに……？　やはり、いじめられ、呼び出し食らって……？　そんな……」

　頭を抱える春太に、男子生徒は、

「あ、あの……そんな物騒な話ではないと思いますよ。たぶんあの人、日ひ高たか見みさんに告白するのではないでしょうか……？」

「……は？」

　春しゆん太たは口をぽかんとあけた。男子生徒は少しうっとりして呟つぶやく。

「日高見さんのこと、いいな、っていう奴やつは結構いますよ」

「……まあ、久く遠おんは黙っていれば美少女だからな……」

　確かに久遠さん、変なこと口走るけどねと苦笑する沙さ枝えに、春太は、

「喋しやべっていても、美少女だし……」

「結局、美少女だわ!?」

　美少女だから仕方ない。

　男子生徒は頭をかきながら、

「日高見さん、最近は……〝いい天気ですね〟とか、おずおずとですが喋りかけてくるようになって、それも可愛かわいいんですよ」

「だけど、無視されることもあるって聞いたけど……」

　男子生徒は、「あ～……」と腕組みして、

「あれだけ美人ですからね、いきなり話しかけられたらドギマギしてしまう子も、いるんじゃないでしょうか？」

　春太は微笑して、言った。

「そうか、では君も、久遠と仲良くしてやってほしい……」

「いや、両の拳こぶしをギリギリ握って、血を滴らせながら言われても……」

　嫉しつ妬と心を抑えるのは、ままならないものだ。

（……ん？）

　視線を感じて、一人の勝ち気そうな女生徒が、こちらを見ているのに気づく。取り巻きらしき者たちに囲まれていて、クラスでの発言権もありそうな子だ。竹刀袋を持っているところから見ると、剣道部だろうか。

　春太は男子生徒に礼を言ってから、廊下へ飛び出し、屋上へ向かって駆けた。

（久遠の努力も、少しずつ実を結び始めているんだな……）

　喜ぶべき事のはずなのに……なぜか、胸が苦しい。

　もしも久遠が、誰だれかとつき合う、とかになったら……。

　併走する沙枝は、春太に「血を拭ふいて」とティッシュを差し出してきたあと、揺れる胸を片手で押さえながら、

「……ねえ、どうして焦ってるの？」

「久遠が、俺の手から離れてしまったらって……怖くなってさ」

　身勝手だな、俺……と思いつつ、苦い顔で、

「俺だけの久遠じゃ、なくなるのかな、って思って……」

「え、久遠さんをウチのレーベルでデビューさせる気？」

「みんなのアイドルにするわけじゃねぇぞ!?」

　春しゆん太たがツッコみつつ走っていると……久く遠おんの後ろ姿が見えた。

　その前を、ジャージ姿の生徒が、背筋をのばして歩いている。首まで届く赤みがかった髪が特徴的だ。

（あれが、久遠に告白する、という男か……？）

　一方久遠は力ない足取りで、落ち着かなげに視線をさまよわせたあと、窓ガラスへ指を向け、動かす。

　春太が窓から外を見ると、〝たすけて〟という空そらメールが作られていた。どうやら告白されるとは思っていないらしい。

　続いて表示されたのは……。

〝れいぷ　されそうです[image: ]〟

「するか!?」

　どれだけすさんだ学園だ。

　止める事は可能だが……妹が告白されるのに兄貴が出で張ばるのはさすがにおかしいだろう。

　とりあえず、二人で尾行を続ける。

　階段を登り、久遠たちは誰だれもいない屋上へ出て、転落防止のフェンスの方へ歩いていく。春太と沙さ枝えは、忍び足で屋上中央にある給水塔の陰に行き、様子をうかがう。

　生徒は立ち止まって振り返り、申し訳なさそうに久遠を見た……その顔に、春太は衝撃を受ける。

「な、なんというイケメンだ……」

　貴公子、という言葉がピッタリな中性的な顔立ち。

　身長は春太よりわずかに低いくらい……百七十センチほどだろうか。

「あれは、剣道部でも最強と言われる、雷らい火かさんじゃないかしら？　成績も学年十位くらいで、文武両道だそうだけれど……」

　沙枝は頬ほおに手を当て、首をかしげ、

「あら？　でも、あの人って……」

　春太は両りよう膝ひざをつき、絶望に満ちた表情で、

「あんなイケメンに比べたら、俺が勝ってるところなんか……」

　嗚お咽えつしながら、両手でコンクリートをたたく。

「久遠との生活で培われた、どんな苦難があろうと壊れない鋼はがねのような信頼関係しかないじゃないか……」

「そこだけ勝ってれば、いい気もするわ……」

「あと、成績と、武術とか……」

「顔以外、全部勝ってるわ!?」

　結構自信家の春太だった。

　そう言われれば、そんなに負けてねぇなと元気に立ち上がり、二人の様子を観察する。

　イケメン……雷火は長いまつげを伏せ、澄んだ声で久遠に言った。

「ごめん、突然こんなことされても、迷惑だよね……」

「そうですね……」

「即答!?」

　そりゃ、レイプされそうだと思ってるなら、そう答えるだろう。

　雷らい火かは久く遠おんに一歩近づき、

「ご、ごめんね、すぐ終わらせるから！」

「いやぁああ!?　終わらせないで！」

「どうしたいの!?」

　久遠はフェンスに背中を押しつけ、「兄様ぁ……」と胸を両手で隠しながら、涙目でイヤイヤをして、

「も、もし私に変なことをしたら……」

「ははは、しないよ。舌を噛かんで死ぬとでも言うのかい？」

　久遠は首を横に振り、覚悟を決めた静かな目で、

「いいえ……ある力を用い、自爆します」

「なにその壮絶な死に様!?」

　法力を体内で爆発させるつもりなのだろう。

「その自爆の威力は……私の兄様がいる二‐二の教室まで及ぶでしょう」

「俺と、無理心中だな!?」













　春しゆん太たを道連れにする気まんまんだ。

　まったくぅ……困った奴やつだなぁ……春太は笑顔をかみ殺し、足踏みする。

「なんか春太、嬉しそうね……」

「だ、だってさぁ……久く遠おんの奴、一人で死ぬのは嫌だから、俺と無理心中したいって……まったく、どこまで可愛かわいい妹なんだ……」

　もうだめだ、この兄妹きようだい……と戦せん慄りつする沙さ枝えの視線を受け流し、春太は観察を続ける。

　雷らい火かは必死な様子で、久遠に迫る。

「あ、あの、……君を……」

「さ、さようならぁ！」

　久遠はフェンスを掴つかんでよじのぼり、屋上から飛び降りた。

「ぎゃああああ!?　久遠さぁあああん!?」

　雷火は悲鳴をあげ、気を失ったのか、ぶっ倒れる。

　沙枝が涙目になって、春太の腕を引っ張ってきた。

「しゅ、春太ぁ！　久遠さんが飛び降りたわ！　暴行されると思って、自殺したのよ！」

「落ち着いて、沙枝さん」

「どうして!?」

　春太は、沙枝の背中を撫なでて、

「久遠が、俺と無理心中もせずに、一人で死ぬような女か？」

「そうね、確かに」

　即答されるのも、それはそれでどうかという感じだが。

　二人は卒倒した雷火の横を通り、フェンスをつかんで下を見る……そこには、法力で足場を作って、不安げに体育座りする久遠がいた。

　春太を見あげて、ぱああっと笑顔になる。

「あっ、兄様っ。助けにきてくださったのですかっ？」

　久遠は足場を上昇させ、春太に手を借り、屋上に降り立った。

「久遠、飛び降り自殺に見せかけて、逃げるとは……ほかに方法はなかったのか？」

「本当は迷ったんですよ？」

　久遠は甘えるように、春太の胸板に頬ほおをすりよせながら、

「私の体内で法力を爆発させ、飛び散る骨と肉片で、そこのレイプ魔をあの世への道連れにしようかとか……」

「ろくな選択肢がねえな……」

　このイケメンに悪意はないようだし、このまま終わらせては、あまりに気の毒だ。

　だけど、万が一、久遠が告白を受け入れたら……。

　春太は、ギギギギ、と歯を食いしばったあと、ひきつった笑顔を作って久遠に言う。

「く、久遠、しっかりこの人の話を聞いて。告白のため呼び出した相手が、その場で飛び降り自殺したら、トラウマだろう？」

「こ、告白!?　まさか……この私に……？」

「そ、そう……らしいんだよ……だから、しっかり話して、どうするか、決めてな？」

　春しゆん太たは唇をかんで、目をそらす。

　久く遠おんは怒ったように目をつり上げ、沙さ枝えは悲しげに春太を見つめている。

　その時、雷らい火かが、うーんと唸うなって目をあけた。

　ずいぶんタイミング良く復活したな、と怪け訝げんに思う春太をよそに、雷火は立ち上がり、久遠の姿を見て、ほうっと息を吐く。

「あ、ああ、久遠さん、無事だったのか。よかった……！」

「す、すいません……私、あなたを知らないもので、取り乱してしまって……」

　雷火は、優しく微笑ほほえんだ。

「いいんだよ。少しずつ距離を縮めていけば」

　ごめんなさい！　と久遠は頭を下げ、

「つい、あなたをレイプ魔と断定し、飛び降り自殺と見せかけて逃亡してしまって……」

「はじめの距離が遠すぎるね!?」

　第一印象は犯罪者だ。

　告白されると知ったからか、久遠はモジモジして春太の陰に隠れ、背中をキュッと掴つかんでくる。

　雷火がにらみつけてきて、

「あっ、君は……日ひ高たか見み春しゆん太た！」

「俺を知っているのか？」

　もちろんだ、と雷火はうなずき、春太を指さして大声で言い放った。

「日高見春太……君は、久遠さんの兄にふさわしくない男だ！」

「な、なに……!?」

　春太は、古いにしえより退たい魔ま師しの天敵である、召しよう喚かん師し。本来なら、久遠の傍そばに居ていい存在ではないのかもしれない。

　もしかして、こいつはそれを知っているのか……？　と春太が思ったとき、久遠が前に立ち、守るように両手を広げた。

「に、兄様は、バイトで家計を支え、勉強も肉体の鍛錬も欠かしません」

　雷火から目をそらさず、言い放つ。

「強い兄妹きようだい愛で……私を、いつも支えてくださっています！」

　ありがとう、久遠……！　と春太が胸を熱くしていると、雷火は「だからだよ」と額を押さえて首を振り、

「ひきこもりの久遠さんの兄には……ダメ人間がふさわしいのだ」

「ん？」

　なんか変なことを言い出した。雷火は、キッと春太を見つめ、

「君がもっとダメ人間だったら、久遠さんは引きこもらず、もっとしっかりしていたかもしれないんだぞ！」

「ん、んん……？」

　春しゆん太たをおとしめているようで、実は褒めていた。

　雷らい火かは胸の前で拳こぶしを握りしめ、無念そうに、

「それがなんだお前は！　妹と、たった二人きりの生活にもかかわらず、強く生きやがって……すごく頼りがいがあるから……久く遠おんさんが、堕落するんだ！」

「……そ、そうか……」

　久遠が両手で顔を押さえ、シクシク泣いている。

　春太は義ぎ妹まいの二の腕をつかんで抱き寄せ、さすりつつ、

「じゃ、じゃあ、万一お前が久遠とつきあったら、どうなるというんだ？」

「まあ、金はあるので不自由はさせない。久遠さんには、好きなだけ引きこもっていただこう」

「結局、同じじゃねぇか!?」

　どちらにしても、堕だ落らくの道しかない。

　泣いていた久遠が、「引きこもっていい」という甘い言葉に引き寄せられ、両手を力なく前に出し、歩きたての赤ん坊のような足取りで雷火の方に進んでいく。

「わ、私、ひきこもってて、いいの……？」

「おぉい、なんでなびく久遠!?　強い兄妹きようだい愛は!?」

　久遠は、「はぁ～……」と額に手を当ててため息をつき、冷め切った目で、

「ねぇ、兄様。兄妹愛だけじゃ……ひきこもれないんですよ」

「なにその、愛だけじゃ生活できないみたいな感じ!?」

　沙さ枝えが久遠を引っ張って、抱ほう擁ようして背中をポンポンとたたき、落ち着かせる。

　雷火は沙枝を手で示し、

「日ひ高たか見み春しゆん太た、お前には、こんな綺き麗れいで優しい彼女がいるじゃないか！　別に、久遠さんを奪われても寂しくないだろ!?」

「か、彼女……!?」

　沙枝が真っ赤になり、不満げな久遠の顔をつかんで胸に挟み込む。モゴモゴするたび、小刻みに動く爆乳……それを見て雷火は声を震わせ、

「こ、こんなゴッドおっぱいをむさぼり尽くしているくせに……久遠さんは、別腹というわけか？」

「まあ確かに、俺と久遠は別の腹から生まれたが……」

「えぇ!?　血がつながってないのか!?」

　なんてうらやましい生活だ……と両手両りよう膝ひざをつく雷火に、春太は胸をそらして見下ろし、心の底から笑う。

「ふはははははは。どうだ羨うらやましいだろう。こんな綺麗な義妹がいるのだ、俺には！」

　悪魔王まで出世した可愛かわいい義ぎ姉しもいるしな……と思う春太を、沙枝がジト目でみてくる。

「春しゆん太た……大人おとなげないわ……」

「そして、こんなに美しい幼なじみがいるのだ！」

「……」

　沙さ枝えは超うれしそうに屋上を走り回り、フェンスをつかんでガシガシ揺らし、笑顔で「わー!!」と叫んだ。

　春太は雷らい火かに、久く遠おんとは母親が違うどころか、父親すら違うことを説明すると……ワナワナと全身を震わせ、両こぶしでコンクリートをたたき、血走った目で睨にらみつけてきた。

「く、くそおっ……ますますお前と久遠さんが共に暮らしている事を、我慢できない！」

「ははは、もっと苦しめ。もがけ」

「鬼か!?」

　悪魔王の義ぎ弟ていではある。

　雷火は、すうっと息を吸い、ビシッ！　と春太を指さしてきた。

「日ひ高たか見み春しゆん太た……君に、久遠さんを賭かけた決闘を申し込む！」

「いいよ？」

「軽いな、おまえ!?」

　やはり、そんな軽い奴やつに久遠さんは任せられん、と言う雷火に、春太は、

「実は俺、生まれてすぐ、親に捨てられて……」

「重い過去はいらん!?」

　バランスをとろうとしたのに、わがままな奴だな……と思う春太。

　不幸自慢をしたので、久遠と沙枝が優しく頭を撫なでてくれる。気持ちよさに目を細めていると、「なにしてるんだ……？」と雷火は首をかしげた。

　その後、春太と雷火は決闘のルールを話し合い、以下のように決まった。


・勝負は明後日に、学校の剣道場で。剣道部の練習が終わり、部員が皆帰ってから。

・雷火のみ、武器として竹刀を使うことができる。ただし、防具は禁止。

・勝敗は、どちらかが戦闘不能となるか、「まいった」と言うまで。



　すんなりと、こう決まったが、雷火から一つ泣きが入った。

「……あっ、ちょっと待ってくれ。済まないが、面だけはつけさせてくれないかい？」

「……？　まあ、いいよ」

　これだけのイケメンだし、顔を守りたいのかもしれない。

「あと日高見、応援を呼んでもいいぞ。にぎやかにしたいから、是ぜ非ひ、是非」

「ずいぶん勧めるな……」

　聖せい歌か姉ちゃんの母校だし、連れてきたら喜ぶかな……と春太は思った。

　沙枝はどんどん決まっていく段取りに眉まゆをひそめ、久遠の袖そでを引き、屋上の隅へ引っ張っていった。

「久遠さん、止めなくていいの？　このままじゃ、貴方あなたのために二人が傷つくかも……」

「そ、そんな……！　そんなあぁ!!」

　久く遠おんは目を押さえ、うずくまった。

　涙を拭ふかせるべく沙さ枝えがハンカチを渡し、背中を撫なでていると……久遠はゾクゾク震えながら、小声で、

「くふっ……くふふ。私を賭かけて兄様が戦う……あぁああ……！　なんて素敵……!!」

「……」

　沙枝は、日ひ高たか見み家の良心である悪魔王がいないことを、とても残念に思った。

　久遠がハンカチを返す。

「沙枝さん、涎よだれをぬぐわせていただき、申し訳ありません」

「できれば、涙をぬぐってほしかったわ!?」

　ハンカチは結構ビショビショだった。

　雷らい火かは、三人に「では、また後日な」と言ってさわやかに手を振り、去っていった。

　剣術家相手の試合か……と気を引き締める春しゆん太たに、沙枝があわててかけよってきて、

「ちょ、ちょっと春太……気づいてないみたいだけど……あの人、女なのよ？」

「……は？」

　それなのに、久遠のことが好きなの？

　沙枝は大きな胸をすくい上げるように腕組みし、

「雷らい火か栗くり栖す。私と同じく、この春転校してきたのだけれど……女の子の間で絶大な人気があって……ファンクラブもあるほどだと聞くわ。でも、同性が好きな方だとは思わなかったけれど……」

　え、女の子と、久遠を賭けて戦うの？

　春太は困惑したが、通学時に立てた予定通り、図書館へ寄って本を借り、調べ物をした。

　その知識をもとに商店街で買い物をして、帰宅した。





三章




　その日の夜、きょうだい三人は、日ひ高たか見み家の居間に客を迎えて夕食をとっていた。

「……ほ、ほう、春しゆん太たが、久く遠おんを賭かけて決闘……そうか……」

　エプロン姿の聖せい歌かは少し不安げな表情で、炊飯器からご飯を山盛りにし、久遠に差し出した。

「そうなんですよ。兄様ったら、まったくぅ～、困りますよねぇ～」

　まったく困っていない笑顔で茶ちや碗わんを受け取る。心配でご飯もノドを通らない、などとよく言うが、もりもり食べていた。

　その向かいでナイフとフォークを使い、優雅にハンバーグを食べる軍服の女性は、地獄の宰相にして四し天てん王のうの筆頭・ベルゼバブだ。

〝ハエの王〟と蔑べつ視しされる大悪魔だが、肩まで届く銀髪に、抜群のスタイルをした妖よう艶えんな美女で、春太の好みドストライクの年上お姉さんである。聖歌が大変世話になっているので、最近よく召喚して、夕食に招待しているのだ。

　ベルゼバブは不思議そうな顔で、テレビの野球中継を見ていた。

「春太様、一体これは、なにをしているのですか？」

「あ、これは野球と言って……ルールを教えるのが難しいな……」

　どう説明したものか、と春太が頭をひねっていると、

「どうして、七回で一点リードなのに、監督は中継ぎエースの大おお山やまを投入せず、先発を引っ張っているのですか？」

「結構詳しい!?」

　さすがは地獄の宰相。すごい理解力だと春太が思っていると……。

「ふふふ、冗談ですよ。この、解説者……という方のお話を、そのまま言っただけです」

　口元に手を当てて微笑した後、これはなんですか、あのフワフワした物を持っている女性たちは？　などと質問してくる。

「あ、この人たちは、チアガールと言って……応援をする人ですね」

　ふむふむ、とベルゼバブは納得した後、片眼鏡をツイと持ち上げ、

「しかし春太様、決闘とのことですが……必ず勝てるのですか？　まあ、あなたは四天王に匹敵する戦闘力の持ち主ですから、心配ないと思いますが……」

　春太は、以前地獄が「侵略」をしてきたときに、四天王にして大悪魔のアスモデウスを撃破している。

「うーん。でも油断はできないです。相手の雷らい火かって子は、かなり手練てだれらしいですから」

　剣道部の知り合いに聞いたところ、女子はおろか男子にも敵がいないほどの強さらしい。

　久遠は、形のいい胸に手を当て、真まっ直すぐな目でベルゼバブをみた。

「大丈夫です。兄様は必ず勝ちます」

「久遠様……それほどまでに信頼しておられるのですね」

　はいっ！　と久く遠おんは微笑ほほえみ、

「たとえ兄様が気絶させられても、私が法力の糸を巻き付け、錐きり揉もみ回転させて体当たりさせます」

「それは負けているのでは!?」

　だめですよ、決闘は正々堂々しなくては、と地獄の宰相に言われ、退たい魔ま師し・久遠は小さくなる。

　変な関係性になったよなあ、と春しゆん太たは微笑しながら、聖せい歌かの作った料理を口に運んだ。

　このハンバーグも、ポテトサラダも、何もかもが懐かしい……そして旨うまい！

　何度やってもこの味出なかったんだよな、と春太は感激し、おかわりを差し出した。

　聖歌は微笑して、ご飯を山盛りによそいながら、

「ところで、春太よ、特訓はしなくてよいのか？」

「やるけど、決闘は明後日だからね……あまり時間がないな」

　剣術家対策のトレーニングは、ある程度しておきたい。

　聖歌は「ふふふ、春太よ」と邪悪な笑みを浮かべ、羽を大きく広げた。

「そんなお前にうってつけの物があるのだ……そして、教えてやろう。日ひ高たか見み家に隠された、忌まわしき秘密をな！」

　意味深なセリフだが、春太に山盛りごはんを渡しながらなので、あまり締まらない。




　夕食を終え、春太、久遠、ベルゼバブは、聖歌に先導されて廊下を歩き、地下へ続く扉を開けた。石段をしばらく下り……二十メートル四方ほどの地下室に入る。

　この部屋の床についている〝ドア〟から、聖歌はこの家に戻ってきたのだ。

〝ドア〟は相変わらず壊れている。

　聖歌は、〝ドア〟から少し離れたところにある壁を指さし、

「久遠、ここに手を当て、法力を流し込んでおくれ」

　はい、と久遠が言われた通りにすると、壁に、長方形をした法力の線が浮かび上がる。

　聖歌がそこを押すと、まるで扉のように、開いた。

「え、隠し部屋……？」

　驚く春太と久遠を見、聖歌は微笑んだあと……地下室においてあった古雑誌を天井近くまで投げ、間髪入れず皆を隠し部屋の中に押し込む。

　中は……コンクリートのような材質でできた、教室二つ分ほどの広さの部屋だ。

　家の中に、こんな場所があったのか、と春太は目を丸くする。

「驚くのはまだ早いぞ。みんな、さっきの場所に戻るのだ」

　言われた通り、〝ドア〟のある地下室に戻ると、先ほど隠し部屋へ入る前に聖歌が投げた古雑誌が、地面にバサリと落ちた。

「あれ？　俺たち、隠し部屋の中に二十秒くらいいたよな？」

　落ちてくるのが、遅すぎないか？

　聖せい歌かは薄い胸を張って、

「〝時間差の間〟──あの隠し部屋の中はな……なんと、今、妾わらわたちがいるココとは、違う時間が流れているのだ」

「ええ!?」

　ものすごい施設が、家にあったものだ。

「〝時間差の間〟の中で一年過ごしても、ここ……今妾たちがいる世界では、一日しか経たない。あの中にいれば、腹も減らぬ」

　たとえば、悪魔が急に攻めてきて、こちらの修行が充分でない時に役に立つだろう。

　そんな、マンガとかで出てくるような施設が家にあったとは……。

　聖歌は、懐かしそうに目を細め、〝時間差の間〟の扉をたたく。

「父も、己を鍛えるため、よくこもっていたものだ」

「そ、そうだったのか……」

　さすが凄すご腕うでの退たい魔ま師しだ、と春しゆん太たが思っていると、聖歌は、

「バイト生活から脱するため……就職に有利になるといわれる、パソコン初級検定の勉強をしようと、ここに一年間入ったらしい」

　一年間は、入りすぎではないかな……と春太が思っていると、

「〝明日がんばろう〟と毎日思い、十一ヶ月遊んで過ごし、残りの一ヶ月で必死でやり、あげく落ちたという」

「何その無駄遣い!?」

　しかも落ちたのかよ。

「あと単純に、バイト行きたくないから、こもったこともあったらしいな」

「「…………」」

　春太は久く遠おんと、切なげな目を合わせる。

　聖歌は遠くを見て、

「父からは〝絶対、春太と久遠には言わないでくれ〟と頼まれたが……」

「忌まわしき秘密ってそれかよ!?」

　ただの人生の汚点だ。

　聖歌は悲しげに目を伏せ、

「父は、自分と同じ過ちを繰り返させたくなかったのであろう」

「……」

「とくに久遠は……父の、ひきこもりの血を強く引いているからな」

「過ちのレベルが低すぎるな!?」

〝力だけを追い求めた俺が愚かだった〟的な過ちの方がまだよかった。

　久遠が口元に手を当て、ハッとする。

「そ、そういえば、数時間会わないだけで、お父様の髪が異様に伸びていたり、老けていたり、私と兄様を見て、異常なほど喜んでいた日がありましたね……」

「まさか、こんなすごい施設を無駄遣いして、引きこもっていたとは……」

　さすが久く遠おんの父というべきか。

　聖せい歌かは涙の浮かんだ目元を押さえ、

「だから、父の享年は、お前たちが思っているのとは、違うのだ」

「えぇ!?　養と父うさん、享年四十四歳じゃなかったの!?」

　この部屋の中で、寿命無駄遣いしやがって……。

「確か、妾わらわが知るだけで七年は入っておったな」

「享年五十一歳!?」

　どれだけ現実逃避していたのか……久遠を越える、超絶のひきこもりがいた。

　確かに、久遠には教えない方がいい施設だな……と春しゆん太たが思っていると、彼女が、

「私……この中に、入ってみたいです」

　え、と驚く三人に、義ぎ妹まいは続ける。

「私、この中で二年過ごせば……」

　スカートの前でモジモジ両手を合わせながら、横目で春太を見、

「たぶん……に、兄様の好みの、年上お姉さんになれると思うんです……」

「な……」

　十六歳の今でさえ、長い足に、成長中の美乳……抜群のスタイルの久遠。

　それが十八歳──俺が大好きな年上お姉さんになって、明後日あさつてに、会える？

　そ、それはもう、お前……。

　だけどそれでは、久遠が二年間もこの中で、たった一人……。

「そ、そんな、久遠……」

　春太は涙をとめどなく流し、大好きな義妹の両肩を強くつかんだ。

「止めないで、兄様……」

　桃色の唇を噛かみしめ、つらそうに目をそらす久遠に、春太は、

「俺……俺っ……。…………見送ることしかできないけど!!」

「止めないのですか!?」

　つらいけど、ここは耐えなければならない。

　春太は、さらに美しく成長した久遠を想像し、

「俺、今、こんな泣き顔だけど……最後は、笑って見送るから！」

「現時点で、かなりいい笑顔ですよ!?」

　うれし泣きに近い。

「お前が出てきた時は……最高の笑顔で、抱きしめてもらうから！」

「兄様が抱きしめてくれるのではないのですか!?」

　年上久遠に甘える気まんまんだ。

　兄様の馬ば鹿か、知りませんっ、と久遠は怒って、〝時間差の間〟に入ってしまった。

「あの……いいのですか？」

　ベルゼバブが銀髪をかいて、二人を見てくる。

　冷静になった春しゆん太たは、苦笑して、

「まあ、たぶん、すぐに出てきますよ」

「え？」

　春太は聖せい歌かと微笑ほほえみあった。

「寂しがり屋の久く遠おんが、たった一人で二年も耐えられるはずないよな」

「ああ。夕食の後かたづけ……皿を洗い終わるころには、出てくるであろう」

　ベルゼバブが、軍服の豊かな胸元に手を当て、

「あ、皿洗いお手伝いします」

　春太が、「お客様ですから」と遠慮すると、片眼鏡の奥の瞳ひとみに涙がじわっと浮かび、

「や、やっぱり私のこと、ハエの神だと思ってるから、洗い物させられないって……」

「ああ違います！」

　結構難なん儀ぎな人だな、と春太が思っていると……〝時間差の間〟のドアが開いた。

　涙目の久遠が飛び出してきて、聖歌に抱きつき、えぐえぐ涙をこぼす。

「む、無理です。寂しいです……！」

「早いわ!!」

　聖歌は叫びつつも、母親のように久遠の涙をエプロンでぬぐい、膝ひざ枕まくらをして慰める。

　久遠は胎児のような姿勢で春太を見上げ、

「に、兄様、一緒に入ってください……」

「意味あるか、それ!?」

　二人の年齢差は変わらないままだ。

　久遠は聖歌に頭をなでられながら、唇に手の甲を当てて考え始める。

「一人で入っても、寂しくないようにするには……ええと……」

　何かひらめいたのか「あっ。そうです」と叫んで立ち上がり、

「姉様、兄様、気をつけして並んでいただけませんか？」

　言われた通りにすると、久遠が、二人それぞれを囲むように法力の箱を作った。次はその箱の中に、樹脂のような粘度を持った法力を流し込んでいく。

　体の隅々までまさぐられるようなくすぐったさに、春太は耐えた。

　えいっ！　と久遠が叫ぶと、樹脂のような法力が硬度を増した。続いてそれを、箱ごと中心から二つに割る。

　そして、その二つを一いつ旦たん離して、空中で再び合体させる。これで、内部に人の形をした空洞がある、直方体ができあがった。

　次いでその上部に穴をあけ、肌色に調合した法力を、空洞へ流し込んでいき、それを固めたあと、直方体を取り除く……。

「できましたっ」

　……法力による、聖歌、春太の等身大フィギュアが完成した。

　久く遠おんは満足そうに、にっこりと笑う。

「これで、私一人で入っても、寂しくないですね」

「く、久遠……それを、〝時間差の間〟に持って行って、どうしようと言うんだい？」

　春しゆん太たはドン引きしつつも……病人に接するように、なるべく優しい口調で言った。

　久遠は、唇に人差し指をあてて、

「お話とかです。こんな風に」

　久遠が念じると、春太と聖せい歌か、それぞれのフィギュアの前に、字幕のように空そらメールが映しだされた。

〝くおん　おれ　だいすきだよ〟〝くおん　わたしのかわいい　いもうと〟

　フィギュアは、出来の悪いロボットのように、久遠の周りでぎこちなく脚を動かして、さも歩いているように移動し、

〝あいしてる　あいしてる　あいしてる〟

　実に生ぬるい、久遠にとって嬉うれしい言葉を表示する。

　久遠は満足げにうなずき、濡ぬれ羽ば色の髪をひるがえし、二体のフィギュアを引き連れ、

「では、二年後に、また……」

「待て待て待て待て!!」

　春太は後ろから両肩をつかんだ。等身大フィギュアと空メールで会話する生活を二年間続けていたら、確実に狂って出てくると思う。

　聖歌が久遠を正座させ、叱しかった。

「久遠、処分するのだ」

「は、はい……ではせめて、兄様フィギュアの腕を根ね本もとから切り取って、法力腕うで枕まくらを……」

「やめい!!」

　まったく、こんなもの……と聖歌が春太フィギュアをよく見ると、「きゃああ!?」と可愛かわいい悲鳴をあげ、足をふらつかせ、真っ赤になってベルゼバブに背中をあずけた。

「ど、どうしたの、聖歌姉ちゃん？」

　春太は自分のフィギュアをよく見て、うげ、とうめいた。

　法力は退たい魔ま師し、召しよう喚かん師し、悪魔の肉体にしか作用しない。つまり……服をすり抜けて型がとられたため、局部もきっちり再現されていたのだ。

　ベルゼバブは少し頬ほおを染め、腕組みして春太フィギュアの股こ間かんを眺める。

「ほ、ほうっ。さすがは悪魔王の義弟ですね……まるでリヴァイアサンのような……」

　股間を海うみ蛇へびの大悪魔にたとえられた春太は、自分のフィギュアを両手を広げて隠し、

「く、久遠、早くなんとかしろ！」

「は、はいぃ……」

　久遠が指を一振りすると、春太フィギュアの股間が、白いモヤのような法力で覆われた。

「法力モザイクで隠すんじゃねぇ!!」

　春しゆん太たは久く遠おんに詰め寄った。

「処分だ、処分！　法力腕うで枕まくらもだめだぞ！」

「わ、わかりました……」

　久遠はうなずき、

「では、法力ひざ枕とするため、下半身だけを残します」

「すべて滅しろ!!」

　下半身だけなら、全身残した方がまだマシだ。

　久遠は、春太フィギュアを泣く泣く処分したあと、三人に深く頭を下げ、階段へ向かう。

「ご迷惑おかけしました。では、失礼いたします」

「型を処分しろ、型を！」

　馬ば鹿かでかい法力の型を持って行こうとする久遠を、春太は止めた。

　これがあるかぎり、何体も複製が可能である。

　春太は、額に手を当て、はぁ……と大きくため息をついて、階段へ向かう。

「まったく、久遠は……」

「春太、妾わらわのフィギュアを持って行くな！」

　相変わらず、悪魔王が一番の常識人の家だ。




　久遠と一緒に聖せい歌かから怒られたあと、春太は居間で家計簿をつけはじめた。

　台所からは、女性陣の賑にぎやかな声が聞こえてくる。

「久遠……洗い物、実に上手になったものよのう。姉として、鼻が高いぞ」

　六年前……聖歌が人間として生きていた頃ころは、久遠は家事が全く出来なかったものだが。

「はい。私、ひきこもっていた時に、家事全般覚えましたっ」

「それは少し、姉として心配であるな……」

　聖歌は苦笑しつつ、皿を拭ふいている宰相に「これ終わったら、三人で風ふ呂ろに入ろうぞ」と言った。

　今は明るい聖歌だが……堕天した当初は、かなり苦労したらしい。数日前、夕食に招待したアスモデウスから聞いた。

　聖歌が天国を追放され、悪魔となって落とされた地獄では、流行はやり病やまいが蔓まん延えんしていた。

　人間界と天国で医学を学んでいた聖歌は、医師として働きたいと申し出た。近代医学などの知識を持つ自分なら、病に違うアプローチができるのではと思ったから──当時の地獄では、呪じゆ法ほうを使った治療が一般的であった。

　しかし、立場を失うことを恐れた地獄の医師たちの反発があって、治療所での手伝いしかさせてもらえなかった。そこには、多数の患者が横たわって、うめいていた。

　聖歌は懸命に世話をしながら、密かに患者の遺体から血液サンプルを集めた。

　それと並行して、手先の器用な悪魔に近づき、当時地獄には存在しなかった顕けん微び鏡きようのスケッチを渡し「作っていただけませんか」と頭を下げる。

　試行錯誤の末、なんとか千二百倍まで拡大可能なものが出来あがった。

　昼間の仕事でクタクタになっても、夜ほとんど眠らず顕けん微び鏡きようと向き合い、何百もの血液サンプルをのぞき……数ヶ月後、ついに病原体を見つけだし、ワクチンを精製した。

　地獄の動物で実験し、自分の体でも試した結果、効能に確信を持ち……いざワクチンを発表しようとしたとき、聖せい歌かの素性がばれたのだ。

「聖歌は、悪魔の天敵・退たい魔ま師しの生まれである。悪魔になりたてなのに、高い魔力を持つのは、生前の〝法力〟が転換されたからだ」

　地獄の医師たちは、これを武器に聖歌迫害の先導を切った。

　聖歌が流行はやり病やまいを撲滅すれば、立場がなくなるからだ。

「聖歌が作った〝ワクチン〟は毒である。退魔師は地獄までやってきて、我ら悪魔を殺そうとしている」

　彼らに先導された民衆は、聖歌を迫害した。次々に魔弾をぶつけ、追放しようとした。

　傷つき倒れた聖歌を、助けたのが……ベルゼバブだったという。

　春しゆん太たと久く遠おんが礼を言うと、地獄の宰相は照れ隠しからか、片眼鏡を外して拭ふきながら、

「私は、彼女が……誰だれよりも働き、夜も眠らずに流行病の研究をしていたのを、知っていましたから」

　頑張っていれば、見ていてくれる人はいるのかもしれない。

（俺が、いつも鍛錬をしていたのを見て……）

　日ひ高たか見み家再興の生け贄にえにするつもりだった養よう父ふが、考えを改めてくれたように。

　この家に引き取られて間もない頃、春太は、あの〝時間差の間〟がある壁の所へ、養父に何度か連れていかれたことがある。今考えれば、あの部屋を利用して、春太の召喚回路を鍛えようとしたのだろう。

　だが、そのたびに養父は悩み……「なんでもねえ」と言って春太を解放した。

　二年も過ぎたころには……もう一度も、そういうことはなくなったのだ。

　ベルゼバブが、姉妹と風ふ呂ろに入ったあと帰ろうとしたため、春太は呼び止める。

「すいません。ちょっと時間をください」

　自室へ久遠と一緒に行き、今日図書館で借りた二十冊ほどの本と、園芸店で買ったものを持ってきた。本のタイトルは〝強きよう靱じんな農業〟、〝荒れ地に咲く、サツマイモの花〟、〝救きゆう荒こう作物の栽培〟などなど……。それに、ジャガイモ、サツマイモ、大豆、そば、ヒエのタネや苗。それに、商店街でもらってきた数十もの発泡スチロール。

　ポカンとしている地獄の首脳二人に、春太は、

「聖歌姉ちゃん、ベルゼバブさん、今度、地獄の土を持ってきてほしいんだけど」

「ど、どうして？」

「俺たち、地獄の土でも栽培できる、地上の作物を探そうかなって……」

　今日の朝食で、聖歌は……地獄では、穫れる作物の栄養価が低く、それが流行病の蔓まん延えんの一因かもしれないと言っていた。

　地上の作物を導入し、栄養状況を改善できれば、聖せい歌かの役に立てるかもしれない。

「あ……迷惑、だった？」

　地獄には地獄の事情がある。押しつけがましかったかな、と春しゆん太たが思っていると……。

「あ、ありがとうね。二人とも……」

　聖歌は人差し指で目の端をぬぐったあと、

「……う、うん。いい考えである。探そう。皆で、地獄で栽培できそうな作物を！」

　ベルゼバブも、「地獄の宰相として、感謝致します」と微笑し、胸に手を当て、深く頭を下げてきた。

　春太はホッとし、さらなるアイデアを話す。

「あとさ……さっきの〝時間差の間〟を使えば、何度も実験できるよな」

「「「あっ」」」

　三人が同時に声を上げた。

〝時間差の間〟に地獄の土を入れた発泡スチロールを置き、種を植え、部屋の外に出て待てば、早く結果が出る。

「それに……気候を操る悪魔にも協力してもらえたら、地獄の環境を再現できて、より効果的な実験ができるんじゃないか？」

　アパオシャや、フルフルなどという悪魔には、気候を操る能力があると古文書で読んだことがある。

　ベルゼバブが感心したように、うなずいた。

「なるほど、おもしろいですね。条件面含め、地獄で打ち合わせてみましょう」

　聖歌が羽を使って飛び上がり、春太と久く遠おんの首をつかんで抱き寄せ、もう一度礼を言ってきた。

　久遠は姉の銀髪を優しくなで、

「私たち三人は、家族ではないですか。沙さ枝えさんも、協力してくれるそうです」

「そうか、沙枝も……春太、お前はいい幼なじみを持ったのう」

　うれしそうな聖歌に、春太は微笑ほほえんで、

「ああ……寂しいときは、おっぱいを吸わせてくれるらしいしな」

「なあぁ!?」

　いい雰囲気を一言でぶちこわした義弟に、聖歌は目を剥むく。

　久遠がオロオロして、

「た、確かに朝、不良の方と対たい峙じしたとき、〝寂しかったら吸わせてあげても〟って、おっしゃってましたけど……」

　久遠は春太の左腕にすがりつき、上目遣いで、

「でも、兄様には、姉様や、私だっているから、寂しくないでしょう？」

「そうであるぞ」

　続いて、聖歌がより強く抱きついてきた。風ふ呂ろ上がりの姉妹の温かさとシャンプーの香りに、春しゆん太たはクラクラになる。

「こ、これで、寂しくないであろう？」

　確かに。

　だが……寂しくなければ、沙さ枝えのゴッドおっぱいが吸えないではないか。

「なあ、沙枝さん呼んじゃ、ダメか？」

「どうして!?　この状態でも、まだ寂しいのですか!?」

　悲しげな久く遠おんに、春太は、

「いや、二人に抱きつかれて実に幸せだが……ちょっと口寂しいんだ」

「この状態で沙枝さんのゴッドおっぱい吸ったら、すさまじいハーレムです!?」

　口寂しいでは、吸わせてくれないようだ。

　家族がいて、幸せだ……と思って春太は姉妹を強く抱き寄せたが、沙枝の代わりにおっぱいを吸われると思ったのか、逃げられる。

　聖せい歌か、久遠は胸元をかくして、

「春太のバカ。そんなに口寂しいなら……ゆくぞ、久遠！」「はい、姉様っ」

　春太は、聖歌の魔力で畳に大の字に張り付けられ、法力を太い縄状にしたものを口につっこまれる。

　口内をしばらく蹂じゆう躙りんされてレイプ目になったあと、起き上がり、日課の鍛錬と剣術家対策をして、寝た。





四章








●一






　土曜日の午前中、日ひ高たか見み聖せい歌かは居間で久遠に勉強を教えていた。

　先ほどまで、三人で〝時間差の間〟で地上の作物の生育実験をしていたのだった。

　発泡スチロールに地獄の土を入れ、様々な作物を植え〝時間差の間〟の外に出て待つ。外の一日は、あの中で一年であるから、だいたい四分待てば一日が経過している。これを活用して発芽具合などを観察し、デジカメやノートで丹念に記録をとるのだ。

　同じ作物でも、栽培法を変えて観察もしている。

　春太が召喚した気候操作系の悪魔たちにより、地獄の環境の再現も始まっている。この悪魔達も聖歌のワクチンで命を救われており、快く協力してくれた。いずれ、地獄の土と環境に適した作物が見つかるだろう。

　春太は「お披露目会」のアイデアも出してくれた。

　農業に従事する悪魔たちを召喚し、栽培に成功した地上の作物を紹介する。そしてその余興として、久遠が四し天てん王のうたちから喝かつ采さいを浴びた〝法力花火〟を見せるというものだった。

　妹は、臆おくしながらも……承知した。新たな目標ができたことに張り切り、花火についての文献や映像も見てみるつもりだという。

（春しゆん太たくんは、よく色々なことを考えつくものね。召しよう喚かんの力を、こんな風に使うなんて……）

　地獄の栄養状況を改善しようとしたり、久く遠おんが輝ける場を作ろうとしたり。

　自分が死んでいるとき、彼が妹の側にいてくれて、本当によかったと思う。

　今も地下で黙々と実験している義弟を思い、胸を高鳴らせる聖せい歌かの隣で……久遠は、数学のドリルをといていた。

「姉様……これ、八割以上正解したら、何かご褒美をいただけませんか？」

「うむ、よかろう」

〝ひざまくらしてほしい〟とかだったらいいな、と聖歌が思っていると、久遠はニコっと笑って、

「では、私に幻覚呪じゆ法ほうをかけて、気持ちいい夢を見させてください」

「薬物中毒者のような、ご褒美の求め方じゃな……」

　聖歌は薄い胸の前で、腕組みをする。

「まったく、春太が聞いたら呆あきれ……」

　だがよく考えてみると、彼も、うどんダネになって久遠に踏まれたり、黒ストが竜巻でからみ付く幻覚で大喜びしていたのだ。

　負ふの方向でお似合いね、と聖歌が頬ほおをひきつらせていると……久遠がドリルをやり終えた。答えと照らし合わせて、赤ペンで丸をつけ、万歳をする。

「やりました、姉様！　全問正解です……ご褒美を！」

「よかったな。ちなみに、これは気持ちいい夢じゃ」

「すでに私、かかっていたのですか!?」

　久遠は涙目になったが、くじけずプラスに捉とらえ、

「そうですか……では、私がひきこもっていたというのも、夢なのですね」

「それは現実じゃ……」

　久遠は、あーあ、とため息をついて横になり、聖歌の太ふと股ももに頬をつけてきた。

「姉様がいるというのも、現実ですね」

「……う、うん……」

　聖歌は一瞬言葉を失ったあと、久遠のサラサラの黒髪をなでる。猫のように丸まり、ふにゃっと笑うのが、可愛かわいくてたまらない。

　勉強は、少し休憩でいいだろう。

（……そういえば、私も天使だった時、天国でお師匠様から学問を教わったものね……）




　聖歌の師であり、四大天使の一人……医学を司つかさどる、ラファエル。

　地獄は絶対悪、という価値観が支配する天国で、「天使は悪魔と手を取り合うべきだ」と発言していた異端の天使だった。

　男女問わず愛する人で、彼女の執務室へ課題のレポートを持って行くと、過剰なまでのスキンシップをされたものだ。

「ラファエル様、〝劣悪な医療環境での、最善の治療〟のレポートです」

「うむ」

　百枚に及ぶレポートを読み進めるうちに、ラファエルの目は熱を帯びていく。

「おお……すばらしいぞ聖せい歌か！　師として鼻が高いぞ！」

　ラファエルに抱きしめられ、頬ほおをすりよせられ、軽くキスをされる。嫌ではないが、師と弟子の一線は守ってほしい。

　聖歌は白鳥のような翼をはためかせ、ラファエルの頭をつかんで身をよじる。

「ら、ラファエル様、あの……セクハラだと思います……」

「セ、セクハラ？　それはなんだ？」

　ラファエルはきょとんとして、首をかしげた。

　ああ、大天使だから、地上の常識を知らないんだったわ、と聖歌が思ったが、

「愛があれば、セクハラではないんだぞ？」

「セクハラの言い訳する上司です!?」

　ハハハ、とラファエルは呵か々か大笑する。彼女は上級以上の天使の特権を使い、たびたび地上へ行っているらしい。天使になりたてな自分としては、うらやましい限りだ。

　神の認可がなければ上級天使には昇格できず、しかもそれには百年以上かかる。家族が生きている間には、地上に行けそうにない。

　みんなに会いたい……と聖歌はため息をついたあと、ラファエルの執務机の上に、天国で出版されている新聞を見つけた。

「あ、地獄での流行はやり病やまいの記事ですか……」

　地獄での流行病は、天国でも大きな話題だった。ただしそこには嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつが含まれ、新聞の文面も「神に逆らった者の愚かな末路」などと揶や揄ゆしている。思わず聖歌は顔をしかめた。

　ラファエルは苦い顔で、新聞を握りしめ、

「本当は……私が地獄へ行って治療に当たりたいのだがな。なにが、医学の天使だ……」

　天国から地獄への道は閉ざされており、たとえ四大天使でも行き来できない。唯一の方法は、神に逆らい、堕天することだが……。

「四大天使は、絶対に堕天しないからな。というか、できないんだ……」

　ラファエルは自じ嘲ちよう気味に、机に長い脚を乗せて、天井を仰いだ。

　はるか昔……当時の四大天使・サタン率いる天使達が反乱を起こし、堕天して悪魔となり、天国は大きな混乱に陥った。

　ゆえにシステムが変わり、一定の階級以上の天使は、どんな罪を犯そうとも堕天できないようになったという。ラファエルが神に逆らうような事を言っても、堕天しないのはこのためだった。

　最強の存在と言われる神は……生きることに退屈しきっており、宮殿の奥にひきこもり、酒を友に暮らしているという。

　ラファエルはやけくそ気味に、叫ぶ。

「こちとら無敵の〝四大天使〟様だからよぉ!!　なにやっても、堕天しねぇのさ!!」

　少年法があるから死刑にはならない、と開き直る少年犯罪者のようね、と聖せい歌かが新聞を読みつつ思っていると、

「どうだ、少年法があるから死刑にはならない、と開き直る少年犯罪者のようだろう？」

「地上に詳しすぎます!!」

　ははは、とラファエルは笑い、椅い子すから立ち上がり、聖歌の肩をつかんだ。

「さあ、がんばろう、聖歌。今日は、原始的な顕けん微び鏡きようの構造について教えよう」

　不思議な講義だった。生前、人間界の医学部で学んでいた時も、聞いたこともない。

　肩に置かれたラファエルの手が、小刻みにふるえている。

「急がねばならないからな……」




　久く遠おんの黒髪をなでる聖歌は、一つの確信を持っていた。

（ラファエル様は……やっぱり私を……）

　彼女の講義や課題は、地獄であまりに役立ちすぎたのだ。





●二






「……姉様、いかがなされたのですか？」

　日ひ高たか見み久く遠おんは、仰向けになって聖歌の顔を見上げた。

　唇をかみしめ、目をぎゅっと閉じ……ひどく、悲しげな顔をしている。

　姉は昔、堕天してまで自分を救ってくれたのだ。力になりたい。

「悩みって、誰だれかに言えば半分は解決すると言いますよ？」

　聖歌はハッとしたあと、久遠の頬ほおを両手で挟んできて、微笑ほほえみ、

「この妹……私よりエロい体に育ちやがって、と思っていたのだ」

「それで、あんな悲しげな顔に!?」

　言ってもどうしようもない悩みだ。

　聖歌は「このー」と久遠の双乳を鷲わし掴づかみにし、

「しかも、さらに成長中なのであろう？……将来が楽しみであるな」

「そ、そんな……」

　頬を染め、胸をまさぐられる感触に耐えていると、

「年老いたお前が、ピチピチのままの妾わらわを羨うらやましがる日を、心待ちにしておるぞ」

「ひどいです!!」

　悪魔王じゃからな、と聖歌は笑い、続いてへそのあたりをくすぐってきた。久遠は楽しげな悲鳴をあげながら、体をよじらせる。

　姉と過ごすのは、とても楽しい。

　しばらくじゃれあい、姉に抱きついていると、頭を撫なでてくれ、

「ところで久く遠おん、今日は休みであるが……お前は一人で外に出たりせぬのか？」

　確かに、自分は外出する時いつも誰だれかと一緒だ。一人で外に出る練習をしなければと思うが、まだハードルが高い気も……。

　あ、そうです。

　久遠は、胸の前で両手を合わせて、

「姉様、昨日、透明化の呪じゆ法ほうが使える、とおっしゃっていましたね」

「確かに、そう言ったが……」

　まさか……と目を見開く聖せい歌かに、

「はい、透明人間になれば、一人で外に出られるのではないかと」

「意味あるか、それ!?」

　人の視線が怖いのだから、透明になって出ればいい。

　逆転の発想だ……ただ、ひきこもりの克服には全く役に立たないだろうが。

「まあ、一度……参考までにやってみるか？　透明化」

　久遠がうなずくと、聖歌は詠唱をはじめ……人差し指を立てて一振りする。

　すると、久遠の体が透明になった。鏡で見ると、服だけが浮いているように見える。

「う、うわぁ……おもしろいですね……」

　久遠は部屋着を脱ぎ、下着も脱ぎ、丁寧に畳んだ。

「おおい、お前、変なところで度胸あるな!?」

「うわあ、すごいすごい……」

　聖歌が、「この呪法の制限時間は……だから決して、外には……」などと言っているようだったが、わくわくする久遠の耳には届かなかった。「はい」「わかりました」などと空から返へん事じするばかりである。

　姉は説明し終えたあと、時計を見て、

「あっ、まずい。地獄で会議があるんだった……。ではな、久遠」

　地獄へ転送してもらうため、春しゆん太たが作業している地下室へ駆けていった。

　五分ほど経たったあと……義兄が入ってきて、部屋をきょろきょろ見回す。

「……久遠、いないのか？　どっかでまだ、勉強してるのかな……？」

　どうやら、姉から透明化のことは聞いていないらしい。義兄は腕時計を見て、

「仕方ない、時間だし、出かけるか……」

　春太は玄関を出て施せ錠じようし、門の方へ歩いていく。

（も、もしかして、沙さ枝えさんとデートとか……？）

　久遠は、少しためらった後、尾行をはじめた。さすがに裸足はだしでは厳しいので法力で足場を作り、その上を歩く。

（私たちといるとき、あれだけ変な言動をしている兄様ですから、一人出で歩あるいたら何をするかわかりません）

　これは正義の、監視なのです。

　久く遠おんは己を思いきり正当化して、尾行をはじめた。

　しかし、二時間後……。

「私……何をしてるんでしょう……」

　全裸の久遠は、法力の足場に、両手両りよう膝ひざをついた。

　春しゆん太たは、実に真面目まじめに引っ越しのバイトをしていたのだ。

　タンスや本棚などの重い荷物を、何度もマンションの上階まで運ぶ。客から理不尽な理由で怒鳴られても、丁てい重ちように頭を下げていた。

　今は、年上の社員にコーヒーをおごってもらっている。

「日ひ高たか見み、おまえやっぱ頑張るなあ！　確か……妹さんと、二人暮らしなんだっけな？」

　いえ最近、家族が帰ってきたんで三人暮らしです、と春太は言ったあと、

「自慢の妹なんです。今いま頃ごろ、きっと家で勉強がんばってますから……俺も、仕事がんばらないと！」

　いえ、あなたの後ろでストーキングしてます……と久遠は頭を抱えた。

「へえ……たしか内気で、外に出るのをいやがる子なんだろ？」

「ええ。でも俺、金稼いで、綺き麗れいな服の一つでも買ってあげたいんです。そしたら、もっと積極的に、外に出てくれると思うんですよ！」

　むしろ全裸で、積極的に外に出てきましたが……。

　申し訳なくて、少し泣いた。

　春太はバイトを終えたあと、今度は町外れの裏山に行き、薄暗い山道を登っていった。

（あっ、兄様あんなところに。実に怪しい。怪しいですよー）

　全裸で追いかけつつそう思っていると、彼は人気のない開けた場所で立ち止まり、ベルゼバブを召喚した。

（ま、まさか、こんなところで逢おう瀬せを……ベルゼバブさん兄様の好み、どストライクですし……）

　おのれお姉さん好きめ～……と久遠が歯ぎしりしていると、春太は何度も頭を下げて、

「すいません。貴重な休憩時間中に」

「かまいませんよ。さあ、特訓を始めますか」

　ベルゼバブが棒を拾い、素手の義兄と激しい打ち合いを始めた。どうやら剣術家対策──雷らい火か栗くり栖すとの決闘に備えたものらしい。

（わ……私のために……秘密の特訓を……？）

　久遠は、ぽーっと春太をみた後、己の姿を省みて土下座し……「ごめんなさいごめんなさい」と謝った。

　春太は、ベルゼバブとしばらく互角に戦っていたが……強烈な一撃を受け、倒れる。肉体労働の後だからか動きにキレがないようだ。

「どうしました！　それでも、史上最強の退たい魔ま師し・日ひ高たか見み久く遠おんの兄ですか！」

　ベルゼバブの叱しつ咤たを受け、義兄は足をぐらつかせながらも「まだまだ！」と立ち上がる。

「ほう、まだやりますか」

「ええ。俺は……俺は！」強く胸をたたき、「妹に恥じる戦いだけは、絶対にしたくないですから!!」

　兄に恥じる行いをしている妹は、のたうち回った。

　一時間ほどの厳しい特訓を終えた後、春しゆん太たは山を下り、スーパーに入って、買い物を始めた。

　久く遠おんは、そのあとをトボトボついて行く。

（……私、最低です……）

　今日のことを話して、しっかり謝ろう。そして、ちゃんと勉強もするんだ。

（怒られるかもしれませんけど……あ……あ、あれ？）

　うっすらとだが、自分の踏み出した脚が見えた。

　少しずつ、透明化が解け始めている。久遠は慌てて、女子トイレへ続く通路に飛び込んだ。





●三






　日ひ高たか見み春しゆん太たが、スーパーの中を歩いていると……天井付近が、サイレンのように赤く光った。

　火事か!?　と驚いたが、周りの客は誰だれも反応していない。

　これは、もしや……と思ったとき、空中に文字が表示された。

〝にいさま　じょしトイレ　の　ほう　みて〟

　春太が慌ててそちらを見ると……久遠がいた。

　法力で足場を作っているらしく、天井近くの暗がりに、丸まった猫のように隠れている。しかしあの姿は……。

「ええぇえ!?　なんでお前、全裸でこんなところにいるの!?」

「そ、その……実は……透明化で……」

「と、とりあえず、トイレの個室に行こう」

　幸いなことに女子トイレに人はおらず、和式便器がある個室に二人で入った。

「久遠、モザイクだ！　俺後ろ向いてるから、法力モザイクで自分を隠せ！」

「あ、そ、そうですね！」

　後ろで、小さく、「はっ！」というかけ声が聞こえた。

「に、兄様、いいですよ」

「ああ……」

　振り返る。

　すると……乳首と股こ間かんだけを法力モザイクで隠した久く遠おんが立っていた。

「なんでそこだけ!?　まんべんなく隠せよ！」

「う、うぁああ！　そうでした！」

　なぜ少年漫画誌のような基準で隠す。

　久遠はモザイクの範囲を広げたあと、人差し指の腹を噛かんで、

「うぅ……恥ずかしくて、兄様と目を合わせられません……」

「だからといって、モザイクかけた状態で、目を黒い法力の線で隠すなよ……」

　素人もののエロ本のようだ。

　春しゆん太たは、ほう……と一息つき、

「ひとまず、久遠が胸から下半身にしっかりモザイクをかけ、なんとか会話できる状態になったな……って、なんだこのセリフ！」

　春太は天を仰いだあと、個室の隅で小さくなる久遠を見つめ、

「久遠、なんで透明化使って、こんなとこにいるの？」

　怒らないから言ってみ？　と続けると、久遠は不安げに見上げてきて、

「ほ、ほんとですか？　本当に怒らない？」

「まあ、死ぬほど軽けい蔑べつするかもしれないが……」

「怒られた方がましです!?」













　久く遠おんが涙目になって、頭を抱えた。

〝ああ、可愛かわいい……！〟と春しゆん太たは背筋をぞくぞくさせながら、もうちょっとだけ意地悪しようと思い、

「軽けい蔑べつするあまり、人としてではなく、犬として扱うかも……」

「はい実はですね！　透明になれば兄様をストーキングし放題ではないかと！」

「扱われたいのかよ!?」

　食い気味に言う久遠に、ちょっと引く春太だった。

　犬扱いしないと不満がりそうなので、軽く頭をなでつつ、

「まあ、俺をストーキングしてたのは、別にいいよ」

　法力の竜巻で飛ばされたり、等身大フィギュアを作られたりするより、まあまあ一般的だ。

　価値観のおかしくなっている春太は、あっさり流し、

「さて、どうするか……俺、携帯を家に忘れてきちゃってさ、助けも呼べないんだよな」

　久遠は肩をすくめて、鼻で笑い、

「まったく兄様は……どうして持ってこないのですか？」

「何一つ持ってないやつに言われたくないぞ!?」

　だがこのまま町を歩いたら、久遠が不名誉な逮捕をされる。なんとかしなければ。

「そうだな……」

「何かいい方法が？」

　期待を込める久遠に、春太はうなずき、

「俺も全裸になって、二人で町をねり歩き、行きすぎた文明社会に警鐘を鳴らすデモ的な感じにするか？」

「どっちにしても逮捕されます！」

　逮捕の理由は前向きになった気がする。

　春太は奥歯をかんで、

「くそっ……俺が、沙さ枝えさんの店に行く予定を前倒ししておけば、久遠はそこで全裸になっていたかも……それなら、何とかなったのに」

「え、い、行くつもりだったのですか……？」

　久遠は唇をとがらせたあと、首をかしげる。

「でもなぜ、あそこでなら透明化が解けてもＯＫなのです？」

　うむ、と春太はうなずき、

「物もの凄すごい自信のあるＡＶ女優志望者が、全裸で売り込みにきたと思ってくれるだろう？」

「全裸であることは、何一つ解決してません!?」

　もしそれでデビューしてスターになれば、伝説としてウィキペディアに載るだろう。

「ていうか、なんで兄様のアイデアは、全裸を見られること前提なのですか!?」

　久遠はうつむき、

「私……裸を見せるのは、心に決めた殿方と決めていますので……奥ゆかしい、大和撫子なでしこですので」

「全裸でストーキングする大和撫子はいないと思うがな……」

　春しゆん太たはそう言いつつ、真面目まじめに考えはじめた。

　正直なところ、久く遠おんの姿が蠱こ惑わく的すぎて頭が茹ゆだり、まともな思考ができなかったのだ。

　なんでこいつ、こんなに脚が長いの？　抱きしめたら壊れそうなほど細いの？

（久遠をここに残し、服を買いに……でも、この店には下着しか売ってないし、警備員さんが見回りに来たら、久遠の裸を見られるおそれが……）

　春太は冷静に思考を続ける。とりあえず……。

「久遠、俺の服を着ろ」

「え、でも、それでは兄様が……」

　大丈夫、と春太はうなずき、

「俺が全裸で走り回って皆の注意を引くから、お前は俺の服を着て、歩いて帰れ」

「注意を引く意味が、全くありません!?」

　少し考えると、その通りだな……まだ冷静になりきれていないようだ。

「で、でも、いやです。私のせいなのに、兄様が捕まるなんて……」

「いいんだよ」

　春太は優しく微笑ほほえみ……Ｔシャツを脱いで、久遠に渡した。

「さあ、さっさとこれだけ着て、お前は家に帰れ」

　…………。

〝終わりですか!?　なんで裸Ｔシャツ!?〟

　みたいなツッコミが来るかと思ったが……久遠は、ぽーっと顔を赤くして、

「……うしろ……向いてて」

「あ、ああ」

　言われた通りにすると、後ろから、しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「いいよ……」

　振り返ると、久遠が裸Ｔシャツ状態で立っていた。モザイクは消えており、裾すそから延びる白い足、ぶかぶかの襟元から僅わずかに見える双そう丘きゆうが、そりゃもう、春太の脳を灼やく。

「参ったね……突然、雨が降ってきて。でも、春太の家に上げてくれて、ありがとう。あのままじゃ、風邪ひいてたと思う……」

　やたら説明的なセリフを吐いたあと、久遠はくるりと回った。

　ああ、そんなことしたら、太ふと股ももが付け根まで、あ、あああ、と春太は目を回して悶もだえつつ、己の腕に爪つめを立ててなんとか正気を保つ。

「春太のシャツって、おっきいんだ」

「お、おう、男の子だからな」

「こんなに大きくなってたんだ……気づかなかった」

　お前、俺の服洗濯してるだろ？　と喉のど元もとまで出かけたが、さっきからツッコむのがはばかられる雰囲気だ。

　久く遠おんはヘソの前で両手を合わせ、熱に浮かされたように見上げてきて、

「春しゆん太た……私のお父さん、今日、帰ってこないんだ……」

「……」

「今日も、明日も、永遠に……」

「暗いな!?」

　死んでいるので仕方ない。

　その時……個室の中が、明めい滅めつした。

　なんだ、と思って見上げると、法力の玉が、天井付近で光ったり消えたりしている。

「きゃっ!?　雷……？　これは雷!!」

　雷であることをやたらと説明しつつ、久遠が抱きついてきた。張りのある胸と、熱い吐息が春太を刺激する。

「だ、大丈夫。雷なんか怖くないぞ」

　お前の自演だからな、と春太が思って頭を撫なでると、久遠はニコッと微笑ほほえんで見上げ、胸板に頬ほおをすりよせてくる。

「こうしてると、すごく安心する……」

　いつもと違う義ぎ妹まいの様子に、彼がどぎまぎしていると、

「雷に打たれても、春太と一緒に、焼け死ねるから……」

「結構、いつもの久遠だな!?」

　心中願望は相変わらずのようだな、と春太が思っていると、

（え、なんだ……これ……）

　いつの間にか二人は……法力で作られた、形がいびつなベッドの上に立っていた。

　久遠は離れ、春太に背中を向ける。両手が、シャツのすそにかかる。

「春太……脱いで」

「あ、ああ……」

　春太も、久遠に背中を向け、靴とズボンを脱いだ。

　心臓を高鳴らせ、振り返る──……。

　そこには、Ｔシャツとズボンを着、靴をはいて立つ、久遠がいた。

「兄様、服を貸していただきありがとうございます」

「なげーよ!!　なんだ今の小芝居!!」

　ようやく我に返る。危なくスーパーの個室トイレで、一線を越えるところだった。

　久遠は口元に手を当てて、

「ふふ、兄様、可愛かわいいですね」

　流されそうになった……と罪悪感に沈む春太を、久遠がくすくす笑って見つめたあと、真っ赤になり、指の腹を強く噛かんでしゃがみこんだ。




　パンツ一丁の春しゆん太たは、久く遠おんに股こ間かんにモザイクをかけられつつ思案する。

「久遠が全裸状態から脱したが、まだピンチだ……仕方ない。聖せい歌か姉ちゃんを召喚しよう」

「はい……」

　久遠は怒られると思ってか、しゅんとしている。

「〝我は悪魔を召喚す……いと高き姿にて現れし……〟」

　春太は詠唱し、魔法陣を出して、聖歌を喚よんだ。

「なんじゃ～……って、なんで妾わらわ、全裸の春太に、布団の上へ召喚されるのか!?」

　まるで色魔に遭遇したように、トイレの中を逃げまどう。

　そういえば法力布団が出っぱなしだし、パンツのところにモザイクがかかっているので全裸に見えるらしい。

「聖歌姉ちゃん、頼みがあるんだ」

「ここで、寿命の半分を使って命令を聞かせるつもり!?　いやあぁ!?　春太くん、もっと順番あるでしょ!!」

　法力モザイクがかかっているということは、久遠がいることの証明だ。

　春太は、必死で股こ間かんを指さし、

「ねぇ、見てほら、ここ見て!!」

「いやぁああああ!?」

　壁に背中をつけ、銀髪を振り乱す聖歌に、春太は涙目になった。

　久遠が、聖歌に語りかける。

「姉様、違います。兄様は何も悪くないんです」

　久遠、俺をかばって……と春太は感激しかけたが、

「私が透明全裸でストーキングしたところ、効果が切れたので服をお貸し頂いたのです」

「本当に何も悪くないわね!?」

　別にかばっているわけではなかった。

　聖歌は、悲鳴を聞いてやってきた警備員を、チャームで操って戻らせたあと、

「久遠、あとでたっぷり説教するからね……」

　小さくなる久遠の頭をペシペシ尻尾しつぽでたたきつつ、咳せき払ばらいして口調を戻す。

「ちょっと、妾は会議中なので、すぐに地獄へ戻らねばならん」

「ごめんな聖歌姉ちゃん。俺を透明化してくれないか？　そしたらすぐに転送するから」

　聖歌は腕組みし、眉まゆをひそめた。

「透明化は、結構パワーを使う呪じゆ法ほうでな……もう少し時間をおかねば再び使えんのだ」

　聖歌は銀髪を指に巻き付けて、少し申し訳なさそうに、

「別の呪法なら使えるのだ……呪法がかかり切る前に、妾を地獄に送ってから帰っておくれ」





●四






　日ひ高たか見み久く遠おんは、義兄の服を着てようやく女子トイレから出た。

　客が、度肝を抜かれたように見つめてくる。

　うつむいて、顔を真っ赤にしながら歩いていると、男性店員に呼び止められた。

「あの……それは……」

　久く遠おんが胸に抱えているもの──実際には、法力の糸をからめて、微妙に浮かせている──を指さし、

「石像、ですか？　すごい力ですね……」

　それは、〝ダビデ像〟のようなポーズで石になった春しゆん太ただった。パンツだけは布のままである。

　久遠はしどろもどろになりながら、言い訳をはじめる。

「あ、あの、私は地元の彫刻家でして。是非とも、これをお店の入り口に飾っていただきたいな……と」

「いや、これ、誰だれですか……？」

　見知らぬ少年の裸像に、目を白黒させる店員。久遠はうっとりと像を見て、

「敬愛する兄様の、裸像です」

「それを店の入り口に!?」

　すさまじい顕けん示じ欲だ。

「や、やっぱりダメですよね！　申し訳ありません、失礼いたします！」

　帰ろうとする久遠を、店員が呼び止め、まじまじと春太像を見る。

「むむ……ですが改めて見ると、物もの凄すごい完成度。まるで生きているかのような……」

　でしょうね、と思う久遠に視線を移してきて、

「これは余程の時間をかけ、作り込んだのでしょう？　この筋肉とか、凄い表現力です」

「は、はい。この筋肉は、毎日欠かすことなく作っていました……」

　久遠は、いつもいつも、庭で鍛錬をしていた義兄の姿を思い出し、胸を熱くする。

「お嬢さん、何ヶ月ほどでこれは完成したのですか？」

「この姿になるまで、十七年ほどですね」

「あなた、何歳からこれを作り始めたのですか!?」

　超天才彫刻家だ。

　乗り気になってきた店員はダッシュで、恰かつ幅ぷくのいい人物を連れてきた。

　どうやら社長らしい。春太像の完成度に「おおっ！　素晴らしい！」と目を見張って、

「これは、すごい……。しかも、これほど美しい少女が作ったとなれば、話題性も……」

「え、えへへ、そうですか？」

　体をくねらせて照れる久遠に、社長は熱い目を向けて、

「お礼はたっぷりいたします。譲っていただくわけにはいきませんか？」

「……」

　予想以上に食いつかれた……。

　まずい。兄様を守らないと。

「ええと、この像には、不吉な噂うわさがありまして……」

「いや、あなたが作ったんですよね!?」

　久く遠おんは社長の剣幕にビビり、あわあわしながら、

「な、七不思議がありまして……」

「この裸像だけで……？」

　はい、と久遠は頬ほおを染めて像を撫なで、

「まずこの大胸筋から腹筋にかけて、なぜいつもこんなに私をドキドキさせるのかと」

「だから、作ったのあなたです!?」

　そもそも不吉な噂ではない。

　久遠は「はうぅ」と涙目になり、

「あ、あと、七不思議の二つ目は、たまに……空中を飛び回るのです！」

「ははは、まさか……」背をのけぞらせて笑った社長が、天井付近を見て、目を剥むいた。「ぐあぁああ!?　飛んでいる!?」

　久遠が法力の糸を利用し、浮かせたのだ。

　悲鳴があがる店内を、久遠は「ごめんなさいごめんなさい！」と謝りながら駆けぬける。

　外に出ると、春しゆん太た像を抱きかかえるような形で、歩き始めた。

　義兄からは、「絶対に、法力で石像をウチまで飛ばしてから、歩いて帰るんだぞ？」と言われていたが……それは、さすがにできない。

「ええ？　なんで石像持ってるの？」

　通行人が、奇異の目で見てくる。久遠が真っ赤になって、うつむきながら歩いていると……聞き覚えのある、声が聞こえた。

「くすくす。なにあれ？」「やっぱり、あの子、ちょっとおかしいよ……」「言ったでしょ？　日ひ高たか見みさんって、小学校の時……」

　お洒落しやれな格好をしたクラスメイトの女子三人が、こちらを見て嫌な笑みを浮かべている。雷らい火か栗くり栖すと同じ、剣道部らしいが……。

「……っ……」

　冷や汗が、体中から出てくる。おそらく、ますます変に思われてしまっただろう。休日に、ぶかぶかの服を着て、兄の裸像を抱えているのだから。

　久遠は春太像を、強く抱きしめた。

　帰宅した後、像を居間に置き、ちゃぶ台に向かって勉強をはじめる。

（私も、しっかり努力しないと……兄様や姉様に申し訳が立ちません）

　石化の呪じゆ法ほうは聖歌が解除するか、かかってから三時間ほどで解けるらしい。どのような衝撃、熱、魔力などにも耐えるほど、強固なものだそうだ。

　久く遠おんは二時間ほど勉強、それに〝法力花火〟の練習をした。

　そろそろ夕食の準備をしましょうか、と立ち上がり……春しゆん太た像に近寄り、鍛え抜かれた肉体を撫なでた。

（兄様……）

　昔……自分は、養子の彼に辛つらく当たったこともあった。

　それなのに、いじめられて泣いていたとき、彼は年上の子に立ち向かって撃退し、法力で小さな虹にじを作り、慰めてくれた。

　姉が戻るまで唯一の理解者である彼がいなければ、自分はとうに気が狂っていただろう。

　彼だってつらい生い立ちのはずなのに、いつも変なことを言って、笑顔にさせてくれる。

　父の裏切りを知った後も、人間界の自分と、地獄の姉をつないでくれる。

　春太像の頬ほおに手を当てると、自然に口から、言葉が出てきた。

「いつもありがとう。大好きです」

　続いて、割かつ烹ぽう着に着替え、髪を結び、調理を始める……その姿は、大和撫子なでしこそのものであった。石化してる隙すきにリヴァイアサンを見ようと、義兄のパンツに手をかけて、思いとどまったりもしたが。

　彼の好物のカツ丼どんを作るべく豚肉をあげていると、春太の石化がとけた。

「あ、兄様、元に戻りましたか？」

「……！　あ、あ、その……あの……」

　春太は珍しく狼ろう狽ばいしながら、駆け去ってしまった。

　久遠が首をかしげて、調理を続けていると……召喚された聖せい歌かがやってきて、準備を手伝うべく、手を洗い始めた。

　さっきのこと怒られるでしょうか、と身を縮めると、聖歌は申し訳なさそうに、

「すまぬ、先ほどは春太のパンツも石化するのを忘れてしまった……」

　あ、服もできたんですかと言う久遠に、聖歌はさらに続ける。

「あと言い忘れていたが、妾わらわの石化呪法……かけられた者の、意識はあるのよ。ものを考えることはできるし……五感のうち、視覚、聴覚もあるのだぞ」

「……」

　久遠は理解するため、うろうろ歩き回る。

　つまり、石になっていた間のこちらの行動は、すべて見られていた……。

　抱きしめたり、筋肉を撫でたり、リヴァイアサンを見ようとしたり……大好きとかも、言った。

　背筋が冷たくなり……ついで、顔が熱くなっていく。

（で、でも……これはむしろチャンスなのでは？）

　ついに私も、兄様と新たな関係を築く時がきたのです。今まで、何度も言うのを躊ちゆう躇ちよしてきましたが、ようやくヘタレ卒業です。

　だが、居間に来た彼の顔を見た瞬間「だ、大好きなのは、か、家族としてです！　家族として！」とヘタれてしまったので、食後は自室に飛び込み、毛布をかぶった。

　あ～……とシーツを鷲わし掴づかみにして悶もん々もんとする。

（で、でも、近いうち、かならず言います……絶対に）

　決意を固めていると、ふすまが開き、心配そうに眉まゆをひそめて、姉が入ってきた。

「どうした、久く遠おん？……何か悩み事でもあるのかえ？」

　久遠は起き上がり、毛布を体に巻いて顔だけ出し、何度も深呼吸したあと、意を決して告げた。

「あ、あの……私っ……兄様をお慕いしております」

　聖せい歌かの瞳ひとみが見開かれる。おそらく知っていただろうが、はっきりと告げたのは初めてだからだろう。

　久遠はおずおずと、上目遣いで、

「……姉様も、ですよね？」

　姉は耳まで真っ赤に染め、目をそらしてしまった。





幕まく間あい劇




　彼女は退屈していた。

　他ほかとあまりに隔かく絶ぜつした力を持ち、努力する必要がなく、至高の座についているから。

　いつからだろう……こうして玉座に座り、ワインを飲むだけの日々が続くようになったのは。豪ごう奢しやを極めた巨大な宮殿、調度も、壁画も……全く心の慰めにならない。

　四大天使の一人である、宰相のウリエルが持ってくる書類に、形だけ目を通す日々。

　酔いで濁った頭で、二十年以上前の事を思い出す……あれは少し、面白そうであったな。

「セフィロトの木が、予言を致しました」

　宮殿の中庭に生えている、神や天使ですら知り得ない未来を予言できる聖なる木である。

　ウリエルの報告を、彼女は酔いでうつらうつらしながら聞く。

「なんでも、日本に住む、ヒタカミという退魔の一族に……神殺しが誕生すると」

　神殺し……文字通り、神を殺す可能性を持つ者だ。

「危険ですので、一家全員〝死者の書類〟に名前を書いて殺し、無に帰したいのですが」

　人は死ぬとほとんどの者が〝無〟へと還かえる。しかし……かなりまれに天使としてスカウトされることがある。

「……まあ、好きにすればよい」

　いつものように機械的に答え、突っ伏して眠る。伸びきった金髪が床でサラリと音をたてた。

　しばらく後のちの報告で、ヒタカミ家の者のうち、妻、夫、長女が書類の力で亡くなったと聞いた。妻、夫は無へと還かえったが……なんと、長女は四大天使の一人・ラファエルによって天使としてスカウトされたという。自由を愛するラファエルと、厳格な宰相ウリエルは犬猿の仲であるため、連絡が密にできなかったのだろう。

　ウリエルが、天使となった長女……聖せい歌かを殺し、無に還す許可を求めてきた。

　だが断った。それでは、おもしろくないではないか。

　数年後……聖歌は〝死者の書類〟を破り、妹を死の運命から救い、堕天して悪魔となり、地獄へ追放された。

　そして、さらにしばらく後……聖歌は、なんとサタンにまで登り詰めた。

　ほう、と喜び、祝杯をあげた。日ひ高たか見み聖せい歌かこそ、神殺しに違いない。

　自分、それに天使がまとう「天てん力りよく」に対抗できるのは、悪魔が持つ「魔力」だけなのだ。「法力」とやらは自分たちに効きもしないし、認識すらできない。

　いつか……聖歌は、地獄から天国へ攻め入ってくるであろう。

　二千年以上前……当時のサタン、そしてベルゼバブたちの反乱のように、余に牙きばを向くのだ。所しよ詮せん敵ではないだろうが、それは少し楽しい想像だった。

　いつもより多量にワインをかたむけていると、宰相ウリエルがやってきた。

「神よ、こちらの書類に目をお通しください」





五章




　春しゆん太たと雷らい火か栗くり栖すの決闘の日……日高見聖歌は、自室で〝ある服〟に着替えながら、昨日のベルゼバブとの会話を思い出していた。

　執務の休憩時間に、万魔殿パンデモニウムの隅にある自室で、二人で過ごしていたのだ。

　石造りの床に、粗末な家具……ぎっしり本が詰まった棚にベッド、大きな木製の机。

　悪魔王としてふさわしいとはいえない質素な部屋であるが、聖歌は気に入っていた。

　堕天した当初からここで暮らし、顕けん微び鏡きようをのぞいて病原菌を探したり、王になってからは四し天てん王のうたちと語り明かすなどしたものだ。

　ベルゼバブはお茶の用意をしながら、

「しかし春太様は不思議な発想をされますね。今までの召しよう喚かん師しは悪魔を利用する者ばかりでしたが……地上の作物を導入して、地獄の栄養状況の改善をお考えになるとは……」

「どうだ、妾わらわは、いい義弟を持ったものであろう！」

　ベルゼバブは「そうですね」と微笑しながら、菓子を用意する。

　聖歌が春太のことを思い出しながら、お茶を飲んでニコニコしていると……いきなり言われた。

「春太様のことが、お好きなのですね」

「ぶふぉおおおおお!?」

　聖せい歌かが噴射したお茶を、ベルゼバブは魔力の盾で受け止めつつ、

「で、どうなのですか」

「……うん」

　聖歌は、あっさりと認めた。久しぶりに再会した義弟は、相当変だが……それ以上に、たくましく成長していた。ベルゼバブはため息をつき、

「我が王よ……このままでは、久く遠おん様や沙さ枝えどのにとられますぞ」

「だ、だって春太は人間で……妾わらわは悪魔王だし……」

　聖歌が胸の前でツンツン指先を合わせていると、

「大丈夫ですよ。春しゆん太た様ならどんな苦難も、壁も、突破します」

「そ、そうかえ……？」

　はいっ、とベルゼバブはにっこり笑い、

「法力を己おのれのリヴァイアサンに集中する練習をし、貴方あなたの処女膜をブチ破ってくれます」

「おまえ、最悪であるな!?」

　地獄の宰相ですので、とベルゼバブはわずかに頬ほおを染めて、

「しかしあなた、やはりその……第五代サタンなのに、そういう経験は……」

「ち、違、しょしょ、処女じゃねーし！　あんまナメてっど、マジでオメー、シメっぞ!!」

　根が純情な女ヤンキーのようになってしまった、と聖歌は思いつつ、椅い子すの上で体育座りになり、

「し、仕方ないではないか……人間だった時は、医師になるために、勉強ばかりしていたし……」

　そうですか、とうなずくベルゼバブに、聖歌は遠くを見て、

「そう、勉強の、せいなのだ……」

「えらい勉強のせいにされてますね……」

　まったく、日本の受験システムときたらまったく、と聖歌は心中憤いきどおりながら、頬ほお杖づえをついて、

「あと生前、私に告白してくる人もいたが、変な嗜し好こうの人が多かったのだ……その、ロリ好きというか……」

　天国で自分を愛していた師匠ラファエルは、同性だったし。逃げ回るのに苦労した。

　なるほど、とベルゼバブは腕組みし、

「大丈夫です。春太様も、十分に変な嗜好です」

「確かにそうね……」

　あれほど変な嗜好の人間はなかなかいまい。

　ベルゼバブは、「お任せください」と豊満な胸をたたき、

「この地獄の宰相が……あなたの恋こい路じの応援をいたします！」

「……」

　大丈夫だろうか？　彼女にも、男っ気はまったくないのだが……。

「まず、明日の決闘の応援を頑張りましょう！　そのための服をご用意いたします！」

　そして現在。日ひ高たか見み家の廊下。

　聖せい歌かは、太ふと股ももまでしかないスコートを押さえ、白い頬ほおを染めた。

「……な、なんで、こんな格好!?」

　ベルゼバブは、主あるじの前にひざまずき、大まじめな顔で言う。

「ははっ。これはチアと申しまして、人間界の娘は、この格好で応援するとのこと」

　そう……二人は、チアガールの格好をしていた。

　ベルゼバブは得意げに目を閉じ、片眼鏡に手を当てる。

「これだと、羽やツノが見えても、あまり違和感がないようです。先日見た野球の試合でも、チアの背中から羽がでていました」

　あのチームはマスコットキャラが鳥であるため、チアがそういう格好をしている。

　ベルゼバブもチアの服装だ。短いスコートでひざまずいているため、太股がほとんど見えそうになっている。

「我が主あるじのため、地獄の衣装係が夜なべして作りました」

「……し、仕方ないな……部下が作ったものを無駄にするわけにはいかん……」

「はい。きっと春しゆん太た様も、悩殺ですよっ」

　聖歌はモジモジしたあと、期待を込めて……横目で春太を見る。

　彼は、ぽーっとした表情で……チア姿のベルゼバブを見ていた。

「……ほ、ほらね？　悩殺でしょう？」

「おまえにな!?」

　つっこむ聖歌の声を聞いて、春太の目がさめた。

「……はっ！」

　年上お姉さんベルゼバブの魔ま性しようの肉体……しかも普段、無ぶ骨こつな軍服の下に隠れているだけに、解き放たれた衝撃はひとしおであった。

「わ、我が主よ、地獄の宰相の秘策をお教えします」

　ベルゼバブは立ち上がり、長身をかがめて、聖歌に耳打ちする。

「普段見せない、意外な一面を春太様に見せて、クラクラにすればいいのです」

　地獄の宰相の割に、陳腐な意見だが……。

「妾わらわの意外な一面……なんじゃろう……？」

　聖歌は細い首をかしげたあと、不思議そうに宰相を見上げる。

「ところで、なんで妾のアピールなのに、お主もチアに？」

　片眼鏡の奥の瞳ひとみが揺れ、ポンポンで口元を隠して、

「つ、作ってるところを見てたら、チアの格好がだんだん素敵に思えてきまして……」

「かわいいな、お前!?」

　意外な一面だった。

　ベルゼバブは姿見の前に立ち、回りながら様々な角度から自分を見て「えへへ」と笑う。

　その意外な姿に春しゆん太たが胸を打ち抜かれてうずくまる。ベルゼバブの秘策は、確かに的中していた。

　春太の裾すそを、聖せい歌かが引き、

「しゅ、春太～……何か言うことはないのかえ？　妾わらわ、こんな大胆な服、着ているのであるぞ？」

「え、だって、いつものボンテージの方が露出度高いし……」

「そうだった……妾、ふだん痴女のような格好をしていて、意外性も何もない……」

　壁に手をついてうなだれる聖歌。

　春太が首をかしげていると、ベルゼバブの「あっ」という悲鳴がきこえた。

「裾が破けてしまいました……」

　どうやら、鏡の前で動き回っているうちに、上着の裾を柱のささくれにひっかけてしまったらしい。かなり大きく……十センチくらい破れている。

「私が、似合わないことしたから……」

　悲しげにうつむくベルゼバブを見、春太は急いで裁縫道具とシャツを持ってきて、着替えさせ、破損部分を手際よく縫い始めた。

　涙目のベルゼバブに優しく微笑ほほえみかけ、

「大丈夫ですよ。すぐに直しますからね」

「しゅ、春太様、凄すごく上手ですね……そういえば、我が主が普段着ているワンピースやパジャマも、もしかして、あなたが……？」

　春太はうなずき、苦笑する。照れくさいので彼女には言っていなかったのだ。

「ははは、男なのに、変ですか？」

「い、いえ、四し天てん王のうに匹敵する程強いのに……こんな器用な所も、おありだなんて……」

　ベルゼバブは大きな胸に手を当て、ぽーっと頬ほおを染めて春太を見つめ、

「春太様……」

「意外な一面に、お前がクラクラしてどうするよ!?」

　意外にチョロい地獄の宰相は、己の秘策を身をもって証明した。

　聖歌はくじけず、義弟を後ろから引っ張る。

「しゅ、春太～、新しい服、見て……」

　正座した春太はチクチク針を使い、縫い目から目をそらさず、

「あら、よかったね～。でも、忙しいから、あとでね～」

「お母さん!?」

　聖歌が、おそらく歴代サタン初のつっこみをした。




　三人は、地下からの石段を上ってきた久く遠おん、沙さ枝えと合流する。〝時間差の間〟で作物の生育実験をしていたのだ。

　二人がデジカメで撮影した成育状況の写真を、古いノートパソコンで見る……ジャガイモ、そば、大豆など、ほとんどが枯れていた。

　久く遠おんはうつむき、

「……やっぱり、地獄の環境には耐えられないのでしょうか……」

「つぎつぎ。データを次に活いかそう。決闘が終わったら、みんなで考えようぜ」

　春しゆん太たは慰めつつ、準備をし、五人で家の門を出、決闘の場……学校へ向かう。

　途中、町中で聖せい歌かやベルゼバブのことを見てくる者もいたが、それはチア姿の外国風美女だからで……やはりこの格好だと、ツノや羽を装飾品のように思ってくれるらしい。

　葛か西さい第だい三さん高校の門をくぐる。日曜日の夕方であるため、人影はまばらだ。

　久しぶりの母校に、聖歌は「うわあぁ……懐かしい……」と頬ほおを紅潮させてキョロキョロする。連れてきてよかったな、と春太は目を細めた。

　彼らを見て、水飲み場にいた春太のクラスメイトが近づいてきた。

「おう日ひ高たか見み、なんでお前、妹さんと多た々た良らさんに加え、すごい美人の外人さんを、二人も連れてるんだ……？」

　ああ、と春太はうなずき、

「ちょっと俺、剣道部のやつと決闘するから、その応援にな」

「それで外人のチアを!?　お前すごいな!?」

　実は地獄の王と宰相で、もっとすごいのだが、教えられないのが残念だ。

　男子生徒は時計を見て、

「決闘か……見たいけど、俺、あと少しで練習再開なんだよな」

「そうか、俺が勝つ様を見れないのが残念だな」

「すごい自信だな、お前……」

　春太はうなずき、

「ああ。俺がボコボコにされたあと、謎なぞの力で浮き上がって錐きり揉もみ回転し、体当たりで逆転勝利をする様が見れないとは……」

「負けること前提です!?」

　実は自信がないのかもしれない。

　張りのあるツッコミをした久遠は、意外そうに見てくるクラスメイトにモジモジし、春太の背中に隠れた。

　じゃあまた、と別れをつげ、春太は剣道場に向かう。

　その入り口で、雷らい火かが仁王立ちして待っていた。白い剣道着に、床に着くほどの長い緋ひ袴ばかま。そして約束通り、面だけをつけている。

「待っていたぞ」

　なぜか少し、こもり気味の声だった。

　先導されて、誰だれもいない板張りの道場に入る。先ほどまで部の練習があったのか、まだ熱気がこもっていた。

　雷火は、春太を振り返って見、鼻で笑い、

「ふ……逃げずに来たか。そこだけは誉ほめてやろう」

「お前って、とても綺き麗れいな顔だよな。それに、剣道部で男子含めても最強なんだって？　すごいもんだよな」

　え……と面の奥の頬ほおを染める雷らい火かに、春しゆん太たは自じ嘲ちよう気味に頭をかく。

「それに比べたら……俺なんか、誉ほめられる所、逃げずに来た事くらいしかないもんな。……ハハ」

「そ、そんなことない！　お前は……勉強だってできるし、強いらしいし……」

「だったら最初から誉めろよ」

「この野郎!?」

　二人のやりとりを見て、久く遠おんが両こぶしを握り、歓声をあげる。

「さすが兄様です。主導権を握りましたっ」

「いま握って、意味あるかしら……？」

　沙さ枝えが胸の下で腕組みし、首をかしげた。

　雷火が悪魔二人に顔を向けると、聖せい歌かは身を縮めて言う。

「あ、あの、妾わらわは……ホームステイに来ている……」

　嘘うそをつくのは、どう見ても外人なのに、姉と言ったらおかしいからだろう。

　春太と久遠は、彼女の言葉を遮り、

「いや、この人は、俺たちの姉だよ」「そうです」

　聖歌は目を見開いたあと、喜びをかみしめるように微笑ほほえんだ。

　それを見た雷火は、三人を訝いぶかしむどころか……面の奥の口元を、優しくほころばせた。

　春太が不思議に思っていると……ベルゼバブが聖歌の両手にポンポンを握らせ、道場の隅に引っ張っていく。

「我が主あるじよ、野球を見て覚えた、私の応援の通りにしてください！」

「……まあ、やってみせよ」

　練習したのか、ベルゼバブが意外にもキレのあるチアの踊りを見せたため、聖歌は「おお凄すごいぞ」と見入る。

　地獄の宰相は脚を高々と上げ下げしたあと、片目を閉じてポンポンをつきだし、

「かっとばせー、しゅーんーたー！　雷火たーおーせー、オー！」

「かっとばすのは違うぞ……」

　意外に天然な宰相に苦笑し、聖歌も踊り始めた。激しくジャンプするたび、可愛かわいいヘソが見える。先ほどは、ベルゼバブの妖よう艶えんさに目がくらんだ春太だったが……。

（聖歌姉ちゃんの、一生懸命な姿も実にいい!!）

　ほっこりしながらストレッチしていると、

「じゅるり……」

　なぜか……雷火が、聖歌の方をガン見し、よだれを垂らしていた。

（……え、こいつ、久遠が好きなんじゃないの？）

　春しゆん太たは再び違和感を覚えつつも、準備運動を終え、戦いの前に仲間達のもとへ行った。

「兄様、力ちから水みずをどうぞ」

　久く遠おんが、ペットボトルから柄ひ杓しやくに水を注ぎ、春太に渡してくる。

　飲み干して返すと、義ぎ妹まいは眉まゆをひそめて、

「くれぐれもお気をつけて。竹刀とはいえ、防具なしで突きをまともに受けたら、死んでしまうかも……」

「久遠、もしそうなっても、俺の墓の前では泣くな」

「……日ひ高たか見み家は、戦う宿命の家ですけど、そんなこと言わないでください……」

　春太は、うつむく久遠の頬ほおに右手を添えて、上向かせ、

「もしも死んだら、俺は……千の風になって、お前の美脚の周りを吹き渡っているから」

「ただの悪霊です!!」

　そもそも、それほど吹き渡ってはいない。

　こ、困ります……と、スカートを握って久遠が言うと、沙さ枝えが不安げに左腕にすがりついてきた。

「春太、そんなこと言っちゃ、嫌よ……」

「わかった。では、千の風のうち、五百の風を沙枝さんのおっぱいにまわそう」

「別に風の取り合いをしているわけではないわ!?」

「春太、妾わらわにも、風を……」













　久く遠おん、沙さ枝え、聖せい歌かの三人に、三百三十三ずつ風をまわすことを誓う。ベルゼバブが「あ、あの……私にも少し……」とすごく小さな声で言っていたが、返事する前に雷らい火かから声がかかった。

　道場の中央で向き合うと、雷火は面の下で優しく微笑ほほえみ、

「ふふ、お前には、よい仲間がいるのだな……悪霊などとは、とんでもない」

「もし死んだら、残り一の風をお前の鼓膜に回し、永遠に恨み言を聞かせてやる」

「やはり悪霊だな!?」

　雷火は目を剥むいたあと、懐から可愛かわいい柄のハンカチを取り出す。これを投げ、地面についた時が勝負開始らしい。

「いくぞ日ひ高たか見み。どっちが勝っても、恨みっこなしだ」

「お前はそうしろ。俺は恨むがな」

「乗ってこいよ、お前！」

　ハンカチが床に落ちた。

　先に動いたのは春しゆん太ただ。剣術家対策は、ここ二日、みっちりとしてある。

　とりあえず、狙ねらうは……武器破壊。渾こん身しんの蹴けりを、竹刀の根ね本もとへ向けて放つ──！

「なんのっ！」

　雷火は竹刀を素早く引いてかわし……その反動で、突きを放ってきた。

　名前の通り雷のごとく迫り来る剣先を、春太はまばたき一つせず見つめる。

（速い……だが、ベルゼバブさんのに比べれば！）

　春太は右手で竹刀を掴つかみ……引き寄せた。

　剣道では絶対にありえない防御法。剣士の本性として、竹刀を離すことはできないはず。そして間合いを詰め、正せい拳けんを食らわせる……それが、春太の戦法だったが。

　なんと雷火は、あっさりと竹刀を手放した。その意外さに春太の反応が一瞬、遅れる。

　そして、雷火はしっかり腰の入った、ハイキックを繰り出してくる。

〝速いが、かわせる〟としゃがもうとした時……目に、驚くべきものが飛び込んできた。

「……!?　これは!!」

　ハイキックが、春太の頬ほおに思いっきり入った。

「春太くんっ！」

　聖歌が、素の声で悲鳴をあげる。

　春太は足をぐらつかせながらも、なんとか持ちこたえた。

　間合いを取り直し、構え直す。彼は唇を戦慄わななかせ、今の驚くべき一撃を思い出していた。

「な、なに……!?　袴はかまの下に……!?」

「ふふ……そうだ。これは、黒ストだ」

　そう。雷火は春太の弱点を調べ、黒ストをはき、もっとも効果的なタイミングで自分の脚を見せたのだった。

　蹴りまでは、つま先すら全く見せない足さばき……すごいとしか言いようがない。

　しかも、意外に素晴らしい袴はかまと黒ストのコントラスト……自分が想像もしなかった組み合わせに、春しゆん太たは打ちのめされるのだった。

「ははは！　どうだ！」と勝利を確信したように笑う雷らい火かを、春太は鼻で笑って、

「わからないのか？　今の一撃……わざと受けてやったんだ。ありがたく思えよ」

「な、なに。女の私に花を持たせるためか……？　ならば、許さんぞ」

　誇りを傷つけられた雷火は、にらみつけてくる。

　春太は首を横に振り、

「いや、ギリギリまでお前の美脚を見るためだ」

「お前のためじゃないか!?」

　恩着せがましく言う必要はまったくない。

　春太は肩をすくめ、

「……もう、見切ったんだよ」

「なに……私の技をか？」

　いや、と春太は前置きしたあと、雷火の袴を指さし、

「お前が穿はいている黒スト。それは、二十デニールだが……」

「見切ったって、黒ストのデニール数を!?　あの一瞬で!?」

　プロ野球選手が球種をボールの回転で読むように、春太はわずかな繊維の太さを、視覚……そして、蹴けられた頬ほおの感触で判断していたのだ。

　度肝を抜かれる雷火をよそに、久く遠おんたちは素の表情である。今更驚くまでもない、という感じだ。

　春太は、わずかな怒りを込めた目で雷火を見、二本の指を立てた。

「お前は……二つ、ミスを犯した」

「ミスだと……？　ぜんぜん心あたりがないが……」

　まず一つ、と春太は言い、

「伝でん線せんを、過剰なまでに恐れたな？」

　伝線……爪つめなどの尖とがったものに触れると、ストッキングが裂けてしまうことがある。

　激しい運動でも裂けやすい。ハイキックを放つ前の攻防で伝線すれば、春太を魅了する効果が半減するかもしれない。

　伝線を防ぐ方法は色々知られているが、その一つに……ストッキングを一晩冷凍庫に入れる、というのがある。そうすると、繊維の強度が高まるのだ。

「ま、まさか……!?」

　雷火は、恐怖のこもったまなざしで、一歩下がった。

「そう。俺が見切ったのは、デニール数だけじゃない。お前が穿いている黒ストは……」

　春太は、犯人を暴く探偵のごとく、雷火の袴を指さし、

「一晩、冷凍させたものだ!!」

「だから、なんでわかるんだよ!?」

　当たり前だろう。強度が増した分、輝きは若干落ちていた。

　そのために、俺を悩殺する力が下がったのだ……春しゆん太たは途と轍てつもない冴さえを見せつつ、

「目を閉じてみろ……聞こえるはずだ」

　彼は、穏やかに目を閉じ、宗教家のような穏やかな声で言った。

「本来、人肌のぬくもりにしか、触れるはずないのに……一晩、冷凍庫でカチカチに凍らされたことを悲しむ……黒ストの声が」

　よくわからない勢いに、雷らい火かはつられて目を閉じる。二人の耳に……悲しげな声が聞こえてきた。

　まさかこれが、黒ストの声……。

「兄様、さすがに私も、ドン引きです……」「うぅ、なぜ、あんな風に育ったのだ……」

　春太はゆっくり目を開き、雷火に言った。

「聞こえただろう？　黒ストが悲しむ声が」

「お前の家族が、悲しむ声だよ!?」

　まあそうだな、と春太が流すと、雷火が再び向かってきて、ハイキックを放ってくる。

　そして、袴はかまの下から……むちりと引き締まったすばらしい美脚と、それを包む黒ストが現れる。

　しかし、彼は興味を失った目でそれを一いち瞥べつし、

「ミスの二つ目を教えよう……俺は断言する！　二十デニールならな！」

　ハイキックをしゃがんでかわし……高速の足さばきで雷火の後ろに回り込む。

「久く遠おんより似合う奴やつは、全世界探したって、いない……それを俺は、毎日見てるんだ！」

　沙さ枝えに加え、悪魔王、地獄の宰相すらがひきつった笑みを浮かべる中……久遠だけが、胸の前で両手を組み、「兄様……」と春太を見つめている。ある意味バカップルといえた。

　春太は雷火のくびれた腰をつかみ、怪力で軽々持ち上げ、空中で一回転させ、頭を床に向け、振り下ろす。

「デニールが……かぶってるんだよ!!」

「なんだその、キャラがかぶるみたいな言い方!?」

　春太は、床に脳天が激突する寸前に、ピタリと止める。

「私の……負けだな」

　雷火のつぶやきのあと……仲間たちの歓声があがった。

　春太が雷火をそっとおろし、皆のほうへ歩いていくと、沙枝が「お疲れさま」と言って左手でタオルを差し出してくる。

「春太……勝ったのはすごいけど、もっと品性をもって戦った方がいいと思うわよ？」

「〝袴と黒スト、アリ。企画会議に提出〟とメモを取っている人に言われたくないが……」

　真っ赤になる沙枝の肩を、「新作できたら教えてくれ」と叩きつつ、久遠からペットボトルの水を受け取り、ゴクゴク飲んでいると、

「ま、待て！」

　呼び止められたため、振り返る。雷らい火かがうずくまったままこちらを見て、

「お前は久く遠おんさんを賭かけた。だが……私には負けた場合のリスクが何もなかった……これでは気が済まない！　何か言うことをきこう！」

（きたぁあああ!!）

　これを待っていた。春しゆん太たがニヤリと笑ったとき……。

「させないわ！　どうせエッチな要求でしょ！」

　沙さ枝えに羽交い締めにされた。

　背中に押しつけられるゴッドおっぱいの柔らかさに、うっとりしていると……ベルゼバブがシャツの中に手をつっこんできて、呪じゆ法ほうよけのペンダントをむしりとった。

　続いて、聖せい歌かに呪法をかけられる。

　春太はうつろな目になり、「ウ、ア、……ア……」と変な声を出して床にぶっ倒れた。

　久遠が、両手から糸状に法力を出し、春太の腕と胴体にからませ、操り人形のように無理矢理起こし、磔はりつけの姿勢で立たせた。

　首ががくりと下がっていたので、顎あごに法力の糸を巻き付け、雷火を見させる。

　うつろな目で、唇の端からよだれを垂れ流し、

「クオンの、トモダチに、ナッテ、クレ」

「そ、そんなことでいいのか？」

「オレ、クオン、大事。オマエ、イイヤツ。ダカラ、トモ……ダチ……ニ……」

「なぜ急にカタコトに……だが、お前なら、えっちな要求をすると思ったのだが……」

「ソレヨリ、大事ナ、モノガアル」

　春太は膝ひざから下を引きずったまま窓際へ移動させられ、空を見上げさせられた。

「家族ノ、キズナさ」

　家族に脳と体を操られながら、春太は言った。

　雷火は胸をたたき、

「わかった。この、雷らい火か栗くり須す、久遠さんと恋人になれないのは残念だが……友達となろう！　君たちのことを、もっと知りたい！」

「ココロカラ　カンシャスル」

　心ないうつろな目のまま、春太は久遠に操られて頭を下げる。

「日ひ高たか見み春しゆん太た……君は私の想像以上の人間だった」

「ソウカ」

「想像以下の、クズ野郎な部分も多いが……」

「……」

　主に性癖についてだろう。久遠たち四人が大きくうなずいている。

　春太は相変わらず無表情だったが、その目から涙が一筋流れた。




　日ひ高たか見み久く遠おんは、剣道場の板壁を雑ぞう巾きんで丁寧に拭ふいていた。

　聖せい歌かの提案で、使わせてもらったことへのお礼として、掃除が始まったのだ。

　久く遠おんが掃除をしつつ雷らい火かを見ると、なぜか未いまだに面をはずさず、姉の傍そばでウロウロしていた。

（……私、はっきり、言わないと）

　雷火がバケツを持って道場を出て行ったため、あわてて靴をはき、追いかける。

「ら、雷火さん！」

　振り向いた彼女に、久遠は少しためらったあと……胸を押さえて、言った。

「私……好きな人がいます。だから、あなたとは……」

「……そうか。残念だ」

　ごめんなさい、と下げた久遠の頭に、掌てのひらが乗せられる。

「ははは、何となくわかっていたよ」

　さわやかで、屈託のない声を聞いていると、一つの疑問が湧わいてきた。

　この人は、本当に私のことが好きだったのだろうか？

「あきらめが早いんですね。私だったら、好きな人と……」

　ふうん？　と首をかしげる雷火に、久遠はまっすぐな目で、

「煮えたぎる噴火口へ一緒に飛び込み、溶岩の中でドロドロになって冷えて固まり、一つの石になりたいと思うほどなのに……」

「いや、君を基準に考えてはいけないと思うよ……」

　雷火は頬ほおをひきつらせた後「好きな人と、うまくいくといいね」と言い残し、バケツを持って歩いていく。

　そうだ。

　昨日……自分は姉と、義兄への気持ちを確かめあった後……同時に思いを告げると約束したのだ。

（……そのあと、私達きょうだいは、どうなるのでしょう……）

　不安と期待に胸を押さえていると……近くの木陰から、剣道着を身につけた女生徒が飛び出してきて、久遠をにらみつけてくる。

　クラスのリーダー格で、昨日石化した春しゆん太たを持っているところを、見られた人だ。

　おそらく入学当初、自分が退たい魔ま師しという噂うわさを広めたのも、この人のグループだろう。

「どうしてあなたなんかを……雷火先輩は……」

「え……？」

　憎しみすらこもった視線に久遠が気け圧おされていると、女生徒は、駆け去っていった。




　日ひ高たか見み春しゆん太たは、黙々と剣道場の雑ぞう巾きん掛けをしていたため、戻ってきた義ぎ妹まいの暗い表情に気づかなかった。

　それから二十分ほど経たって、まだ面をつけた雷火が声をかけてくる。

「日ひ高たか見み、ちょっと、水くみ手伝ってくれるか」

「……？　もう掃除、終わりだろ？」

　怪け訝げんに思いつつ雷らい火かについていくと、なぜか水場ではなく、体育倉庫の中に連れていかれた。

　古いマットや、跳び箱がある。カビくさい空気の中、雷火はこちらを見た。ようやく面を取り、頭に巻いていた手ぬぐいをはずして、赤い髪を整えたあと……言った。

「日ひ高たか見み、大事なことを、伝える……」

「……？」

「実は私は……天使なのだ」

　体育倉庫を、沈黙が支配した。

　春しゆん太たは微妙にほほえみ、雷火の肩を叩たたいて、

「…………ああ、わかった。天使だ。うん。お前は天使だよ」

　身をひるがえし、去ろうとすると、

「いや、違う違う！　痛い奴やつじゃない！　私は天使だ！　マジ天使だ！」

「確かにお前は、すごく綺き麗れいだが……自分でマジ天使とか、言うのは……」

　痛い人扱いする春太に、雷火は涙目になり、

「なんでお前、悪魔二人も身近にいるのに、信じないの!?」

　聖せい歌か姉ちゃん達のことを知っているのか、と春太が思っていると……雷火はこちらに背を向け、剣道着をはだけ、シャツを脱ぎ、下着姿になった……翼を見せるつもりだろうか。

　春太は、その雪のように白い背中を見て、

「美しい……確かにお前は、マジ天使だ」

「早いわ!!　今、翼を出す。天使は翼を隠せるんだよ……見せてやるから、待ってろ」

　春太は、わかった……と真剣な顔でうなずき、

「翼が肩けん胛こう骨こつのあたりから出てきてブラひもをひきちぎり、お前のおっぱいが見えるのを、待っている」

「おっぱいじゃなくて、翼を見ろ!!」

　完全にペースを崩された雷火は、ホックをはずし、ブラを胸の前で押さえた。

「んっ……」という色っぽい声とともに、白鳥のような美しい翼が出てくる。

「どうだ！」

　少し得意げな雷火に、春太は素の表情で「ああ、翼だな」と言った。

　淡泊なリアクションに、雷火は唇をとがらせ、

「お前、全く驚かんな……」

「まあ……」

　死んだと思ってた義ぎ姉しが、悪魔王になって里帰りしてきたことを思えば、天使が出てきたところで、今更なあ……という感じだ。

　春太は古いマットに座りつつ、ぶっきらぼうに尋ねた。

「なんで天使が、人間に化けて暮らしてるんだ？」

　天使と言えば、神の部下だ。

　春しゆん太たは家族の命を次々と奪った神よりも、悪魔たちに親しみを覚えている。地上に来ているということは、上級以上の天使なのだろうが……。

　少し事情があってな、と雷らい火かは背中を向けたまま、

「私の本当の名は……ラファエルという」

「え？」

　聖せい歌か姉ちゃんの、天国での師匠？

　家の地下の〝ドア〟をあけ、再会させてくれた、大恩人……。

「聖歌は私が天使としてスカウトした。四大天使には、その権限が与えられているのだよ」

「あ、ありがとう！　本当にありがとう!!」

　春太は心からの感謝をこめて、ラファエルの正面にまわり、胸元を押さえていた両手を握った。

　ブラが落ち、きれいな胸が、ぷるんと露あらわになる。

「きゃあああああ!?」

　雷火──ラファエルが叫び、春太へ掌てのひらを向けると……見えない力によって、体育倉庫の隅まで吹っ飛ばされた。

（いてて……こ、これが天てん力りよくか？）

　天力──天国に住まう天使……そして、神固有の能力。法力以外で、唯一悪魔にダメージを与える力だ。その性質は魔力とほとんど同じだが、唯一の違いは……退たい魔ま師し、召しよう喚かん師しにも見えないことだ。













　しかも天使には、法力が効かないという。つまり……悪魔に対しては無敵の久く遠おんでさえも、天使には全く歯が立たないということだ。

　春しゆん太たは「見るつもりはなかったんだ」と土下座しつつ、

「なんで、聖せい歌か姉ちゃんに正体を言わないの？」

「いや……あいつ、私を、恨んでいるだろうからな……とても酷ひどいことをしてしまったから、合わせる顔が、ないんだ……」

　それは一体？　と聞いても、ラファエルは唇を噛かむだけだ。春太は質問を変えてみる。

「だから、今日はずっと面をつけていたのか？」

「ああ。聖歌は……それにベルゼバブも、私の顔を見れば、誰だれかわかるだろうからな」

　四大天使なら、地獄の宰相も顔を知っているだろう。

「じゃあ、久遠が好きってのは、嘘うそなの？」

　腕組みする春太に、ラファエルは済まなそうにうつむき、

「聖歌に近づきたくて、必死だったんだ。面で顔を隠していれば、傍そばにいてもバレないかもしれないし……」

　久遠を屋上に連れて行った日、春太たちの尾行に気づいていたそうだ。

　決闘を挑み、応援を呼ぶよう勧めたのは、面をした状態で聖歌に会って、少しでも近づくためだったらしい。

　ラファエルは儚はかなげに微笑ほほえみ、

「ありがとう。短い時間とはいえ、聖歌の傍にいられた……それで、十分だ……」

　身をひるがえし、体育倉庫の入り口へ歩いていく。

　このまま、終わらせていいものだろうか？

　春太が迷っていると……。

「……」

　ラファエルの歩みが、心なしかゆっくりになってきた。

　引き戸も、すごく遅めに開かれる。

　このままでは、ラファエルは行ってしまう。去らせても、いいのか？

　俺は、後悔しないのか!?

「まあ、しないな……」

「呼び止めろよ!?」

　普通呼び止めるだろ!?　とダッシュで戻ってくる四大天使。

　まあこうなるだろう、と思っていた春太の胸にすがりつき、涙目で、

「頼む！　私は聖歌の傍そばにいたい！　だから、正体がバレず近づける方法を考えてくれ！」

「ものすごいぶっちゃけたな……」

　春太は頭をかいた。いろいろ事情があるようだが、大恩人なのは確かだし、協力してもいいかもしれない。この必死な様子を見ると、こちらを騙だまそうとする意図があるとは、とても思えない。

「要は、聖せい歌か姉ちゃんの前で顔を隠している……その理由付けが出来ればいいのか？」

　聖歌の前でいつも、今日みたいにずっと面をかぶったりすれば、どう見ても〝顔を隠そうとしている〟と思われるだろう。

「確かに、それなら私は、聖歌に近づけるが……」

　春しゆん太たは腕組みして、考える。顔を隠せる方法……そうだ。

　これなら、ものすごく自然だ。

「すごく辛つらいぞ。それでも耐えられるというのなら……」

「だ、大丈夫だ！　私はどんなことでも耐えられる！　再び、大好きな聖歌と一緒に過ごせるのなら！」

　希望を見つけたように、熱く語るラファエルだが……春太の案を聞いて、顔がひきつった。




　春太は剣道場に戻り、「おーい、聞いてくれ」と声をかけ、集まってきた皆に言う。

「雷らい火かのことだけど……〝久く遠おんの友達になる〟ではぜんぜんペナルティにならないし……しばらくの間、俺の強い要望で、このスタイルでいてもらうことにした」

　春太が、道場の外へ向けて「雷火！」と呼ぶと、「これは、私への罰……これは、私への罰……」と自分に言い聞かせながら、入ってきた。

　四大天使の一人・ラファエルは、強盗のように、顔に黒ストをかぶっていた。

　ゆがんでしまった端正な顔を近づけ、春太へ耳打ちしてくる。

「おい……！　これ絶対おかしいぞ！　どうみても不自然だろ!?」

　しかし、久遠、聖歌、沙さ枝えは、「ああ……」とうなずいて、

「兄様、ひどいです……でも、予想の範はん疇ちゆうですから」

「すまぬな。うちの弟が、バカな性癖の犠牲にしてしまって……じゃが、久遠を賭かけたのだから、これくらいは……」

「春太……ついにこれで、興奮するようになったの……」

　皆が皆、春太ならあり得なくもない、という風に思っている。

　ラファエルが再び耳打ちしてきて、

「なんでお前、自然に受け入れられてんの!?」

　春太はその声を無視し、

「だが、四六時中はかわいそうだ。俺たちで遊ぶ時とかに、限定するから」

「わかりました。では、掃除に戻ります」

　ナチュラルに掃除に戻る皆を見て、雷火は絶句した。

「どうだ、つらい方法だろう。俺もつらいぞ」

「お前にとっても、だったのか。すまない。……それに、……あ、ありがとう……」

　ラファエルは口に軽く握った拳こぶしを当て、もじもじと体をくねらせ、横目で見てくる。本来なら可愛かわいい仕草だろうが、かぶった黒ストが全すべてを台無しにしていた。

「日ひ高たか見み……私のために、変態のフリをしてくれて……」

「ははは、よせよ」

　春しゆん太たが頭をかくと、

「いや、さらなる変態のフリをしてくれて……」

　え、変態なのか？　俺って……と本気で驚く春太に、ラファエルは、

「なあ日高見、さっき、〝俺たちで遊ぶときとか〟、と言ったが、他ほかにはどこでかぶればいいのだ？」

「ああ。銀行や、コンビニに行く時とか……」

「捕まるな!?」

　かなり人間界に詳しい天使だった。





六章




　雷らい火か栗くり栖すとの決闘から三日後の朝……日ひ高たか見み聖せい歌かは、鍛錬を終えた春太、久く遠おんとともに〝時間差の間〟に入って生育実験をしていた。

　地下にもかかわらず、少し蒸し暑く、乾燥している。春太が召喚した気候操作系の悪魔の働きにより、地獄の環境をかなりの精度で再現していた。

　実験の進行に伴い、今は発泡スチロールの鉢植えを使っておらず、床面積の半分ほどに地獄の土を敷いている。

　土を高さ三十センチ、長さ十メートルほどのカマボコ型に盛り上げたものを五列作り、そこに作物を植えていた。品種や育て方によって、成育状況にかなりの違いがあり、春太はそれをデジカメで撮影していく。

〝時間差の間〟での実験は、すでに十数回を数えている。ここで幾多の作物が植えられ、枯れていった。

　だが、春太と久遠、それに沙さ枝えが丹念にとったデータにより、地獄の環境と相性のいい作物が明らかになっていた。

「聖せい歌か姉ちゃん、〝紅ざくら〟よりも、〝あずみいも〟が地獄の土との相性がいいみたいだね」

　ふむ……と聖歌は水をあげながら、思案する。

　今、主に育てているのは、サツマイモだった。

　ほかにジャガイモ、大豆、そば、ヒエなども植えてみたが、いつも全滅してしまい……生き残ったのは、サツマイモの、いくつかの品種だけだった。

　元々サツマイモは干ばつや病害に強い。味がよく、栄養価が高く、栽培も容易である。

　春しゆん太たは、久く遠おん、沙さ枝えと八百屋を回り、色々なサツマイモを買って種芋とし、それらから苗なえを作った。それに図書館で農業関連の本を借りまくり、暇さえあれば読んでいる。児童養護施設で共に育ち、農業高校に進んだ子とも連絡を取って、栽培の方法を教わっているそうだ。

　いずれ……ここで、人と悪魔が育てたサツマイモが地獄の各地に植えられ、栄養状況を改善するかもしれない。

　それはとても、素敵なことに思えた。

　聖せい歌かは、ありがとうね、と心のなかでつぶやきながら、手伝ってくれる家族を見つめる。

（でも……）

　久遠と同時に、春太へ思いを告げる約束をした。

（その後、私たち、どんな関係になるのかしら……あら？）

　久遠の元気がない……作業の手は休めないが、うつろな目で、しきりにため息をついている。そういえば、ここ数日こんな感じだ。どうしたのだろう……？




　日ひ高たか見み春しゆん太たは、背中を丸めて通学路を歩く久遠を見つめた。

「……久遠、どうした？」

「……え？」

　久遠はハッとした様子で、春太を見てきた。

「どうした、なんか変だぞ？」

「そ、そんなことはないですよ！　私はいつもどおりです！」

　久遠は、春太で法力の型を作り、中に肌色の法力を流し込み、素早く義兄そっくりの人形を作りだした。

「ほら、兄様フィギュア！」

「確かにいつもどおりだが……まあ、いつも、ちょっと変なのだが……」

　春太が言いたいのは、久遠の雰囲気が暗いことだ。

　雷らい火かとの決闘が終わったあとから、おかしかった。ため息をつくことが多くなり……ひどく学校への足取りが重いのである。

　沙枝が久遠の腕に抱きついて、明るく言った。

「く、久遠さん、一日一回、誰だれかに話しかける、という目標は達成できているの？」

「はい。一応は……」

　歯切れの悪い口調に、春太はますます心配になる。まさか、またいじめられてるんじゃ……。

　心配しながら、校門を通ると……勝ち気そうな女生徒が、こちらを見て、一瞬だけ笑った。確かあれは、久く遠おんのクラスで見た子ではないか？

　それに、石化して久遠に抱えられて帰った時、チラリと見た気も……。

　三人で昇降口に入り、生徒たちで賑にぎわう中を下げ駄た箱ばこに向かう。

　春しゆん太たがスニーカーを脱ぎ、上履きに履き替えていると……離れた所にいる久遠が、下駄箱をあけて中をのぞきこみ、固まった。

　彼が嫌な予感を覚え、近づき、横から見ようとすると、久遠が手を広げて隠そうとする。

「兄様、先に行ってください。その……」

　春太が少し力を込めて、久遠の肩をつかみ、どけると……下駄箱の中に、上履きがない。

（……マジか……）

　春太は呆ぼう然ぜんとして、絞り出すように言った。

「久遠、上履き隠したのは……俺なんだ……。俺、とんでもない足フェチだから、お前が履いたものすら、欲しくなって……」

　久遠は悲しく微笑し、「慰めはいいですよ」と首を振る。

　下手すぎる嘘うそだったな、と春太が唇をかむと、

「危うく、納得しそうになりましたが……」

「なったのか!?」

　普段の言動を反省する春太だった。沙さ枝えが「私は、最初から嘘だとわかっていたわよ。ええ」と不自然なほどうなずいている。

　春太は久遠の両肩をつかみ、

「嘘じゃないよ……お前の上履き持ってくるから。少しだけ、待ってろ、な？」

　義ぎ妹まいを沙枝に任せて、二年生の教室に向かう。雷らい火か……ラファエルを呼び出し、一つのお願いをした。

　続いて、春太は屋上へ行き、聖せい歌かを召喚し、事情を話して給水塔の陰に隠れた。

　少し経たって、先ほど校門で見た、久遠のクラスメイトがやってきた。

　何かに期待している様子である。剣道部の先輩であるラファエルがうまく呼び出してくれたようだ。

「……えいっ！」

　聖歌が呪じゆ法ほうをかけ……少女がうつろな目になる。

　二人で近づいていき、聖歌が命令した。

「あなたは、この日ひ高たか見み春しゆん太たの言うことを聞きなさい」

　こくん、とうなずく少女に、春太は聞いた。

「間違っていたら謝る。久遠の上履きがなくなったんだが……隠したのは、君か？」

　うなずく少女に、春太は、「はあ……」と大きくため息をつき、

「あと、ここ数日久遠に上履き以外で何かしたか？」

　またも、うなずく。

　理由をたずねると、彼女は雷らい火か……ラファエルにあこがれており、久く遠おんが告白されたことが許せなかったらしい。久遠が屋上へ呼び出された時は、告白なんてありえないと自分に言い聞かせたが、この間の決闘で事実とわかり、愕がく然ぜんとしたそうだ。

　それから、久遠の家が退魔の家系であることを入学時と同様に言い触ふらし、町で春しゆん太た像を担いでいたことも、喋しやべり散らし、孤立させた。

　この子は、クラスで強いリーダーシップを持つ子だった。今まで久遠の「一日一回」に答えてくれていた子も、ハブられるのをおそれて会話をしなくなったのだろう。

「なんでだ？　なんで君は、久遠を嫌う？」

「……私より、綺き麗れいだから……」

「そ、それだけで？」

　この子も、久遠ほどではないが、可愛かわいい部類だと思うが……。

　少女は続ける。

「綺麗だけど、変なところを皆に言い触らせば、あの子が孤立して、自分の方が上だという安心感を持てる。それがうれしかった」

　呪じゆ法ほうで剥き出しになる心に、春太は歯ぎしりして、額を押さえた。

　実に、くだらないことだ。春太も、捨て子であることを言いふらされ、こういうことを、何度もされた。

　彼は唇をかんだあと、聖せい歌かを見て、

「聖歌姉ちゃん、これって、久遠をいじめるなとかの命令はできるの？」

　聖歌は首を横に振った。その小さな手を強く握りしめている。悪魔王の力で復ふく讐しゆうすることを、必死に抑えているのだろう。

「命令に実行力があるのは、私が呪法をかけている間のみね……」

　春太はうなずき、吐き捨てるように、少女に言った。

「いいか。一分以内だ。久遠の靴を持ってこい。ここでのことは忘れ……いや、一つだけ覚えておけ。その脳のう味み噌そに、刻め」

　春太は、少女の両肩をつかみ、鼻がつくほど顔を近づけた。

「俺は、家族や仲間を傷つける奴やつを許さない。いいか。今度やったら……」

　純粋な怒りを込めて、続ける。彼の目には、悪魔王すらたじろぐほどの闇やみがあった。

「……わかるよな……」

　少女はビクリとおびえ、ダッシュで駆かけ去っていった。

　三十秒ほどで、上履きを持って戻ってくる。その後、彼女を解放した。

　雨が降ってきて、屋上にポツポツと染みを作り始めた。だんだんと強くなってくる。

　春太は聖歌と少し話したあと、昇降口へダッシュで戻る。沙さ枝えがうつむく久遠の手を握って、待ってくれていた。

　優しい子だ。本当にありがたい。

　春太は軽い調子で、

「久く遠おん、ほら上履き。全く、俺の性癖には嫌になるよ」

「あ、ありがとうございます……」

　久遠は、小さく頭を下げてきて、

「さらなる変態のフリをして、私を傷つけないようにしてくださって……」

　やはり変態なのか……ラファエルも言っていた以上、残念ながら確定なようだ。

　春しゆん太たは頭をかいて、

「……帰るか？　俺もつきあうぞ」

　首を横に振る久遠に、どうして？　と聞くと、熱い目で春太を見てきて、

「……私、頑張らないと……兄様だって、姉様だって、頑張っているのですから……」

　春太が言葉を失っていると……久遠の目から、涙が一粒つぶだけこぼれた。

「……なぜでしょうね。私、何もしていないのに……いつも……」

　彼は親指で、義ぎ妹まいの頬ほおを拭ぬぐう。

（そんなこと、ばかりだよな……）

　春太も捨て子であることをバカにされ、聖せい歌かは妹を救ったために天国を追放され、沙さ枝えは家業を白眼視されて逃げるように転校してきた。

「……帰ろう」

　春太は久遠の手を取り、強引に引っ張った。こんな精神状態の彼女を教室に行かせられないし、一人で帰したくない。

「私も、つき合うわ」

　沙枝がそう言って後ろに続いた時……春太は視線を感じた。

　さっきの少女の取り巻き数人が、下げ駄た箱ばこの陰からこちらを見ている。

　春太が、それを小声で沙枝に伝えると、彼女は靴を履いたあと……息を大きく吸い、そちらへ叫んだ。

「退たい魔ま師しの家系で、何が悪いのよ！　バカ！　私なんか、ＡＶショップ〝ピンクスラッシュ〟の娘よ！」

　ざわついていた昇降口が、シンと静まりかえる。

　彼女はニコッと笑い、「帰りましょ」と久遠の肩をたたいた。

　やばい惚れそう、と春太が思っていると、久遠は外を見て、

「で、でも、すごい雨になってきましたよ？　傘もないし……」

「大丈夫」

　春太が指さした木の後ろから、聖歌が出てきた。その体は、全く濡ぬれていない。

　よく見ると、頭の上に魔力を傘状に展開し、雨をはじいている。

　三人はダッシュして、魔力の傘に入った。久遠は、姉に軽く抱きしめられたあと、

「かなり土がぐしゃぐしゃですから、歩くと靴が汚れますね……えいっ」

　久遠が手を振ると……丸まった絨じゆう毯たんが転がっていくように、法力の足場ができていく。

「この上を歩けば、大丈夫です」

　でも、これでは法力に触れられない沙さ枝えの足が濡れてしまうが……。

「沙枝さんは、兄様に担がれてください……」

「い、いいの？」

「はい。さっき……私のために怒ってくれて、うれしかったです……」

　頭を下げる久く遠おんに、沙枝は微笑した。

　春しゆん太たは、沙枝をお姫様だっこする。

　両サイドを聖せい歌かと久遠に挟まれて、なんだかすごい絵面だが、この豪雨なのでほとんど目撃されないだろう。

　春太も、さっきのことで沙枝に礼を言うと、

「ああ、言っちゃったわ……また、噂うわさになってバカにされるかもね。前の学校みたいに……」

　前髪をかきあげて嘆息したあと、春太を見上げてきて、

「でも私……あなたたちと一緒にいる方が楽しいし、別にいいかな」

「……ありがとう」

　日ひ高たか見み家のことを全すべて知りながらも、こうして接してくれる沙枝に、春太は心から感謝した。

　きょうだい三人は、法力の足場を歩き始めた。春太は沙枝を抱えて恐る恐る進みながら、

「う、うお……なんかグニュグニュする」













「わ、私のおっぱいが？」

「違うわ!!　足場だよ！」

　聖せい歌かと久く遠おんが睨にらみつけてきたので、あわてて否定する。

　だが、沙さ枝えのゴッドおっぱいを間近で見ると、とんでもないボリュームだ。前に九十二センチと聞いたけど、もっとあるんじゃないか……？

　久遠がうつむいて、

「ご、ごめんなさい兄様。グニュグニュって……沙枝さんのおっぱいを揉もんで、発生した擬音かと……」

「違うよ。まったく……」

　春しゆん太たはため息をついて、

「俺の脳内で発生している擬音は、たゆんたゆんだ」

「がっつり見てます!!」

　視界の端で、常にたゆんたゆんしてるから仕方ない。

　だが、この雨の中落としたら大変だ。春太は足下に集中して、歩き始めた。

　少し経たって、「あ、あの……春太……」という弱々しい声が聞こえてきた。

「ん？　どうした、沙枝さん」

「たゆんたゆんしてるんだけど……」

　確かに、春太の脳内にたゆんたゆんは響いている。

「うん、してるね……って、うおおお!?」

　沙枝を見ると……春太の左手が、ゴッドおっぱいを包み込むように触れていた。

（なるほど……人のすべての情報は、脳で処理される）

　さっきから脳内に響いてた、たゆんたゆんは、俺の手が作り、脳へ届いていたのか……。

　そう考え、うなずいた春太に、聖歌の魔弾、久遠の法力弾が左右からぶちあてられた。




　近くの公園に入り、魔力の傘の下で春太は沙枝へ深々と土下座する。

　彼に代わり、沙枝は聖歌にお姫様だっこされていた。

　その横で、久遠が法力モザイクで己の顔を隠し、ヘリウムガスでも吸ったような声で語っている。

「私、見てたんですけどー、あの男がー、もんでたんですよねー」

　どうやら、喉のどに法力を当て、声帯の形を変えているらしい。

　頭の上には、物々しいフォントで空そらメールが表示されている。

〝もくげきしゃは　かたる!!　あめのひの　ちかん!!　もみしだかれし　ばくにゅう!!〟

　どうやら、報道番組の証言者風にしているらしい。すごい細かい、無駄な技術だ。

　久遠はモザイク越しに、ヘリウムガスを吸ったような声で、

「まったく嫌になりますよねぇー、兄様は……」

「兄様って言ってるぞ!?」

　春しゆん太たはツッコみつつも、胸を押さえる沙さ枝えへ頭を下げつづけた。

「ごめんなさい！　沙枝さん！」

「うぅ……私もう、お嫁にいけないわ……」

　沙枝の顔のあたりに、〝けがされし　おとめ〟というテロップ風の空そらメールが表示された。

　沙枝は春太を見、

「こうなったら、春太を婿養子にして、ウチの会社の社長になってもらうしか……」

　久く遠おんは両手を広げて、春太を沙枝から隠す。

「だ、だめです！　兄様を社長にしたら、黒ストのビデオばかり作って、つぶれるに決まってます！」

　聖せい歌かも必死な様子で、

「そうじゃぞ。その後、自暴自棄になり……次々と美女悪魔を召喚し、寿命半分使って使し役えきの契約を結び、淫いん欲よくの限りを尽くすに違いないぞ」

「めちゃくちゃ言うな、俺の家族は……」

　春太はため息をついたあと、

「まあ沙枝さん、それでもいいのなら……」

「否定はしないのね!?」

　否定できるほど、自制心に自信がない。

「じゃ、じゃあ、お母さんに電話を……」

　乗り気になって携帯を出す沙枝を、久遠はあわてて止める。

「だ、だめですよ。汚されし乙女」

「汚されてないわ!?」

　沙枝と、やいのやいの言い合う久遠を見て、聖歌が春太に耳打ちしてくる。

「ふふ、普段通りの久遠に戻ったな……」

　そう言って、少し考えてから、銀髪をかいて苦笑し、

「まあ、これで普段通り、というのも、姉としてどうかという感じだが……」

「いいんじゃない？　俺、久遠のこういう所も、素敵だと思うし……俺たちの足を濡ぬらさないため、〝法力の足場〟なんて発想ができる優しい所と、同じようにさ」

　挙動不審でも、仲間以外とうまく話せなくても、沢山素敵なところがあるのに……なんでみんな、それがわからないんだろう。

　そう考える春太に、久遠が目を向けてきて、

「兄様、ちゃんと婿入りの話を断ってください……」

「ん？」

「そうしないと、空メールで兄様の胸から腹にかけて、巨大な〝妹〟という傷を刻みますよ？」

　優しい発想だけじゃないな、と春太は苦笑して、

「仕方ないな……その傷以外の上半身に色を塗って、〝妹〟って書かれたＴシャツみたいにし、ごまかすか」

「普通に何か着れば、ごまかせると思います!?」

　日ごとに色を変えれば、色違いを何着も持ってる感じになる。

　聖せい歌かは、義弟と妹のやりとりに苦笑したあと、しばし腕組みして考え、よし、と決断し、

「久く遠おん、元気が戻るまで、しばし学校に行かずともよいぞ？　勉強は、妾わらわや春しゆん太たが……うん、ありがとう……沙さ枝えも教えてくれるそうじゃ」

「や、やったぁ!?　ひきこもれる!!」

「やっぱ行けよ!?」

　結構元気かもしれない。

　日ひ高たか見み家へ戻ると、春太は聖歌を地獄へ転送し、三人で地下室の〝時間差の間〟へ行って生育実験の準備をはじめた。サツマイモは四ヶ月で育つため、〝時間差の間〟に植えて、外で待てば、四百八十分……八時間でできる。

　春太はジャージを着て、軍手をはめながら、

「よし、今回は全部、〝あずみいも〟を植えてみるか」

「え、いくつか品種を植えての、比較実験ではなく？」

「うん。この品種が地獄の環境に一番合ってるようだし……これまで行った中で、もっとも最適と思える育成法で育ててみよう」

　うまくいけば大収穫となるが、ヘタしたら全滅だ。

　三人は〝時間差の間〟を何度も出入りした。中では土いじりや観察をし、記録をつける。部屋の外では、三人で勉強したり、空手や法力の鍛錬をしたり、〝お披露目会〟の練習をしたりして過ごした。

　そして、八時間後……収穫の時がきた。久遠がスコップを持ち、土を掘っていく。

　すると……よく育った見事なサツマイモが、ごろごろと出てきた。わあっ、と沙枝が大きな胸の前で、両手を合わせる。

　三人は、それから夢中で収穫した。どこを掘っても、沢山出てくる……地獄の環境でも、ここまで育つのだ。部屋の隅には、サツマイモが山と積み重なった。

　久遠は春太の腕を掴み、飛び跳ねて笑った。

「やりましたね、兄様！」

「うん……」

　きっと、学校へ行くよりも、ずっと尊いことをしている。

　人間と悪魔が協力し、試行錯誤してできたもの。

　三人は、笑顔でハイタッチした。





七章




　春しゆん太たが地下室に降りると、久く遠おんは聖せい歌かと隣り合って座り、何か夢中で話し合っていた。

　義ぎ妹まいの近くに、ノートが置いてある。期末テストだけは行くつもりらしいから、その勉強かな？　と軽い気持ちでのぞきこむと……。

「？」

　そこに書いてあったのは……左右逆さまな字、「鏡文字」だった。久遠はとろけそうな笑顔でノートを指さし、

「……え、えへ、えへへ……絶対びっくりしますよね？　ね？」

「……まあ、確かにね。これはすごいインパクトだわ……」

　聖歌が姉モードの口調だ。それほど、重要な話なのだろうか？

「わかったわ。これでいきましょう……恨みっこなしよ」

「はい……ま、負けません、姉様」

　姉妹は、不安げに見つめ合ったあと、励まし合うように両手で握手を交わした。

　なにしてんの？　と春太が声をかけると、

「うわあああぁあああ!?　兄様ぁああああ!?　見ないでぇえええ!!」

　久遠は飛びすさって、ノートの上に亀かめのように伏せる。聖歌は赤く染まった顔を伏せ、階段を駆けあがっていってしまった。

「??　ご、ごめんな。なんか邪魔したみたいで……」

　触れるのがまずいような雰囲気なので、春太は久遠の横に座り、縫い物をはじめた。

　義妹はノートを隅に追いやったあと、ごまかすように、

「あ、あの、これを見てくださいっ。ここ数日の練習で、だいぶうまくなりました」

　久遠は、地下室の隅に立つ、春太で型どりした法力フィギュアを指さした。ただし、前のように肌色ではなく、真っ黒である。

　久遠が指を動かしながら念じると、フィギュアは生きているかのように歩き、踊った。

　続けて、フィギュアを体の比率そのままに、天井まで届くほど拡大する。久遠が十年以上、たゆまず続けていた法力訓練のたまものだろう。

「おお、すごいな……」

　これは、サツマイモの「お披露目会」における余興の準備だった。

　召喚により、地獄から十数名の悪魔を招待し、人間界を観光したあと、サツマイモを試食してもらう。普及につながれば、聖歌が懸念した地獄の栄養状況……その改善の一助となるだろう。

　聖歌は農業に従事する悪魔を招待したが、その子供たちからも地上に行きたいという申し出がきた。ベルゼバブは渋ったが……聖歌が、未来を担う子供達に、地獄以外の環境を見せるのも悪くないと考え、許可したのだった。

　春太が、法力フィギュアを活用した子供向けの余興のアイデアを出したところ、久遠は乗り気になり……フィギュアを自在に操ったり、大きさを変える練習をしているのだ。

　久く遠おんは、チクチク縫い物をする春しゆん太たの左肩に寄りかかってきて、

「私の技で、悪魔の子供達、喜んでいただけるでしょうか……」

「花火だって、うまくいったろ？　大丈夫だよ」

　久遠はここ数日学校へ行っていないが、勉強したり、生育実験のデータを整理したり、〝お披露目会〟の練習をしている。

　有意義に過ごしてはいるようだが、春太は最近こもり気味な義ぎ妹まいに、気分転換をしてほしかった。

「なあ、聖せい歌か姉ちゃんや沙さ枝えさんと、海に行かないか？」

「え……？　い、行きたいです。水着も、この前姉様と買いましたし。でも……」

　久遠はモジモジする。恥ずかしがり屋のため、知らない人に肌を見られることを嫌がるのだ。

　大丈夫、と春太は笑って、

「なんか、沙枝さんち、プライベートビーチ持ってて、そこに招待してくれるってさ……ご飯も出してくれるって」

　すごいですね、と微笑ほほえむ久遠に、

「あと、ラファ……雷らい火かもくるから」

　ラファエルに話したところ、「聖歌の水着!?」とえらい食いついてきたのだ。彼女に日ひ高たか見み家の事情を話したところ、理解してくれたと久遠たちには説明してある。

　春太は苦笑して、

「まあ、プライベートビーチ以外で黒ストかぶってると、捕まるからな……」

「あのスタイルで行くんですか!?」

　聖歌に顔バレしたくないらしいから、仕方ない。

　久遠は両手をこね、横目で、

「あ、あの……そんなに、顔に黒ストがいいんですか？」

「……」

　正直、全くいいとは思えない。

　だが……恩人ラファエルは聖歌の前で、顔を隠さなければならない。

　そのためには、俺が泥をかぶらなければ……すでに泥まみれな気もするが。

「ま、まあ、最近アリかな……と思い始めている」

　そうですか……と久遠は形のいい胸元を押さえ、意を決したように、

「じゃあ……私、海で水着になってから、姉様や沙枝さんに言って、みんなで黒ストをかぶりましょうか？」

「なんの集団だよ!?」

　春太を教祖とした、何かの暗黒教団のようだ。

　春太はため息をついて、

「仕方ない。俺も黒ストをかぶって、手をつないで輪になり、地獄の宰相を喚よぶか」

「ベルゼバブさん、喚ばれた瞬間半泣きになると思います!?」

　地上に出てきた瞬間、水着姿の覆面集団に囲まれたら、そりゃ不安だろう。

　その後二人は、聖せい歌かやベルゼバブも交えて、〝お披露目会〟の練習を行った。




　翌日の昼間、春しゆん太たはあまりの暑さに顔をしかめ、ビーチを歩いていた。

〝ピンクスラッシュ〟の女社長である沙さ枝えの母が運転するクルーザーで、この島に来たのである。Ｔシャツ、ジーンズに、黒ストをかぶって集合場所に現れたラファエルの格好は衝撃的だった。

　葛か西さい市しの沖合に浮かぶこの島は、まるまる、沙枝の家の持ち物らしい。長さは五百メートルほどしかないが、中心に森もあって多様な自然が楽しめそうだ。

　久く遠おん、沙枝、聖歌、ラファエルは、浜辺にある別荘で着替えている。

「あちち、まるで、熱したフライパンだな……」

　水着に着替えた春太が、つま先立ちでビーチを歩いていると……。

「に、兄様、お待たせしました」

　振り返ると……そこに、白いビキニを着た義ぎ妹まいがいた。

「久遠の水着姿!!」

　春太は大喜びして、フライパンのような砂浜をゴロゴロ転がった。熱さなどまるで気にならないほどの衝撃であった。

　白いビキニに包まれた、形のいい胸、くびれた腰、そして、脚は、脚は……!!

　砂まみれの義兄を、久遠はうれしそうに、膝ひざに手を当てて見下ろしてきた。

「ふふ、兄様は、二十デニールの黒ストを穿はく私が一番好きではなかったのですか？」

　春太はその言葉を耳に入れず、ひざまずいて、砂を握りしめ、涙目で見上げながら、

「久遠、おまえは、ついに……ついに、黒ストにおける無我の境地、０デニールの世界に入ったか……」

「素足です!?」

　昭和初期に活躍した作家・中なか島じま敦あつしの名作に「名人伝」というのがある。

　弓の達人を目指す主人公は、技を磨き続け……極めた末に、ついには弓すら持たないようになったという。

「真の達人とは、そのようなものなのだよ」

「ただ、水着に着替えただけです！」

　どちらかといえば春太が、黒スト愛好の達人といえよう。

　続いて、緑のビキニを着た沙枝が歩いてきた。久遠はたゆんたゆん揺れる凶悪な水すい蜜みつ桃とうを見て、

「沙枝さん、やっぱり凄すごい体です」胸の前で両こぶしを握り、「でも、０デニールの世界に入った私だって……」

「沙さ枝えさん、君も、０デニールの世界に入ったんだな……」

「けっこうゆるい!?」

　度肝を抜かれる久く遠おんを横目に、今度はラファエルがやってきた。赤いビキニに、黒ストをかぶっている。

「雷らい火かさんも、脚きれいです……でも、黒ストかぶってますし、さすがに０デニールの世界には……」

「雷火、お前も、０デニールの世界に入ったんだな……」

「かぶっててもＯＫ!?」

　久遠は愕がく然ぜんとし、春しゆん太たの両肩をつかんでガクガク揺らし、

「結局、兄様は美脚なら、なんでもいいんじゃないですかぁ!?」

「まあそうなのだが」と答えた春太は、法力で二百メートルほど沖合に吹っ飛ばされる。

　クロールで戻って来て、ザバーと海からあがり、

「よし、記念写真でも撮るか！」

「春太、あなたは大物ね……」

　頬ほおをひきつらせる沙枝を横目に、春太はリュックからカメラを取り出した。

　それを見た沙枝が、

「春太……私も、カメラ持ってきたの。撮影してあげましょうか？」

「ありがとう、沙枝さん。すまないな、何から何まで……」

　春太は自分のカメラを見て、苦笑する。

「うちのデジカメ、すごく安いから、あまり綺き麗れいに写らなくてさ……三千九百円くらいだったかな？」

「ふうん。ウチのは……」

　沙枝は一度小屋に戻り、馬ば鹿かでかいカメラをかついできて、

「三百二十六万円よ」

「業務用じゃねーか!!」

　家業で使っているビデオカメラだろう。

　沙枝は不満げに唇をとがらせて、

「し、仕方ないじゃない。私の家にはこれしかないんだもの……」

　まあ、それなら仕方ないか……。

　大げさなリアクションして悪かったな、と思っていると、沙枝は素人とは思えない鮮やかな手つきでカメラを操作し、久遠にレンズを向ける。

「沙枝さん、頑張ってくれるのは嬉しいんだけど、目が怖いんだが……」

「そんなことはないわ……はい、久遠さん、準備体操して」

　沙枝は、しなやかな肢体をくねらせる久遠の周りを歩き、様々なアングルから撮り終えたあと、カチンコをならして、

「はいカット！」

「友達の撮影に、カットなんて使わないぜ!?」

　沙さ枝えはサングラスをかけ、頬ほおと肩でカメラを挟んで腕組みし、テキパキと指示を出す。

「久く遠おんさん、じゃあ次は砂浜にある、レール際を走って」

「え？」

　なんか今、変な単語が聞こえたような……。砂浜に、レール？

　よく見ると、確かに設置されている……春しゆん太たがその異様さに絶句していると、沙枝の「アクション！」という声のあと、久遠は言われたとおり、レールに沿って走り始めた。

　形のいい胸が、小刻みに揺れる。その姿は、健康的なグラビアアイドルのようだが……。

　レールの上を……オリンピック百メートル走の撮影で使うような無人カメラが、シャアー！　と久遠に併走し、彼女をローアングルから撮影した。

「はいカット！」

「待て待て待て待て!!」

　いつの間にかメガホンを持ち、折りたたみイスに足を組んで座る沙枝に、春太は詰め寄った。

　彼女はサングラスを額にずらし、「どうしたの？」と怪け訝げんな顔をする。

「完全に撮影じゃねーか!!」

「え、撮影だけど……？」

「本格的すぎて怖いんだよ！」

　流通に乗せられそうな恐怖すらある。

　春太の剣幕に、沙枝はうつむいて唇を噛かみ、

「わ、私っ……友達と海に来るの、初めてだから、一生懸命撮影して……出来たら、あなたたちにもあげようと思ったのに……」

「ご、ごめん……」

　考え過ぎだったな、と春太が反省していると、

「ちゃんと工場でプレスして、あなたたちに配ろうって……」

「いるか、工場!?」

　何枚作るんだよ、と春太が思っていると、沙枝は悲しげに大きな胸をかき抱いて、

「家族にも見せて、〝久遠さん。私のお友達。とってもいい子なの〟と紹介しようと思ったの……」

「そうなのか……」

　仲のいい親子なのだろう……友達、という言葉に、久遠が嬉うれしそうにハニかんでいる。

「お母さんに、〝将来、ウチの柱になる子よ〟って……」

「なんの柱!?」

　ただの女優の発掘だ。

　久遠はおびえて、春太の後ろに隠れてしまう。

「わ、私っ……そういうビデオに出るのは、ちょっと……」

　だよなあ、と思っていると、久く遠おんは春しゆん太たの背中に、頬ほおを二度、三度すりよせてきて、

「兄様がカメラマンかつ……その、相手でなければいやです」

「……え？」

「二枚だけの限定販売。手に入れられるのは兄様と私だけで」

「それは、ただの記念じゃないか……？」

　カップルの思い出のようだ。

「で、でも、お前……」

「兄様でなきゃ、だめなんです……」

　春太が振り返ると、熱い目をした久遠と目が合った。沙さ枝えが何やら焦った表情をする。

　え、俺、久遠と共演して、いいの？

　春太は、茹ゆだった頭で、妙な質問をする。

「た、タイトルとか……考えてるのか？」

　久遠は頬を染めてうつむき、へその前で両手をこね、可か憐れんな唇を開いて、

「〝黒髪大和撫子なでしこ、触手凌りよう辱じよく〟です」

「せ、攻めるなあ……」

　久遠は以前〝春太が、悪魔に触手のバケモノにされ、町と自分を襲う〟妄想をしていた。

　何らかの呪じゆ法ほうで、俺を触手のバケモノにしてもらうつもりかな？　と春太が思っていると……。

　久遠は、染まった頬を両手で隠し、

「その内容は……私が作った触手状の法力に、兄様がひたすら攻められるものです」

「おまえ、触手凌辱する側かよ!?」

　映像で見たら、春太がエア触手で悶もん絶ぜつし、自分撮りしてるだけだ。

「パッケージは、さっき沙枝さんが撮った私の映像からで……」

「パッケージ詐欺にもほどがあるな!?」

　俺が購入者なら、地獄四し天てん王のうを召喚して殴り込みをかけるかもしれんな……と春太が思っていると、沙枝が細い顎あごに手を当て、つぶやく。

「ふむ、アリかもしれないわね……」

　黒ストをかぶって立つラファエルを見て、

「黒子さん、準備お願いできるかしら」

「誰だれが黒子だ!?」

　その姿は、確かに黒子に見えなくもない。

　スクール水着姿の聖せい歌かが、パタパタ飛んできて砂浜に降り立った。

「お待たせ。なんじゃ、ずいぶん盛り上がっとるな。なんの話をしておったのか？」

「架空のＡＶの話」

「おまえら、もっと健全に過ごさんかい!?」

　相変わらず、悪魔王が一番の常識人だった。

　事情を説明すると……四人は浜辺に正座させられ、悪魔王の説教を受ける。

　聖せい歌かは、薄い胸の前で腕組みしながら、ジト目で沙さ枝えを見下ろし、

「だいたい沙枝よ。おまえは家業に対して、そんなに積極的なスタンスだったかえ？」

　沙枝は耳まで真っ赤にして、体を縮こませる。二の腕による圧迫で、胸が大変なことになっていた。

「ごめんなさい……久く遠おんさんという究極に近い素材を見て、幼い頃ころから帝王学を受けていた私の心に、火がついて……」

「なんの帝王じゃい……」

　聖歌はため息をついたあと、ハッとして、

「沙枝、この島がプライベートビーチというのは、もしかして……」

　彼女は頬ほおを染めて、ハイとうなずき、

「だって、私有地じゃないと公然猥わい褻せつで、つ、捕まりますから……」

「撮影のための島かえ!?」

　やはり、そうだったか。

　春しゆん太たは右隣に座ったラファエルを見る。四大天使として、そういう猥褻ビデオの島にいることを、どう思っているだろうか……。

　だが、ラファエルはぶつぶつと、

「ああ……聖歌の水着姿……！　可愛かわいい……!!　滅め茶ちや苦く茶ちやにしたい……！」

「……」

　大天使は、黒ストで顔がゆがんで視線がわからないのを利用し、聖歌をガン見しているらしい。

　地獄の宰相を喚よんで、まともな人の割合を増やそうかと春太が思っていると……久遠が二の腕を引っ張ってきて、ラファエルを手で示し、

「兄様……雷らい火かさん、さすがにこの格好ではお気の毒です」

　そうだそうだ、と聖歌と沙枝が同調する。

「妥協案として、ビキニの上に、黒ストをお穿はかせになっては？」

「なにを馬ば鹿かな……」

　春太が断ろうとするのを見て、ラファエルが「すまないな……」と感動している。

　待ってろ。今断るぞ。

　……。…………。

　いや、よく考えると、アリだな……。

　それに黒ストを外せば、聖歌姉ちゃんと彼女、腹を割って話し合えるかもしれない。うん。

「そうしよう」

「おぉい日ひ高たか見み!?」

　ラファエルが悲鳴をあげる。

「あれ、どうして雷らい火かさんが嫌がるのですか？」

　首をかしげる久く遠おんに、大天使は黒ストで歪ゆがんだ顔の両サイドでダブルピースをした。ある意味アヘ顔かもしれない。

「なぜなら……私、いつのまにか、黒ストかぶるの大好きになったのさ!!」

「……そうですか……」

　久遠、沙さ枝え、聖せい歌かが、悲しげな目をした。

　ラファエルが海に飛びこんでいったのは、涙を隠すためだろう。

　頑張れよ、と思いつつ、春しゆん太たは久遠たちとスイカ割りをはじめた。




「それ、沙枝さん！」「やったわね！　ほら、雷火さんも！」「ははは、こら！」

　スイカ割りを終え、きゃいきゃい水をかけあう三人の少女を見て、春太は、うわ、レベル高たけえ……と思った。一人不審者は混ざっているが。

　浜辺に座る聖歌はそれを見て、ペタペタ胸を触ったあと、はぁ～……とため息をつく。

　この旅行を沙枝と企画したのは、堕天して以来働きづめだった聖歌に、骨休めしてもらうためでもある。

　ため息つかせちゃダメだよな、と春太は義ぎ姉しの横に座り、

「聖歌姉ちゃん、どうしたの？」

「……久遠も沙枝も、雷火も、なんてすばらしいボディであるか……それに比べ、妾わらわときたら悪魔王なのに、妖よう艶えんさのかけらもない……」

「聖歌姉ちゃん、そんなの気にすることないよ」

「春太……」

　頬ほおを染めて見上げてくる聖歌に、春太はにっこり微笑ほほえみかけ、

「気にするとしたら、いい年をしてスク水を着ていることだと思うがごぼぼぼぼぼぼ!?」

　聖歌に後頭部を鷲わし掴づかみにされ、海に顔をつけられる。

　ぺっぺっ、と海水を吐く春太を、聖歌は顔を近づけて睨にらみ、「ふざけたことを言っとると」と前置きしてから、

「お前に石化呪じゆ法ほうをかけて、イソギンチャクがいっぱいいる磯いそに半はん年とし間沈めてから、元に戻すぞ？」

「解除されたとき、体がイソギンチャクだらけだな!?」

　体が触手まみれとなる、とてつもなく恐ろしい罰だ。

　春太はうなずき、

「わかった……せめて、〝黒髪大和撫子なでしこ、触手凌りよう辱じよく〟を撮影してからにしてくれ。触手まみれの俺が久遠に復ふく讐しゆうする、続編を撮るから」

「触手凌辱された恨みを、触手の化身になって晴らすというのか!?」

　内容がニッチすぎて、沙枝がスポンサーに付かないおそれがある。

　春太は「あ～、その……」と照れくさそうに頭をかいて「ん？」と首を傾かしげる聖歌に、

「聖せい歌か姉ちゃんは……その、とっても可愛かわいいじゃないか。だからその……あまり、気にすることないと思うよ」

「……ふん、まったく、お前は……誰だれに似たのであろうな？」

「いや、聖歌姉ちゃんじゃないかな……今のあなたを見たら」

　満面の笑顔で、フライパンのような砂浜をゴロゴロ転がる聖歌の姿は、さっきの春しゆん太たそっくりだ。

　聖歌は「はぁはぁ」と息を荒げたあと、砂を人差し指でぐりぐりしながら、

「あ、あり……がとう……すごく、嬉うれしい……」

「う、うん……」

　なんかいい雰囲気になってきた。

　久く遠おんと沙さ枝え、ラファエルが手を止め、むむっと拗すねたように、こちらを見ていた。

　沙枝が大きな胸を揺らして、不機嫌そうにこちらへ歩いてくる。

「ねえ、二人きりで、何を話していたの？」

「〝黒髪大和撫子なでしこ、触手凌りよう辱じよく〟の続編の話」

「ならばいいわ」

「いいのかよ!?」

　最近沙枝のキャラが崩れつつあって、ちょっと怖い。

　五人でひとしきり遊ぶうちに、午後四時になった。

　ちょっと早いけど夕食の準備をするわ、と言って沙枝が小屋に入ったあと、困った様子で出てきた。

「どうしたの、沙枝さん？」

「ある程度食料や水の用意があるはずなんだけど、手違いからか、なにもないの……ポリタンクとか、全部空……。釣り具……釣つり竿ざお、餌えさ、網はあるけど……」

　沙枝は水すい蜜みつ桃とうを二の腕ではさみ、しゅんとした。

「チェックしなかった私が悪いわ……」

　そんなことは、と春太が言い掛けたとき、沙枝が、

「レール無人カメラの電源は、しっかりチェックしたのだけれど……」

「優先順位がおかしいな……」

　だが、沙枝に頼りすぎた自分たちも悪かった。スイカや、夜の花火は春太が準備したのだが。

　彼は一度手をたたいて、明るく言う。

「明日また迎えが来るんだから、それまでなら、なんとかなるよ……島の探検がてら、みんなで水を探しに行かないか？」

　うなずいた聖歌が羽を使って飛ひ翔しようし、東の方を指さした。

「あそこに小さな川があるぞ。森を通って遡さかのぼっていけば水源があるのではないか？」

　沙枝が聖歌を見上げて、

「本当に便利ね……」

「よし、じゃあ行こう！」

　皆で靴を履き、探検の準備をする。春しゆん太たは森の入り口に生えていた草を取り、足に擦こすりつけはじめた。

「みんな、虫には気をつけよう。この草の汁を体に塗れば、虫むし除よけになるから」

　久く遠おんが形のいい胸を張る。

「ふふふ、兄様は、サバイバル知識もすごいのですよ。食べられる草とかもわかります」

「へえ、すごいわね。どうしてそんなこと、覚えたの？」

　感心する沙さ枝えに、春太は表情を失い、

「養と父うさんがいつ失業しても、生きていけるようにな……」

「……」

　理由は切なかった。

　聖せい歌かが、銀髪を梳すきながら苦笑しつつ、

「本当に困ったら妾わらわを地獄に転送すればよい。何か使える物をもって、召喚されるからの」

「私、すごい人たちと友達になったものね……」

　まあ、そこで黒ストかぶってるのは、神に直接使えてる四大天使だしな。

　久遠は、沙枝の背を撫なでて、

「沙枝さん、大丈夫です。切り替えていきましょう」

　優しい友人たちに、沙枝は「……うんっ！」と笑って、人差し指で涙をぬぐった。

　四人の後を、沙枝はカメラをかついで、続く。

「〝さあ、突如始まったサバイバル生活。四人の女たちは、唯一の男である春太が豹ひよう変へんし、獣のように一人ずつ毒どく牙がにかけていくことを、想像すらしていなかった……〟」

「本当に忘れたんですか!?　企画じゃないですよね!?」

　切り替えすぎの沙枝だった。

　夏なので、四時でもまだ明るい。皆で森の中を川沿いに進んでいくと、間もなく水源らしき綺き麗れいな泉を見つけた。

「お、これなら飲めるんじゃないか？」

　喜ぶ春太を横目に、沙枝が水をすくい、わずかに眉まゆをひそめる。

「でも、ほんのちょっとだけ濁ってるわね。雨でも降ったのかしら……？」

「よし、煮しや沸ふつし、蒸じよう留りゆうしよう」

「なるほど、それで不純物はほとんど取り除かれますね」

　さすが兄様です、と両手を合わせて微笑ほほえむ久遠に、春太は、

「そして仕上げは、久遠の黒ストでろ過しよう」

「ろ過、いります!?」

　さすが春太ね……と沙枝が一歩引いた。

「だ、だめですよ。兄様、そんなことしちゃ！」

「確かに、万一の場合のろ過を考慮せず、糸の密度が低い二十デニールを穿はいてきたお前の責任は問われるべきだが……」

「ろ過を考えて、黒ストを選びません！」

　それに、二十デニールが似合うと言ったのは、兄様ですっ、と久く遠おんがすがりつく。

　ラファエルが胸の前で腕組みし、

「日ひ高たか見み、バカなことを言うな」

「そりゃ、雷らい火かはろ過せずに飲んでも、かぶった黒ストの口の部分でろ過されるからいいだろうが……」

「黒ストごしに、水を飲まんわ!!」

　アホなやりとりをしたあと、ポリタンクに水を詰めた。

　海辺へ戻って、話し合い……サバイバルに長たけた春しゆん太たが食料を確保する間かん、調理する女性陣は体を洗うことになった。

「では春太、妾わらわたちは川で水浴びをするからの……のぞいてはいかんぞ」

「聖せい歌か姉ちゃん、俺、まったくのぞかない自信がないんだけど……」

「そこまで正直に言える者も、なかなかおらんだろうな……」

　姉妹に、沙さ枝え……それにラファエルもいる。自分が獣と化さない自信がない。

「だから、俺を石にして、海に沈めてから入ってくれ」

「逆に男らしいな!?」

　春太は全身に魚の餌えさを巻き付けたあと、石にされ、水中に放り込まれた。

　聖歌の石化呪法は、石状態でも意識があり、ものを見る事ができる。呼吸は不要だ。

　春太は海底に沈みながら、体に巻き付けた餌に、魚が集まってくるのを見ていた。

　二十分ほどして……聖歌が解除したらしく、石化がとけた。

　春太は、油断しきって餌を食べている魚たちを、右手に持っていた網で一網打尽にする。ついでに、海底のウニやアワビをとり、浜辺へ戻った。

　水着から私服に着替えた皆が、あっけにとられて見てくる。

　ワンピース姿の聖歌がかけよってきて、獲物を見てパアッと顔を輝かせ、

「うわぁ、すごいご馳ち走そうができるのう……」

「ははは、俺が水浴びしてる間に、調理しといてくれ」

　春太が川へ向かおうとしたところ、聖歌がうつむいて、

「あ、春太……一つ、大きな問題がある」

「え……」

　悪魔王は羽を力なく垂らし、憂いに満ちた顔で、

「漁業権は、大丈夫じゃろうか……」

「漁業権を心配する地獄の王も、史上初だろうな……」

　罪に問われたら、お姉ちゃんが一緒に謝ってあげるからね、と聖歌は姉モードでオロオロしたが、沙さ枝えに聞いたところ大丈夫だったので、すごくほっとしていた。

　豪勢な海鮮料理を食べたあとは、花火をして遊び……聖せい歌か達は小屋で眠りについた。

　寝付けない春しゆん太たが外へ出て、浜辺を歩いていると、覆面をした不審人物と遭遇した。

「うぉ!?　強盗か!?」

「私だ私！　ラファエルだ！」

　突然出てきたからさあ、と春太が言うと、ラファエルは、「はっ」と鼻で笑い、

「馬ば鹿かめ。常識的に、こんな孤島に強盗がでるわけなかろう」

「まさか、黒ストをかぶった大天使に、常識を語られるとは……」

　言わないでくれ……とラファエルは、木に両手をついたあと、ふう、と黒ストをはずす。

　鮮やかな赤い髪が、月明かりに輝く。ぞっとするほどの美び貌ぼうだが、黒ストのあとが頬ほおについているのが切ない。二人並んで座り、暗い海を眺める。

「……しかし、お前たちは不思議だな。悪魔と戦う家の者なのに……ベルゼバブなどの悪魔と仲良くしている。天使も、そうあればいいのだがな……」

　ラファエルの理想は、天使と悪魔が手を取り合うことだったと、聖歌から以前聞いた。

「聖歌姉ちゃん、ラファエルのことを、恩師だって言ってたよ。教わったことが、地獄ですごく役に立ったって」

　ラファエルはうつむき、奥歯をぎりっと噛かみしめる。

　喜ぶかと思ったのに……怪け訝げんに思いつつ、春太は続けた。

「だから、もしよかったら、黒ストなしで接し、仲直りしてみたら……」

「……私が、聖歌を地獄に落とした、と言ってもか？」

　え……と言葉を失う春太を横目に、ラファエルは石を海へ投げ、

「私はな……はじめから堕天させるつもりで、聖歌を天使としてスカウトし、医師としての教育を施したのだよ」

　聖歌が天使となる前……地獄は流行はやり病やまいに襲われ、危機に瀕ひんしていた。

　ラファエルは心を痛めた。大天使である自分は堕天もできず、地獄へは絶対に行けない。自分の医学知識さえあれば、たくさんの悪魔を救えるのに。

　そこで、医大在学中に死んだ聖歌に目をつけ、天使にし、医学を教え、そして……。

「聖歌に〝死者の書類〟に家族の名が書かれていることを教えたのだ。彼女なら、堕天を恐れず助けにいくだろうと思ってな」

　事実そうなったよ、とラファエルは星空を見あげて、

「聖歌は地獄で、うまくやってくれた……まさか、サタンになるとは思わなかったがな」

　自分を責めるように、両手で赤髪をかきむしる。

「私が四大天使の権限を使い、お前の家の〝ドア〟を一週間限定で開いたのは、罪滅ぼしのためだったのさ……」

　春太の心に……怒りはわいてこなかった。

　ラファエルの判断で多くの悪魔が救われたし、一度死んだ聖歌が、家に戻ってきたのは確かなのだ。数々の困難があったとはいえ……義ぎ姉しは今、幸福に暮らしている。

「私は卑ひ怯きよう者なんだ。天国のシステムを変えようとせず、だまして聖せい歌かを地獄に送り込んだ」膝ひざに顔を押しつけ、頭を抱えて、「……あの恐ろしい神に、正面切って逆らうのが、怖い。怖いんだ……」

　嗚お咽えつする彼女にかける言葉が見つからず、春しゆん太たがうつむいていると……。

「どうしたのだ、二人きりで？」

　聖歌が飛んできたため、ラファエルは慌てて黒ストをかぶった。髪がぺったりとなって、片目を隠してしまっている。

　くくく、と聖歌はその様子を見て笑い、

「雷らい火かよ、今度妾わらわ達は、ある催しを考えていてな……どうじゃ、お主も見学にこぬか？」

「催し……ですか？」

「うむ。人と悪魔との可能性を考えた催しじゃ……お主が目指しているものの、参考になるかもしれぬ」

　ラファエルは、ハッとして、顔を伏せて小屋へ駆けていった。

　ふう、とため息をつく聖歌に、春太は、

「聖歌姉ちゃん……もしかして、あいつの正体に気づいたの？」

「ラファエル様であろう？　ずっと弟子として教えを受けてきたのだ」

　それに、と聖歌は前置きして、

「黒ストかぶらされて大喜びする女など、どこにおるかい」

「いないのか……」

「なんでガッカリしとるのよ!?」

　まあ、さすがに冗談だが……と春太が言うと、聖歌は、

「ラファエル様は、天使と悪魔が助け合う世界を目指しておった……。人と悪魔が助け合う姿を見て、何かを感じて欲しいのだが……」

　聖歌は首を何度も振り、

「だが、今日も、とっても楽しかったぞ。こんなに楽しかった日も……」ニヤリと笑って、「こんなにどん引きした日も、久しぶりである」

「それは、感情豊かな日だな……」

　春太は苦笑した。架空のＡＶとか、黒ストでのろ過とか、心当たりがありすぎる。

　聖歌はワンピースの裾すそをつまみ、波とたわむれながら、

「お前が、この旅行を提案したのは……傷ついた久く遠おんを元気づけるためであろう？」

　あと、聖歌に骨休めしてもらうためなのだが、照れくさいので黙っておく。

　春太はうなずき、

「久遠は、笑顔が一番可愛かわいいからな……」

　春太……と優しくほほえむ聖歌に、

「凛りんとした顔や、ヘタレて涙目になってる顔も、一番可愛いが……」

「同点首位であるな!?」

　いつも可愛かわいいので仕方ない。

　そんな事を話していると……頬ほおを染めた久く遠おんと、その肩を抱く沙さ枝えが歩いてきた。

「あ、あの……私を元気づけるためだったのですか……？　そうだったらいいな、とは思っていたのですけど……」

　聞かれてた……春しゆん太たは恥ずかしくなり、頭をガリガリかく。

　沙枝が、「いいなあ」と手を後ろで組んで見上げてきて、

「じゃあ私は？　なぜ私と行きたいと思ったの？　この島が、私の家のものだから、だけ？」

　沙枝は、一緒にいるとすごく楽しいからだ。だが、それを言うのはどうも恥ずかしく……春太は、頬を人差し指でかいて、

「違うよ。水着ごしのゴ、ゴッドおっぱいを、見たいからとか……」

「……ひ、ひどいわ」

　沙枝が両手で顔を覆うと、聖せい歌かと久遠が、さげすんだ目で見てくる。

「春太、どん引きじゃぞ……」「最低です……」

「ご、ごめんなさい！　沙枝さん！　本心じゃないんだ……いや、本心だけど、照れ隠しだったんだ！」

　春太はまたも土下座し、額を砂にこすりつける。

「いえ、許さないわ……」

　沙枝は目つきを鋭くして、久遠に耳打ちする。義ぎ妹まいはいたずらっぽく笑って頷うなずいたあと、春太に手のひらを向けてきて、

「いきます……えいっ、〝法力触手〟！」

「い……う、ぬおおおお!?」

　全身を、久遠の手から伸びた無数の触手にまさぐられる。あまりのむずがゆさに、春太が浜辺を逃げまどっていると……。

　シャアー！　と、無人カメラがレールの上を併走してきて、撮影をはじめた。

　沙枝が月明かりの下、手を振って、

「春太ー、工場に連絡をしておくわね」

「ＤＶＤをプレスする気か!?」

　続いて沙枝は耳に携帯を当て、

「あ、お母さん？　私、次代の柱を見つけたの。そう、昼間の男の子なんだけど……」

　これが次代の柱なら、〝ピンクスラッシュ〟はつぶれると思う。

「ち、違うわ。経営の柱じゃないわよ。お母さんったら～……」

　沙枝がなぜかノロケるのをよそに、春太は体中を法力触手でまさぐられ、砂まみれになって悶もだえた。

　歩いてきた久遠が、膝ひざに手を当てて見下ろし、

「どうです。体は屈しても、心は屈しませんか？」

「くっ……体と心は屈しても……言葉は屈しないぞ。やめろ久く遠おん」

「気持ちいいのに、ただの強がりです!?」

　すでに心は屈している。

　春しゆん太たは凌りよう辱じよくされつつ、撮影された後、息も絶え絶えに聖せい歌かのところまでやってきた。

「わ、わかった。今助けてやるから、な？」

　春太は決意を込めた瞳ひとみで、

「いや、俺を石にして……イソギンチャクがいる磯いそに、半年間沈めてくれ」

「触手の化身となって、久遠に復ふく讐しゆうするつもりか!?」

〝黒髪大和撫子なでしこ・触手凌辱〟の続編だ。

　いつのまにか戻って来たラファエルが腕組みして、

「それが、人と悪魔の可能性か……」

　全身をイソギンチャクまみれにして義ぎ妹まいを凌辱することは、人類より春太の可能性と言った方が正しい。













八章




「エルオヒム・アイシア・エルオンアデナイ……出いでよ……ええと、アルゴ、マルコ、カルシオス、エルダ……」

　日ひ高たか見み家の庭で、春しゆん太たは、聖せい歌かから貰もらった名簿を見ながら、悪魔を次々と召喚した。

　大人悪魔が十人、それに男の子悪魔と女の子悪魔が五人ずつ……地獄で農業を営む家の者たちらしい。人間とあまり見た目が変わらない者が多い上に、万魔殿パンデモニウムの衣装係が用意したシャツやジーンズなどを着ているため、パッと見では外人の集団にしか見えない。

「はい、こちらに集まってくださいね」

　初めての人間界にざわつく悪魔たちを、沙さ枝えが誘導する。ふだんからベルゼバブなどの大悪魔と接しているだけあって、全く臆おくしていない。

　今日の目的はサツマイモの紹介だが、その前にちょっとした人間界観光ツアーや、余興をすることになっている。

「さすがに悪魔のみなさん、興奮してるわね……」

　駆け寄ってきた沙枝に、春太は答えず膝ひざを地につけ、両拳こぶしを突き上げ、背をそらして天を仰ぎ、叫んだ。

「うおぉぉおおおおおおおおおぉおバスガイド久く遠おんうぉおおお!?」

　初地上の悪魔たちよりも、ずっと興奮している。

　そう……今日の久遠は、バスガイド姿だった。帽子をかぶり、スーツを着て、白い手袋で包まれた手に小さな旗を振っている。そして、パンプスに、黒いストッキング。

　照れ笑いする久遠の前で、春太は土を両手で何度もたたきながら、

「あぁ……!!　やっぱり久遠は、二十デニールの黒ストが最高だなあ!!」

「０デニールの世界は!?」

　そんなのあったか？　と春太は思いつつ、額の汗をぬぐい、沙枝に言った。

「ふぅ。自分でこの服を仕立て、心の準備をしておいてよかったよ」

「それでこの喜び方なの!?」

　不意打ちで見たら死ぬかもしれない。

　観光のガイド役・久遠は、「じゃあ、いいい、いってきます」と、ヒザとヒジを真まっ直すぐに伸ばしたぎこちない歩き方で、ざわつく悪魔たちの前に立った。とても小さな声で、

「……こん、にち、は……」

　悪魔たちは、全く久遠の方を見ない。久遠はオロオロして、

「あ、あの……みなさん、私の話を……」

　春太が一喝した。

「みんな、静かにしようぜ！　ガイドさん困ってるだろ!?」

「修学旅行のバスでテンションあがってる、ヤンチャな生徒みたいね……」

　沙枝が柔らかくつっこむ。

「言われてみればそうだ」と悪魔たちが静かになった。

　傍らに立った春しゆん太たに、久く遠おんが小さく頭を下げてきた。

「兄様……あ、ありがとうございます」

「別にいいっすよ。ガイドさん」

「何ですかそのキャラ……？」

　春太は、ポケットに手をつっこんで体をくねくねさせ、頬ほおを染めて目をそらしながら、

「そのかわり、ガイドさん……あとで、今晩泊まる部屋……教えてもらって、いいスか？」

「いつもと同じ部屋ですよ!?」

　アホなことを言った春太は、優しく久遠の背をなでて、

「落ち着いて。普段通りいけば、大丈夫だから」

　久遠は春太の手に体をあずけ、「兄様は普段通りすぎます」と安心したように微笑ほほえみ、

「でも私の普段通りって、知り合い以外には挙動不審ですけど……」

「……」

　言われてみれば今日も、普段通りだった。

　春太は腕組みして唸うなったあと……ポンと手をたたいて、空を指さす。

「そうだ。とりあえず、あれやってみなよ」

「あ、はい……」

　久遠は短く詠唱し、右手の旗を空に突き上げた。法力弾が上がっていき……爆はぜて広がったのは、色鮮やかな、空を覆い尽くすほど巨大な法力花火だ。

「わあっ……」「綺き麗れい！」

　見上げ、歓声をあげる悪魔たち。そして花火が消えたあとの青空に〝ようこそ　にんげんかいへ〟という空そらメールが表示された。

　この二つだけで、悪魔達には久遠が途と轍てつもない使い手だと伝わっただろう。

　畏い怖ふのまなざしを向けるが……久遠は、その実力に全くふさわしくない、緊張にみちた声で、膝ひざにつきそうなほど頭を下げた。

「あ、あの、頑張ります！　人間界を堪たん能のうし、作物にも興味を示していただければ嬉うれしいです！」

　最初はパラパラと、だが、次第に拍手は大きくなっていく。春太、聖せい歌か、沙さ枝えにベルゼバブ、そして……ラファエルも続いた。

　久遠はその拍手に勇気づけられ、春太を手で示す。

「気分が悪くなったら仰おつしやってください。私の兄様が、あなたたちを地獄へ送ります」

　言葉的には物騒なことを言う。

「もしくは、私の姉……地獄の王にして名医・サタンが、治療いたします」

「サタン様……！」と、悪魔たちがザワザワしはじめた。

　耳のとがった幼女悪魔が、沙枝に近づき、あこがれのこもった笑顔で見上げる。

「あ、あの、あなたがサタン様ですよね？　伝染病から、皆を救っていただいて、ありがとうございます！」

　どうやら聖せい歌かを見た事がないらしい。沙さ枝えはスカートに手をあててかがみ、優しく問い返す。

「わ、私は、サタン様じゃないわよ？　どうしてそう思うのかな？」

「だって、見たことないくらいの、魔ま性しようの体してるから……」

「……」

　沙枝の体は、地獄の住民から見ても凄すごいらしい。頬ほおをひきつらせる彼女に、ベルゼバブが助け船を出した。

「この方は、多た々た良ら沙さ枝えさん。我が王の大切な友人です」

　そうなんだ……とうなずく幼女悪魔に、ベルゼバブは、

「えっちなお店〝ピンクスラッシュ〟次期トップにして、地上に淫いん欲よくを伝える、地獄の先せん兵ぺいです」

「淫欲を伝える、地獄の先兵ではないです！」

　沙枝が顔を真っ赤にした。

　幼女悪魔はうなずき、期待に満ちた声で、

「そうなんだ！　じゃあサタン様は、もっと魔性の肉体なんだね！　あの抜群のスタイルなガイドさんの、お姉さんなんだし！」

　ワンピース姿の聖歌が額を押さえ「なんでハードル上がってるのよぉ……」と呟つぶやき、久く遠おんにコソコソ近づいた。

「……久遠……法力を妾わらわの胸にシリコンのように入れて、豊ほう胸きようしてくれぬか？　あの子の夢を壊してしまう……」

「だ、だめですよ……法力で豊胸なんて」

　久遠はゆっくり首を振り、

「私で型をとった法力フィギュアで実験したところ、五割の確率で胸が破裂しましたし」

「やろうとしたのかい!?」

　だって、あの魔性のおっぱいを見たら……と久遠は沙枝を見た。

　聖歌は、はあ、とため息をつきながら、悪魔たちへ手を挙げる。

「ああ、妾がサタンである……魔性の肉体でなくてすまんな……」

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、指を一本立て、

「初の人間界じゃ。テンションが上がるのもわかるが、人間に迷惑をかけてはならぬ。これは悪魔王としての、命令じゃ」

　小柄な体に似合わぬ、王らしい威厳に満ちて注意事項を話す。

「怪しい人がいたら、ついていったりせず、なるべく妾たちに知らせ……」

「サタン様！　怪しい人がいます」

　子供悪魔の一人が、春しゆん太たの隣を指さした。

　そこにいたのは……ラファエルだ。Ｔシャツ、ジーンズに、黒ストをかぶっている。ベルゼバブなど、自分の顔を知る悪魔がいた場合に備えているらしい。

「ああ、この人は、故ゆえあってこういう覆面をしているんだ。あまり気にしないでほしい」

　春しゆん太たがそう言うと、久く遠おんが唇をとがらせて、

「兄様が、決闘で勝利した報酬として、かぶらせて顔をゆがませているんです。結構アリらしく……」

「故ゆえを言うなよ!?」

　大人悪魔たちが、春太をゴミをみるような目で見てくる。

　うつむく彼に、ラファエルが小さく頭を下げてきて、

「日ひ高たか見み、すまんな、私のためにド変態のフリをしてくれて……」

「実は、こいつの正体は、ラ……」

「ド変態のフリをしろよ!?」

　叫ぶラファエルをよそに、久遠が小さな旗を振って歩き始めた。

「じゃ、じゃあ、みなさん、私についてきてください」

　彼女の後ろに悪魔や人間たちがゾロゾロ続く。一番怪しいのが最後尾についている大天使というのが皮肉だ。補導されなければいいが。

　悪魔たちは、葛か西さい市しの町並みや、自動車などを見てびっくりする。

「すごい都会だ……」「この建物、すごく高い！」

　疲弊した地方都市の典型なのだが……地獄はあまり発展していないらしい。

　しばらく歩いて、葛西市の町並みや、海を見下ろせる高台に来た。

「ねえ、ガイドのおねーちゃん、あそこはなに？」

　少年悪魔が、遠くに見える観覧車の辺りを指さした。町外れの葛西遊園地である。

　久遠はうなずき、

「あれはですね……遊園地といって、いろんな遊具で遊べるらしいですよ？」

「らしい……？　じゃ、じゃあ、あのピカピカ光った建物は？」

「あそこはゲームセンターといって、いろんなゲームがあるとの事。お友達と遊んだりするみたいです。楽しいらしいですよ」

「なんで全部、伝聞なの……？」

　ガイドなのに、ひきこもりゆえ知識が又聞きだ。

　続いて少年悪魔は、あまり期待せずピンクの建物……〝ピンクスラッシュ〟を指さす。

「はあ……じゃあ、あれは？」

「あそこにはですね、えっちな本や道具が、そりゃもういっぱいです」

「伝聞じゃないね!?」

　行ったことあるから仕方ないな、と思う春太に、悪魔が質問してきた。

「お兄さん、あそこはなんでしょう？」

　高台の頂上にある大きな神社だ。彼が悪魔達を連れて鳥居をくぐり、静せい謐ひつな空気の中を歩いていくと、ベルゼバブが本ほん殿でんの前へ行き、

「この地の守護神のようなものです。いいですかみなさん……」

　柏かしわ手でを打ち、合掌する。

　ぶふぉおおお!?　と吐血したあと、皆を振り返り、

「……このように、拝んではいけません。吐血しますからね」

「ああ……はい……」

　皆のテンションをがっつり下げつつ、ベルゼバブはハンカチで口をふく。悪魔は、合掌や祈りなど、聖なる行動をすると吐血するのだ。

　春しゆん太たが、悪魔たちに説明をはじめる。

「ここは……神社といいまして、神を祀まつる所です」

　神、という言葉に、悪魔達は不安げに視線を交差させる。

「か、神というと、初代サタン様や、ベルゼバブ様達と戦い地獄に追放した？　最強の存在といわれる？」

「その神とは違います。日本には、八や百お万よろず……まあ、すごく沢山の神が、おりまして」

　あまりピンとこない様子の悪魔たちに、春太は丁寧に説明をした。この日のために、勉強もしていたのだ。

　聖せい歌かは、話し終えた義弟を笑顔で迎え、向こうの展望台で説明している妹を、目を細めて見つめる。

「やるな春太……それに、久く遠おんのバスガイド姿、よく似合っとる。よく、あんなの作れたなあ……」

　だろう、と春太は胸を張り、

「一針、一針に、百二十パーセントの気持ち……溢あふれるほどの愛情を込めたからな」

「…………ずるい」

　寂しげに唇をとがらせる聖歌に、春太は、

「百二十パーセントの気持ちのうち、百パーセントが下心、あとの二十が愛情だ」

「愛情、溢れるというより、はじき出されておるな!?」

　そもそも愛情抜きで百パーセントに達する。

「ところで、聖歌姉ちゃんは、どんな服が着たいの？」

　聖歌は、春太を熱い目で見つめたあと、頬ほおを染めてうつむき、とても小さな声で、

「……純白の、ウェディングドレスが着たい」

　きっと、銀髪に似合うだろうな……と春太が思っていると、

「神父さんの前で、永遠の愛を誓いたいのだ」

「たぶん、吐血するな……」

　純白が血に染まるだろう。

「い、いいじゃない……私の、生前からの、あこがれなんだから……」

　聖歌は思わず姉モードの口調になり、夢見心地で虚空を見……祈るように両手を組んだ。

「私も、いつかは素敵な式が挙げられますようにぶふぉおおおお!?」

　虹にじのような軌道を描き、吐血した。

　神父の前で誓いの口づけをすると、新郎の口に血をそそぎ込まれる可能性があるなと、春しゆん太たは思った。

　地獄の首脳二人が吐血というハプニングに見舞われたが、人間三人の働きで、ツアーはつつがなく進む。

　事前に、ツアー代として地獄から産出された銀を少しもらい、換金していたので資金は結構ある。軽く食事をしたり、海へ行ったり、商店街へ行ってお土産を買ってもらったり……。

（久く遠おんのガイドも、好評だな……あそこにも、悪魔を連れて行きたかったけどな……）

　アイデアを出したものの、今回はお蔵入りになった観光スポットのことを春太は考えた。あそこに行くためには、少し練習をしなければならない。

　街の案内は終了し、続いて余興の時間となった。

　その舞台として、一行は町外れの山のふもとにある採石場に来た。今日は休日だからか、人は誰だれもいない。

　久遠は、仲良くなった女の子悪魔と手をつないでいる。

「おねーちゃーん、こんなところに連れてきて、何をするの？　あと、サタン様は、どこに行ったの？」

　この子の言う通り、先ほどから聖せい歌かの姿が見えなかった。

　久遠は緊張気味に顔をこわばらせ、「え、ええとですね……その……」と言葉を濁らせつつ、子供達から見えないように指を素早く動かした。

　すると……空から、いきなり十数体の真っ黒い人影が降りてきて、一行を囲んだ。

　悲鳴を上げる子供達を見て、あらかじめ流れを教えられている大人達は微笑している。

　ベルゼバブが子供達へ向かい、両手を広げた。

「皆さん……敵が現れました！　このままではやられてしまいます。さあ、呼びましょう。我が王を！」

　地獄の宰相は、耳に手を当て、子供達に向ける。

「……サタン様……」

「ん？　聞こえないですよ？」

　意外なことにノリノリのベルゼバブだ。まるで、ヒーローショーで司会するお姉さんのようである。

　子供たちが目を合わせ、ぱらぱらと声を出し始めた。

「……ン様、サタン様！」

「もっと大きく！」

「「「サタン様!!」」」

　皆の声が一つになった瞬間……澄んだ声が響く。

「我が民に危害を加えることは許さぬっ」

　ボンテージに着替えた聖せい歌かが、ポーズをとって遠くの崖がけの上に立っている。

　とうっ！　と飛び上がり、空中でくるくる回転して、皆の近くに着地した瞬間……五色の法力が、彼女の周りで巨大な間かん欠けつ泉せんのように垂直にあがった。

　そして背後に〝ド　ン！〟という、漫画の効果音のような巨大空そらメールが浮かぶ。

「うおおおお!?　かっけぇええええええ！」

　戦隊ものや漫画ではお約束の演出だが、悪魔たちはそれらを見たことがない。かなりの食いつき具合だ。

　聖歌に黒い影が次々と走っていき、パンチや蹴けりを浴びせるが、彼女はことごとくかわし、巨大な魔弾を放ったり、魔力で竜を作って放つなど、派手さを重視した技で次々に消滅させる。

　子供たちが聖歌の動きに見とれる中、春しゆん太たは黒い影の動きに舌を巻いていた。

（……すごいな、久く遠おん……）

　あれは全すべて久遠が、春太で型どりして作った法力フィギュアだ。彼女はそれを、熟練の人形使いのように自由自在に動かしている。

　そう、これは子供達向けの余興……法力と魔力を使ったヒーローショーだった。

　子供達の歓声に、久遠は近くの岩陰に隠れて両手を動かしながら、嬉うれしそうに笑っている。

（よし、俺も行くか）

　敵の首しゆ領りよう役の春太は、悪役の服に素早く着替え、高笑いをあげて聖歌と向き合った。

　聖歌が魔力の竜を放ってくる。春太は法力をまとった手しゆ刀とうを竜の顔に叩たたき込み、両断した。続いて間合いを詰め、前蹴りを放つと──聖歌は軽やかにバク転でかわし、三メートルもない距離で魔弾を放ってくる。それを春太は裏うら拳けんで弾はじき飛ばした。

　悪魔王と、地獄四し天てん王のうに匹敵する達人の戦いだ。本物の特撮を上回るハイレベルさである。

　子供も大人も感嘆の声をあげる。春太は聖歌と激しく打ち合ったあと……頃ころ合あいと見て、蹴りを受けて吹っ飛ばされた。

　苦しげに顔をしかめ……久遠がいる岩陰へ走り、隠れる。「あ、逃げた！」と子供悪魔の声が聞こえた。

　春太は久遠に目で合図したあと、叫ぶ。

「やるな……悪魔王よ。だが、俺の力は、こんなものではないぞ！」

　久遠が右手を突き上げると、地中から、超巨大な春太の顔、続いて胴体、足が出てきた……その身長、実に二百メートルはあろうか。腰に白い布状の法力をまとい、その見事な筋肉を露あらわにしている。

　これも、久遠が作った、春太の法力フィギュア。事前に作って、慎重に慎重に大きくしていき、地中に隠していたのだ。二十分の一のフィギュアなどとよく言うが……一分の百フィギュアである。

「うわあああぁああああ……おっきいいいい!!　巨大化したの!?」

　見上げる子供たちは大興奮だ。大人悪魔たちは、あまりの超スケールに口をあんぐりとあけている。

　久く遠おんが巨大春しゆん太たを操り、拳こぶしを繰り出したが、聖せい歌かは飛ひ翔しようしてかわし、魔力で応戦する。

　その悪魔王の姿は、まさに、巨大な怪物に立ち向かう英雄だ。大人子供問わず、悪魔たちは熱狂した。

　ラファエルが、その盛り上がりを見て、不思議そうに首をかしげ、春太に近づいてくる。天使には、法力が見えないのだ。

「日ひ高たか見み……いったい今、なにが起こっているのだ？」

「久遠が法力で作った巨大な人形と、聖歌姉ちゃんが戦ってるのさ」

　ラファエルは呆ぼう然ぜんとした様子で、岩陰で操作する久遠を見、

「……法力は、人間が、悪魔と戦うための力……それで、悪魔たちを楽しませているというのか……」

　それなのに、我ら天使は……とラファエルが唇を噛かんでいるとき。

　春太像が激しく動き回ったためか──腰につけていた法力の幕が、はらりと落ちた。

　ベルゼバブに、「リヴァイアサンのよう」と形容された、春太像の局部があらわになる。

　きょうだい三人は、一斉に「ぶふぉお!?」と吹いた。

　悪魔たちが騒ぎ始める。これでは台無しだ……と思ったが、幼女悪魔たちが、春太像の股こ間かんを指さして、

「あっ！　リヴァイアサン様だ！　どうしてあんなところに!?」

「ええぇえ!?　リヴァイアサンってほんとにあんななの!?　逆に見たくなってきたんだけど……」

　なんて気まずくさせる形状の悪魔だ。

　大人悪魔、男の子悪魔達は、俯うつむいてしまっている。

「く、久遠、早くなんとかしてくれ！　法力モザイクとか！」

　久遠は涙目になってアワアワしており、使い物になりそうにない。

　ベルゼバブが片眼鏡に手を当てて笑い、機転を利かせた解説をする。

「大変です！　リヴァイアサンは、敵に取り込まれてしまっているのです。このままでは、やられてしまうでしょう」

「えぇ!?　リヴァイアサンで押し切るんですか!?」

　春太の叫びをよそに、幼女悪魔たちは、なるほどとと頷うなずく。ベルゼバブは巨大春太の股間を指さし、

「さあ、みんな、リヴァイアサンを応援しましょう！」

「負けないで！　リヴァイアサン様！」

　すると……応援に応こたえるかのように、〝リヴァイアサン〟から、漫画のフキダシのような形の法力が出てきて、その中に〝ありがとう　おれ　まけない〟という空そらメールが表示された。

「いらねぇよ、そんな演出！」

　ここにきて、新技〝法力フキダシ〟を生み出した久く遠おんに、春しゆん太たは叫んだ。

　幼女悪魔の一人が駆けていき、両手で顔を覆ってモジモジしていた聖せい歌かに、ひしと抱きつく。

「サタン様、リヴァイアサン様を助けてあげて！」

「た、助ける……？」

「うん。全身がとりこまれる前に……つかんで、引っ張り出してあげて！」

「ええー……!?　あれをつかむの……!?」

　聖歌が、春太像の股こ間かんを見上げて、顔を真っ赤にした。

　幼女悪魔は、涙目で見上げて、

「サタン様は地獄の王でしょ？　部下を救って、あげないの……!?」

「……」

　聖歌は、そうじゃな……とうなずく。覚悟を決めたようだ。

「ゆ、ゆくぞ！」

　もはや開き直った様子で飛ひ翔しようし、〝リヴァイアサン〟の間近で止まる。そして、目を閉じて、歯をくいしばり……それを小こ脇わきに抱える。春太の背中が、なぜかゾワッとした。

　聖歌が素に戻って、悲鳴をあげる。

「ひ、ひぃい……なんかぐにゃっとして、なま暖かい……なんで久遠、無駄にリアルに作るのよぉ……」

「サタン様、嫌なの!?　部下を抱きしめるのが嫌なの!?」

「ま、負けるな。リヴァイアサン。妾わらわが助けてやるからな！」

　サタン様！　サタン様！　と両手を突き上げながら、大歓声をあげる幼女たち。大人悪魔たちもヤケクソの体ていで声をあげている。いろんな意味で、頑張ってくれということだろう。

　岩陰から出て、悪魔達の様子を見ていたラファエルが、春太を呼び寄せて、

「日ひ高たか見みよ、今、どういう状況だ？　すごい盛り上がりだが……」

　春太は局部の露出については伏せ、退たい魔ま師しである妹と、悪魔王の姉の感動の劇に、悪魔たちは酔いしれていると説明した。

「そうか……人と悪魔が力を合わせた劇……さぞ、美しい光景なのだろうな……」

　美しいだろうか？　これは……義ぎ姉しが悲鳴をあげながら俺のリヴァイアサンを引っ張っているのだが。

　だが春太は、ラファエルが法力を見れない事に全力でつけこみ、何の曇りもない目で叫んだ。

「そう。人と悪魔は……手をとりあえるんだ!!　これが、その証明なんだよ!!」

　ラファエルの双そう眸ぼうから涙が流れ、黒ストを濡ぬらした。

「日ひ高たか見み……お前は大きい男だな……」

　まあ、俺の百倍ほどの大きさのやつが、そこで公然猥わい褻せつをしているがな。

「私は恥ずかしい。大天使などと言っているのに……人間のお前たちに教えられるとは！」

　俺も恥ずかしいがな。

　そう思う春しゆん太たの前で、黒ストを被かぶった大天使は「おおお……」とうずくまり、地面を叩たたく。

　幼女悪魔の一人が、心配そうに言った。

「でも……取り込まれているリヴァイアサン様、ピクリとも動かないね。もしかして、もう、お亡くなりに……」

　それを岩陰で聞いた久く遠おんが、慌てて〝リヴァイアサン〟を操り──まるで魚のようにピチピチと跳ねさせると、幼女悪魔たちから歓声があがった。

「ああっ！　生きてらっしゃる！　ご健在であらせられる！」

　聖せい歌かは必死でしがみつきながら、

「く、久遠、振らないで!!　いやあぁああああ!?　気持ち悪い!!」

「……」

　春太は目の光を失い、両手両りよう膝ひざをついた。

「ど、どうした日高見!?　なぜ聖歌は、気持ち悪いと!?」

「……ああ。聖歌姉ちゃんは、もともと人間の退たい魔ま師し。異形の悪魔〝リヴァイアサン〟に対し、拒否反応を起こしてしまったのかもしれない……」

「そ、そんな……聖歌と部下との絆きずなは、そんなものだったのか……」

　愕がく然ぜんとし、うつろな目になるラファエル。

　幼女悪魔たちが、悲しそうな目をして、

「サタン様！　リヴァイアサン様が、気持ち悪いの？　部下なのに……」

「……あっ、よく見ると可愛かわいい！」

「ほんと!?　じゃあ　好きって言って！　大好きって!!」

「サタンは、このリヴァイアサンが大好きなんでしゅう!!」

「うわぁ、やっぱり！」

　幼女悪魔たちと春太は、輪になって喜んだ。ラファエルは万歳している。

　聖歌は叫んだ。

「リヴァイアサン、今助けるぞ、早く出てこい！」

〝リヴァイアサン〟はぴくりとも動かない。

「出てきてぇええええ!?　お願い！　もう本当に！」

　久遠に懇願するような調子だ。

「聖歌……そこまでおまえは部下を……」

　ラファエルが、またも胸を打たれていると……ずるっ、とリヴァイアサンが巨大春太の股こ間かんからはずれた。

　久く遠おんが切ったのだろう。春しゆん太たは思わず前まえ屈かがみになる。

「な、なんかすごく痛い気になるんだ……」

「ああ……そうよね……」

　何となく状況を察し、沙さ枝えがつぶやく。

　涙目の聖せい歌かが、立ち尽くす巨大春太に魔弾を放つと、あっさりと消滅した。

　残るのは、地面に横たわるリヴァイアサンのみ。聖歌はそれをなで、優しく微笑ほほえむ。

「よーしリヴァイアサン。よく頑張った。よく耐えたな」

　よく耐えたのは、聖歌の方だと思うが……。

　大きな歓声と、拍手が起こる。幼女悪魔たちは感動の、他ほかの悪魔たちは聖歌へのねぎらい、という感じだ。

　春太は、興奮さめやらぬ幼女悪魔達に近づき、ある説明をしたあと……近くの岩陰で、モジモジこちらを窺うかがっている久遠を手招きする。

　感想が気になって仕方ないのだろう。おずおずと近づいてきて、

「み、みなさん、色々ありましたけど、楽しかったですか？」

「うん！　すごかった！　地獄に帰ったら、おじいちゃんやおばあちゃんにも、教えてあげるの！」

「うーん、あまり、言わない方がいいかもしれませんね……」

　久遠が苦笑していると……その周りに、子供たちの輪ができる。













「お姉ちゃん、すごい！」「さっきの黒いのや、でっかいの作ったの、あなたなんでしょ？　あのお兄ちゃんが、言ってたよ」

「え、え……？」

　困ったように春しゆん太たを見たあと……その顔が、ふにゃっと崩れ、うつむく。そして、消え入りそうな声で、

「法力の修行がんばってきて、よかった……」

　周りから笑われても、磨き続けてきた法力を活用し……久く遠おんは悪魔たちを楽しませた。

　春太が義ぎ妹まいを見て胸を温かくしていると……聖せい歌かが近づいてきた。

「春太……疲れた……ちょっと慰めておくれ……」

　お疲れさま、と抱きしめると、聖歌は一瞬安らぎに満ちた顔をしたが……春太の股こ間かんを見下ろすと、目を剥むいて銀髪を振り乱し、

「い、いやぁあ！　リヴァイアサンいやぁあ!!」

「……」

　大きな成果と、トラウマを胸に春太たちは劇を終えた。

　ラファエルは黒ストでゆがんだ顔をさらにくしゃくしゃにしながら、一人、いつまでも拍手をしていた。

「すばらしい、本当にすばらしいぞ！　こんなすばらしい劇が、今まであっただろうか！」

　大人悪魔たちは、〝こいつ、本当にやばいな……〟という表情で、彼女を見ていた。




　日ひ高たか見み家の庭へ戻ると、聖歌は、死んだ目で庭石に座った。さすがに、義弟のリヴァイアサンを小こ脇わきに抱えてしまったのはトラウマなのだろう。

「聖歌姉ちゃん、元気だしなよ……」

「ふ、ふふふ、いいのだ……これで、淫いん欲よくのままに振る舞う悪魔王に、一歩近づいたのだから」

　春太は聖歌の隣に座り、銀髪を撫なでて、

「まあ、忘れなよ……ちょっと太くて長い、セカンドバッグを小脇に抱えたと思ってさ」

「太くて長い時点で、セカンドバッグではないわい!?」

　そこまで長ければ、ファーストバッグとしての用を成す。

　ファーストバッグってあるのかな、と春太は思いつつ、子供達に囲まれて庭石に座る久遠を見た。

「久遠おねーちゃん、〝花火〟あげて！」

「あとで、たっぷり見せますが……いいですよ」

　久遠が両手を指揮者のように動かすと、夜空が次々と法力花火によって彩られる。以前のように円形に広がるだけではなく、「スターマイン」や、「ナイアガラ」のようなものもある。これも練習の成果だ。

　子供悪魔は歓声をあげたあと、キラキラした目で久遠を見上げ、

「どうしたら、おねーちゃんみたいに格好よくなれるの？」

　久く遠おんは、黒髪をかきあげ、長い足を組み、「そうね……」と遠くを見て、

「一生懸命学んで、沢山の友達と遊びなさい。そうすれば……なれるかもしれないわ」

「そうなんだ！　すごい！　私も、おねーちゃんみたいになる！」

「待っていますよ。〝格好いい女〟のままでね」

　あいつ、もう会わないと思って、ものすごい見み栄えを張ってるな……。

　春しゆん太たはそう思いつつ立ち上がり、蔵の裏へ歩いていく。そろそろ、出来ているだろう。

　目で合図すると、沙さ枝えが両手をメガホン状にして、

「さあみなさん、今日の宴うたげにふさわしい、ごちそうが届きましたよ」

　春太が、蔵の裏から縄でズルズルと引きずってきたのは……赤く熱された、金属製の巨大な牛だった。聖歌が目を剥むいて、

「これは、ファラリスの雄お牛うしではないか！　春太、どうしてこの拷問器具を!?」

　昔、この器具の製作を命じたシチリアの王・ファラリスは、中で人を焼き殺し、パーティの余興としたという。まさに、悪魔たちの饗きよう宴えんにふさわしい器具だが……。

「ま、まさかお前、久遠をいじめた奴やつを、この中で……」

　悪魔王がどん引きする中、春太が軍手で背中のフタをつかんで開けると、甘くこうばしい香りが広がった。

　中にトングをつっこみ、熱した石の間から……〝時間差の間〟で作ったサツマイモをつかみ、掲げる。

「皆さん、これが、今日紹介したい地上の作物……サツマイモです。この家に持ちこんだ、地獄の土で育てました」

　悪魔を見回し、春太は、説明をはじめた。

　人間である自分、久遠、沙枝。

　そしてサタン、ベルゼバブ、それに気候を操る悪魔たちが協力しあって、地獄の環境での栽培に成功したこと。

　サタンは地獄の栄養状況の改善を考えており、この作物を、その第一歩としたいこと……それらをラファエルは食い入るように聞いていた。

「よければ、栽培を考えてみてください……おいしいですよ」

　春太は、サツマイモを口に含んだ。甘くほっこりして、実に旨うまい。

「……私、食べる！」

　ファラリスの雄牛にも興味をひかれたのか、子供悪魔たちが集まってくる。大人悪魔たちも「私も」と手にとる。

　やがて、その味に歓声があがった。

　沙枝が、彼女お手製の大学芋や、タルトを持ってきて食べてもらうと、自分も栽培してみたい、という声も出てきた。春太と久遠は、実験で導き出した地獄での栽培手引書、それに苗を悪魔たちに渡す。

　配りおえ、春しゆん太たは、ほうっと息を吐いた。

　これで栽培が広まり、地獄の食糧事情が少しでも改善されれば、自分と久く遠おんも聖せい歌かの役に立てたことになる。

　もちろん、様々な課題は出てくるだろう。悪天候や、未知の虫にやられるかもしれない。でもきっと、みんなで知恵を出し合えば、克服できるはずだ。

　聖歌が近づいてきて、春太に寄り添うように座った。姉モードの口調で、

「ありがとうね。生育実験を思いつき、おまけにこの企画を考えてくれて……」

「うん。これで栄養状況が改善されればいいな」

　聖歌は首を振り、春太に寄りかかってきて、

「それだけじゃない……久遠の自信にも、つながったと思うわ。あなたは、人間界ではどうしても理解されづらいあの子のためにも、企画を考えたのね」

　二人の視線の先で、夜空に法力花火が打ち上がる。悪魔達は、サツマイモ料理に舌した鼓つづみをうちながら、拍手と歓声をあげた。

　その中心で、久遠は空を彩りながら、照れくさそうに微笑ほほえんでいた。

（……ああ、俺はあの顔が見たかったんだな）

　微笑する春太を、聖歌が熱に浮かされたような顔で見上げてくる。

「春太くん、あなたは……」

　十年前、養よう父ふが春太を引き取ったのは、召喚の才能目当て……当初の計画では、悪魔を召喚するだけの廃人にされるはずだった。

　聖歌は、春太の太ふと股ももに顔をうずめた。

「あなたは、この家の最低の真実を知っても……こんな風に、私たち姉妹のために、召喚の力を使ってくれる……」

　ごめんなさい、ありがとうと嗚お咽えつする聖歌の銀髪を、春太は撫なで続ける。

　聖歌姉ちゃんと久遠は、家族だから……いや、それだけじゃない。

（俺は……）

　そして、二十分ほどで、花火は終わり……久遠は拍手に包まれ、はにかんで俯うつむきながら、小走りでこっちへ来た。春太とハイタッチしたあと、聖歌に抱きつく。

　姉妹は少しの間、見つめ合い……何かの決意を固めたように、二人うなずきあった。

「久遠……明日よ。明日、やりましょう！　もう私……限界なの！」

「……は、はいっ！　私もです！」

　何をやるの？　と春太が何回聞いても、二人は教えてくれなかった。




〝お披露目会〟が終わり、春太は、聖歌とベルゼバブ以外の悪魔を地獄へ転送した。

　そのあと家に入り、茶の間でジュースを飲んで打ち上げをはじめる。

　話に花が咲く中……一人黙り込んでいたラファエルが突然立ち上がり、「皆、見てほしい」と黒ストに手をかけた。

　え、と春しゆん太たが驚く間もなくはずし、顔を露あらわにする。乱れた赤髪を直そうともせず、唇をかんでから、

「これが……私の正体なんだ」

「え？　え？　雷らい火かさん……ですよね？」

　なにを今更？　素顔を知っている久く遠おんと沙さ枝えは、きょとんとしている。

　ベルゼバブは、表情を変えずジュースを口に運び、

「知っていましたよラファエル。我が主から教えられていましたから」

「ええぇ!?　四大天使ラファエル!?　兄様、そんな大物に黒ストかぶせていたのですか!?」

　久遠が度肝を抜かれる中、ラファエルは聖せい歌かを見下ろし、

「やはり、聖歌……気づいていたのか」

　はい、とうなずく彼女の前にラファエルは正座し、額を畳に押しつけた。

「聖歌……すまなかった。許してくれとは言わない。私は、お前を……！」





九章




　大天使ラファエルは、疲れ切った様子で〝ドア〟をくぐり、天国へ戻った。人間界には天国へ通じる、上級以上の天使しか通れない〝ドア〟がいくつか隠されているのだ。

　神が住まう宮殿へ行き、自分の執務室──聖歌に医学を教えた部屋に入る。白いローブに着替え、隠していた翼を出していると……昨夜の光景が鮮やかに蘇よみがえる。

　日ひ高たか見み春しゆん太たと久遠は、悪魔と戦うために鍛えていた法力を……悪魔を楽しませるために使っていた。

　地獄の栄養状況を改善するため、人間界の作物の導入も提案していた。

　天使と悪魔が手を取り合うという、ラファエルの理想。そのモデルがあそこにあった。

　私は、いったい何をしていたのだろう。

　自分は四大天使だから堕天しない。その立場に甘え……その理想を人任せにしていたのではなかったか。

　地獄で流行はやり病やまいと戦ったのは、聖歌だ。交流のための努力をしたのは、春太達だ。

　昨夜聖歌に土下座したあと、彼女は堕天させたことを責めるでもなく、「おかげで、家族とまた会えました」と逆に頭を下げてきた。

「私……私は……」

　ラファエルが机に顔を伏せ、赤髪をかきむしっていると……ノックもせずに、ドアがいきなり開いた。

　そこにいたのは……ワイングラスを持つ少女。浮遊する玉座に座ったまま、長い金髪を床に引きずってこちらへ近づいてくる。

「久しいな」

「あ、あなた様は……！」

　ラファエルは立ち上がり、ひざまずいた。

　敬愛しているわけではない。

　だが……彼女の持つ圧倒的な力に、反射的に膝ひざを屈してしまったのだ。全身に悪寒が走るのを、止められない。

　しかし、この方が自室か執務室の外に出てくるのは、一体何百年ぶりなのだろうか。

　少女……神は、玉座に背をうずめ、けだるげに言った。

「余が配下、ラファエルよ。最近、よく地上に行っておるらしいな」

「……」

　神はワインを傾けながら、

「しかし五代目サタン──聖せい歌かといったか──は、初代サタンのように余へ戦いを挑まぬのか？　今か今かと、待っておるのだがな……返り討ちのあと祝しゆく杯はいをあげるため、五百年寝かせておいた酒まで用意してな」

　聖歌には、天国と戦う気はまったくない。

「聖歌は、〝死者の書類〟により自分も、父母も殺されたのに、余を恨まぬのか？」

　神は不思議そうに首をかしげたあと、肘ひじ掛かけをポンと叩たたき、

「……おお、そうだ。奴やつには妹がいたな。堕天してまで守った妹がな」

　ラファエルは表情をこわばらせ、玉座にすがりついた。

「お、おやめください。彼女たちは平和に……」

　神が左手をかざすと……巨大な天てん力りよく弾が飛んできて、ラファエルは部屋の隅まで吹っ飛ばされ、棚にたたきつけられた。薬瓶がガラガラと落ち、砕けた。

「神と敵対するのが、悪魔の役割であろう？」

　途方もない力を前に、わななく唇をかみしめ……ラファエルは天力を練る。神がおもしろそうに目を細めた。

「ほう……余に逆らうつもりか？」

　昔、聖歌を騙だまし、地獄へ堕おとしてしまった自分は……彼女の大切なものを守らなくてはならない。




　日ひ高たか見み春しゆん太たが朝の鍛錬を終え、居間に行くと、いつもより早めに朝食の準備がはじまっていた。

　それに違和感を覚えたのも一瞬……味み噌そ汁しるのお盆を持ってきた久く遠おんの姿を見て、春太は「あっ」と小さく叫んだ。

　上履きを隠された日以来、久しぶりに学校の制服を着ていたのだ。

「……今日から、また学校に行ってみようと思います。もう少しで、期末テストですし」

　久く遠おんは照れくさそうに、湯気の立つお椀わんをちゃぶ台に乗せながら、

「昨日……とっても嬉うれしかったんです。磨いてきた技や、みんなで頑張って準備したことを、悪魔のみなさんに誉ほめてもらって」

　左胸を包むように片手を当てて、

「そしたら、ここにですね、何かその……あの、誇りというか、なんというか……」

　大きな瞳ひとみをこちらに向けてきて、笑顔で、

「どんなに笑われても、心の中にそれがあれば、なんとか耐えられる気がして……だから……」

　春しゆん太たは、うん、と微笑して、久遠の華きや奢しやな肩に手を乗せた。彼女は首を傾かたむけて柔かい頬ほおをすりよせながら、

「ただ、これからやる事の結果がショックだと、またひきこもってしまうかもしれませんけど……」

　ん？　何をするんだ？　と聞いても答えてくれない。目玉焼きを持ってきた聖せい歌かは意味がわかっているらしく、苦笑している。

　朝食の席で、春太は会話を振ろうとしたが……なぜか、姉妹が「お前言わぬか」「姉様こそ」などと肘ひじでつつきあいはじめた。

「姉様は、姉でしょうっ」という久遠の変なセリフに、聖歌は唇を尖とがらせてから、笑顔を作って、

「しゅ、春太！……ごはん食べたら、あれ、やってみぬか？」

「え？　あれって？」

「ほら！　以前お主が〝お披露目会〟の余興としてアイデアを出したが、お蔵入りした、あれよ。次の会に備えて……」

　ああ、いいね、とうなずく春太の横で、久遠が頭を抱え、「ああ、審判の日です……」と呟つぶやいている。

　食べ終え、後かたづけをしたあと、春太と聖歌も着替え、庭へ出た。

　春太が二人を見ると、なぜか元気づけ合うように体を寄せあい、手をつないでノロノロと歩いている。

「どうしたの？　本当におかしいぞ……？」

「な、なんでもないですよ！　新たな一歩に、ドキドキしまくってるだけです！」

「まあ、確かに俺も、ドキドキしてるけどさ」

　春太は首から呪じゆ法ほうよけのペンダントを外し、久遠に預けて、

「……じゃあ、聖歌姉ちゃん、よろしく」

　聖歌はうなずき、春太へ手をかざして詠唱し……春太を、服ごと石化させた。意識と視覚、聴覚は残っており、どんな衝撃にも耐えられる。

　続いて久く遠おんが、春しゆん太たに法力触手を幾重にも巻き付けたあと……ゆっくりと持ち上げた。

「私も行くわ……がんばりましょうね！　久遠！」

　聖せい歌かが姉モードの口調に切り替え、春太におぶさってきた。

　悪魔である彼女なら、これから行く場所も大丈夫だろう。

　触手は伸び続け、二人はどこまでも上昇していく。日ひ高たか見み家を遙はるか下に見下ろし、葛か西さい市しも小さくなり、雲をつきぬけ、さらに上へ。聖歌は大気との摩擦で服が燃えないよう、魔力の結界を張っていた。

　そしてついに、宇宙へ達し……高度四百キロメートルほどの所で止まった。

（すっげえ……地球を、外から見てる……）

　海は宝石のように青い。鮮やかな緑色と、茶色の大地。自分たちはキラキラ光る法力触手で、へその尾のように地球とつながっている。

（こんなに綺き麗れいなのか。ここに悪魔たち連れてきたら、大喜びだ……）

　そう思う春太の背中で、聖歌が指を動かし、魔力で小さな空そらメールを作った。空気がないので、喋しやべっても伝わらないからだろう。

〝しっかり　ちきゅう　みててね〟

　言われなくても見てるし、そもそも動けない。なんでわざわざ？　と心中首をかしげていると……。

　超巨大な──実に、ユーラシア大陸の東部から太平洋、そしてアメリカ大陸にまたがるほどの空メールが表示された。

〝にいさま〟

　少しいびつな字を見て……久遠が〝鏡文字〟を練習していたことを思い出す。なるほど、宇宙にいる相手には、普段と逆に書かねばならないな、と思っていると……。

〝すきです〟

（な……）

　ここまでやって、家族として、ということはありえまい。

　やっぱり久遠は、俺のことを、女として……。

〝すきです　メスとして〟

（そんなに犬になりたいか!?）

　聖歌が、何やってんの久遠……とばかりに、額へ手を当てた。

〝まちがえました　おんなとしてです〟

　こんな超スケールのことをやっても、相変わらずな義ぎ妹まいに春太は大笑いしたくなった。あんなに綺麗なのに、なんて楽しい子なんだろう。

　続いて……聖歌が肩車の体勢になり、逆さまになって見下ろしてきた。

　そして、額にキスをしてきて、〝じつは　わたしもなのよ〟という空メールを作る。

（……）

　どうしよう。

　俺、姉妹二人とも、愛してるんだけど……。

　春しゆん太たが悩んでいると……一字あたりが日本列島ほどの大きさで、地球上を埋め尽くすほどの字数の空そらメールが現れた。

〝すきすきすきすきスきすきすキすきだいてだいすきすきすきすきにしてすきだいすきすきすき……〟

（重い女か!!）

　春太は心中ツッコんだ。どんなスケールになっても、やる事が大して変わらない義ぎ妹まいだ。

　聖せい歌かがぺしぺし春太の頭をたたき、心から楽しそうに、おなかを抱えて笑っている。

　そして、再び指を動かし、空メールを作った。

〝ほんとうに　めちゃくちゃで　たのしいかぞくね〟




　人類史上最大スケールの告白を終えた日ひ高たか見み久く遠おんは、きょうだいがいる空を見上げる。

　はあぁ、伝えちゃいました……と火ほ照てった頬ほおを押さえていると、沙さ枝えが庭を歩いてきた。

「久く遠おんさん、おはよう。今日から学校行くんですって？」

　おはようございます、と深く頭を下げる久遠に、沙枝は首をかしげ、

「顔を真っ赤にしてなにしてるの？　なんか凧たこ揚げみたいなポーズだけど……」

　はい、と久遠はうなずいて、

「ちょっと、石にした兄様を宇宙に射しや出しゆつして、姉様と二人、告白したのです」

「どういう状況!?」

　久遠が詳しく説明すると、沙枝は、「はあぁ……」と大きく息を吐いたあと、髪を耳の上にかきあげて笑った。

「あなたたちといると、本当に退屈しないわね……」

「沙枝さんといても、そうですよ」

　久遠はにっこり笑った。隙すきあらばスカウトしたり、本格的な撮影をしてくる人も、なかなかいまい。

　沙枝はうつむいて、少しの間何かを考えたあと、赤くなった顔をあげる。決意と恐怖が入り交じった目をしていた。

「あの、つ、ついでに……私の言葉も、伝えてもらえない？」

「……」

　久遠は、この流れはまずいと思い、ちょっとした妨害をすることにした。

「……わかりました。二十五文も字じ以内なら四百四十円。値段は文字数に比例し増えます」

「電報みたいね……」

　宇宙に伝えることを考えれば、破格かもしれないが。

　沙枝はしゃがみ、むっちりした太ふと股ももの上に手提げ鞄かばんを乗せて机代わりにし、ルーズリーフに綺き麗れいな字を書いて「これでよろしく」と見せてきた。

〝わたしも　あなた　すきよ　さえ　より〟

　シンプルだが、まっすぐな気持ちが伝わってくる文章だ。

　沙さ枝えは、紅潮した頬ほおに「ふう……」と片手をあて、

「楽々と、二十五文も字じ以内……四百四十円で済むわね」

「けっこうせこい!?」

　でも、これではまだ十四文字で、もったいないわ……と沙枝は再び考え、

「久く遠おんさん、私の胸のサイズは聞いたわよね？」

「え、九十二ですよね？」

　以前、自分の誕生パーティで、姉が暴露したのだ。しかし、水着姿を見たところ、そんなものではないと思ったのだが……。

「これも足せば、二十四文字ね……〝ほんとう　は　バスト　96〟」

「胸で釣る気ですか!?」

　久遠は驚きよう愕がくしつつ、沙枝の空そらメールを作るべく空へ人差し指を向けた。

（負けません……でも、沙枝さんは、大切なお友達……正々堂々戦います）

　ただ、久遠は空メールでのバスト申告を九十四にしておいた。明日から正々堂々やろう。

　沙枝は頭を抱えながら庭をうろうろし、息を大きく吐いたあと、ポケットから財布をとりだした。

「じゃあ久遠さん。法力電報代の四百四十円を……」

「と、とんでもない。もらえません！」

　友達から、お金はもらえないというのね……と感動する沙枝に、

「い、いえ、バスト九十四だと、低めに書いたためです」

「台無しだわ!?」

　久遠はあわあわして、

「お、おわびに、宇宙の兄様にアピールできるよう、地球を沙枝さんのおっぱいに見立てて──肌色の結界で包み、乳首を模したピンク色の法力柱ばしらを、その中心から思い切り飛び出させます」

「長い乳首ではないわ!?」

　ピンク色であることと、実行を否定しない沙枝だった。




　宇宙空間の日ひ高たか見み春しゆん太たは、沙枝にまで告白され、次いで真のバストを明かされ、いろんな意味で呆ぼう然ぜんとしていた。九十四って……。

　聖歌は口をあんぐりあけ、地球を見下ろしている。

　続いて……地球が肌色の法力結界で包まれてゆく。法力フィギュアの質感と、よく似ていた。

　そして、ピンク色の法力柱が、その中央部からわずかに飛び出てきた。

〝いみがわからん!?〟

　さすがに、聖歌の予想するメチャクチャさを越えていたらしい。

　春しゆん太たは心の中でうなずき、

（なるほど、沙さ枝えさんのゴッドおっぱいを、壮大なる母なる地球で表現したわけか……）

　続いて、法力地球おっぱいの上に、〝じつは　96〟と表示された。聖せい歌かが脳のう震しん盪とうでも起こしたように、ふらりとする。

（そうか、久く遠おんのことだから、さっきは少な目にバストを伝えたな……）

　いやな以心伝心だった。

　人類史上、空前の猥わい褻せつ物を見ながら、春太は感慨に浸る。

（いやあ……捨て子だった俺がなあ。人生わからんなあ）

　まさか、宇宙に射出されて、悪魔王を含む三人から告白され……地球を包む直径約一万三千キロメートルの猥褻物を見るとは、本当にわからない。

　史上最強の退たい魔ま師し、悪魔王、超巨乳の同級生。

　みんな嫁にして、ずっと一緒にいたい、なんて言ったら、宇宙の果てへ飛ばされるかもしれないなあ、と春太は思った。




　日ひ高たか見み久く遠おんは、春太とつながった法力触手を引き寄せはじめた。

　返事を聞くのが怖い。

　こんな無駄に壮大なことして、引かれなかったでしょうか。

　直接言えばよかったのでは？　姉様や沙枝さんを選ばれたら？……いろいろな後悔と、恐怖が胸の中を渦巻く。

　でも……勇気を出して、踏み出したのだ。

　私、少しは成長できたでしょうか……と思っていると、沙枝の、戸惑ったような声が聞こえた。

「え、あなた……誰だれ？」

　いつのまにか彼女の傍そばに、ワイングラスを持った小さな女の子がいた。

　豪華な、大きい椅い子すに座っている……しかも、よく見ると、わずかに浮いていた。光り輝く金髪が地面まで届いている。

「お前が、日高見久遠か？　悪魔王の妹か？」

　沙枝が首を振ると、少女は久遠に目を向けてきた。

「そうか、お前か」

　その時……かなりの傷を負ったラファエルが、空から落下してくるのが見えた。庭に激突し、こちらを見て、叫ぶ。

「日高見久遠……逃げろ！」

　え、と思ったときには、遅かった。

　腹に、何か見えないものが突き刺さっている。





終章




「え……」

　がくりと、両膝ひざをつく。

　焼け火ひ箸ばしを刺されたように……お腹なかが熱い。何か大切な器官が、致命的な損傷を受けたのがわかる。傷口に当てた手が、みるみるうちに血に染まった。

「あ……っ！　う……ああっ…………!!」

　悲鳴をあげる久く遠おんに、顔を蒼そう白はくにした沙さ枝えが駆け寄ってきた。

　制服に血がつくのもかまわず、抱きしめてくれ、ついで見知らぬ襲撃者から守るようにこちらに背中を向け、震える体で、両手を広げた。

　ありがとう……私の、初めてのお友達。

　沙枝の姿を見て……激痛に涙ぐむ久遠の瞳ひとみが、強い決意を宿す。拳こぶしを握りしめて耐え、詠唱し、法力を練る。

　状況はわからない……でも、大切な人たちを、守らなければ。

　金髪の少女へ法力弾を放ったが、すりぬけてしまう。やはり天使の一派らしい。

　久遠はギリッと奥歯をかんだが、続いて、春しゆん太たと聖せい歌かを地球へ戻すため、法力触手を再び引き寄せはじめた。

　脂汗を垂らし、集中する……どうやら、やれそうだ。笑われても、ずっと法力の練習をしてきて、よかった。

　兄様と一緒に死にたい……などとずっと思っていたけれど、助けることしか今は頭にない。でも、やっと勇気を出して、伝えられたのに……。

　上空に、二人の家族が見えた。

　自分を理解せず、笑われるだけの世界の中で、義兄は希望そのものだった。姉も、堕天してまで自分を助けてくれた。

　叫ぼうとしたが、もう声が出ない。

　そうだ。空そらメールだ……兄様が考えてくれた、思い出の技。これも、練習してよかった。

〝だいすき〟という言葉ができた。そして久遠は死んだ。




「……え？」

　日ひ高たか見み春しゆん太たは、聖歌に石化を解かれたあと、庭に降り立ち、呆ぼう然ぜんとした。

　何が、どうなってるんだ？

　久遠が無事降りてきた自分たちを見て、ほっとしたように笑ったあと……〝だいすき〟という空メールだけを残して、くずおれた。

　沙枝の悲鳴が響く中、聖歌と二人で、うつぶせに倒れる久遠の所へかけ寄る。

「お、おい、久遠……」

　なんだ、この血の量は……。

　聖せい歌かが腕を取って脈を確認し、心臓に耳を当てる。

　春しゆん太たを見て首を振り、カチカチ歯を鳴らし、双そう眸ぼうから涙をこぼして、

「し、死んで、死んでるっ……」

「な、なんで……？」

　春太は義ぎ妹まいの頬ほおに手を添え、

「久く遠おん……？」

　何かの冗談だろ……？　お前、俺と心中したいって、言ってたじゃないか。

　なのに……こんな酷ひどい傷を負ったのに、俺達を宇宙から……？

「あ、あの子が突然きて……」

　沙さ枝えが震える手で指さした先には、ふわふわ浮かぶ椅い子すに体をうずめ、あくびをする金髪幼女がいた。

　誰だれだこのクソガキは？　天使か何かか？

「なぁ、お前か……？　何してくれてんだお前……よくも俺達の、可愛かわいい可愛い妹を……」

　なぜか傷だらけで倒れている、ラファエルが叫ぶ。

「ひ、日ひ高たか見み、仇かたきを討とうなどと思うな！　逃げろ！　その方は、私達四大天使とも比べものにならない力を持つ、神だ！」

「神？」

　知るか。













　春しゆん太たは、神へ向かって突撃した。

　神はワインを口に含みつつ、眠たげな目を向けてきて、

「ほう、もしかして、お前も退たい魔ま師しか？　だがな……余にも見えぬ法力とやらは、効かぬのだぞ？　天てん力りよくは、魔力でしか破れ……」

　黙れ。

　間合いに入り、その顔面へ向けて渾こん身しんの正せい拳けんを繰り出す。

「だから効かぬよ。余がまとう天力障しよう壁へきで、拳こぶしがくだけるぞ」

　春太の拳に、見えない何かが触れたが……それを打ち破り、神の頬ほおに一撃を食らわせた。

「む……」

　神は少し驚いたあと、春太の腕をつかみ、ぶん投げる。

　しばしの浮遊感……二十メートルは飛ばされ、居間のガラスサッシへつっこんだ。

　畳の上で受け身を取って転がり、ちゃぶ台にぶつかりながらも立ち上がる。ガラス片で全身から血を流しても、一切臆おくせぬ瞳ひとみで、神をにらみつける。

　その両手には……魔力が炎のように燃えさかっていた。

「ほう、法力とやらで自分の両手をコーティングし、その上にサタンが魔力を付与したのか。それなら、天力にも効果があるな」

　少し面白いな、と神はワイングラスをかかげ、

「だが所しよ詮せんは付け焼き刃……このワインをこぼすこともできぬわ。いかにお前が、達人であろうともな」

　神は、久く遠おんにすがりつく聖せい歌かを見下ろし、

「サタンよ、余はお前に期待しておるのだ。妹を殺された怒りで、全力で立ち向かってくるのをな……二千年以上前の、初代サタンの反乱のようにな！」

「そ、そんなことで……？　私の妹を……？」

　聖歌は、涙を残した瞳を憎しみに染め、久遠をそっと横たえ、神を睨にらみつけた。銀髪が波打ち、魔力が上昇していく。まるで台風のような風を起こしながらも……神は顔色一つ変えない。

　春太は彼女の隣にかけより、構え、叫んだ。

「聖歌姉ちゃん、沙さ枝えさんを石にして！　巻き添えを食らわないように！」

　聖歌が言われた通り、沙枝に石化呪じゆ法ほうをかける。

　神は無邪気にほほえみ、玉座をペシペシたたいてから、二人へ右手を向けてきた。

「さあ、次は飛び道具だ！　余の天力弾をどうさばく!?」

　すかさず聖歌は……灰色の魔力を、薄い霧のような形にして展開する。

　それにより春太にも、迫り来る天力弾の軌道が見えた。前進しながら魔力をまとった両拳で次々に打ち返し、神に肉薄する。

　ひゅう、と口笛を吹いた神に、拳を放つが──玉座がダンスでも踊るかのように動き、かわされた。

　春しゆん太たは流れるように次の攻撃……踏み出した左足を軸に旋回し、岩をも砕くであろう後ろ回し蹴げりを放つ。そのカカトには、いつの間にか聖せい歌かにより魔力が付与されている。

「ほう！　阿あ吽うんの呼吸というやつか！」

　感嘆の声とは裏腹に、神はワイングラスを持たない方の手で、軽々と受けとめた。

　阿吽の呼吸の真しん髄ずいはここから──両手がふさがった神に、聖歌が死角から大砲のような魔弾を放つ。

　直撃したと思ったが……どうやら神は強固な天てん力りよく障壁を張ったらしい。その髪一本、吹き飛ばすことはかなわない。

　それでも春太と聖歌はひるまず、妹を殺された怒りのままに技の限りを尽くして戦った。

　玉座ごとの体当たりを食らう。殴られる。天力弾で吹っ飛ばされる。屋敷も庭も、巻き添えを食って破壊され、抉えぐられていく。ラファエルの声が聞こえた気がするが、二人の耳には入らない。

　春太は、ベルゼバブたち悪魔を召喚し、助力を請こおうとはしなかった。

　それはきっと……こいつには勝てないから、家族以外を巻き込みたくないと、心のどこかで思ってしまったからかもしれない。

「う……ぐっ……」

　十分後……春太は血まみれになりながらも、拳こぶしを構えていた。

　聖歌は意識を保つのがやっとという状況で、息を荒らげながら春太に寄りかかっている。

（……まったく、勝負にならねえ……）

　神は、あの浮遊する玉座から立ち上がってもいない。完全に手を抜かれているのに……。

「はあ、こんなものか」

　神は飽きたらしく、退屈そうにあくびをしたあと、興味を失った目で聖歌を見て、

「〝神殺し〟などやはり嘘うそか。悪魔王まで登り詰めたお前ならばと、少し期待したが……」

　ワインを飲み干したあと、玉座の脇わきから瓶を取り出してグラスにつぎ、

「もうよい。とどめをさして、再び酒を友に、退屈な日々を過ごすとするか」

　ぐ……と春太は歯を食いしばった。

　なんという無力。

（せっかく、久く遠おんが、最後の力を振り絞って俺たちを助けてくれたのに……）

　久遠の姿を目に焼き付けようと、振り返ると……遺体がなかった。

　いつのまにか、ラファエルもいない。そういえばさっき、何かを叫んでいたような……。

（……あ……）

　そうだ。聖歌姉ちゃんはもともと、ラファエルに……。そして天使は、神が認可した上級以上の者しか、地上に来られない……。

　ぞくりと、全身が大きく震えた。

（もしかしたら、今いま頃ごろ……!!）

「さらばだ。少しは、おもしろかったぞ」

　神が小さな手を向けてきた。二人を消滅させるほどの、天てん力りよく弾を放つつもりだろう。

　春しゆん太たも、右手を前に突き出し、詠唱を開始する。

「〝我は悪魔を召喚す……〟」

「……ほう、貴様は召しよう喚かん師しであったのか」

　少し興味深そうにしたが、肩をすくめ、

「だが、誰だれを喚よぶのだ？　ベルゼバブか？　ベリアルか？　所しよ詮せん、サタンと同程度の力であろう？　まるで結果は変わらんぞ」

　やかましい……！

　退屈が嫌いなんだろう？　だったら、史上最強の悪魔と戦わせてやるよ。

　春太は大きく息を吸い、腹の底から叫んだ。

「〝いと高き姿にて現れし！　紫電の光にも似た門を通り！　我が命に従い、現れよ!!〟」

　お願いだ。

　現れてくれ。

　たとえ神にかなわなくてもいい。

　もう一度……俺たちの前に。

「春太くん……まさか……」

　見上げてきた義ぎ姉しに頷うなずき、その小さな手を握る。

　共に前を見つめ、二人で叫ぶ。聖せい歌かは召喚師ではないが……心を込めて、願う。

「「エルオヒム・アイシア・エルオンアデナイ！……出いでよ……!!」」

　庭全体が光り輝く……超巨大な魔法陣だ。もしや、〝彼女〟の魔力に比例しているのだろうか。

　日ひ高たか見み家の生け贄にえになるため、養と父うさんに叩たたき込まれた召喚の力が……今、俺たち家族をつないでくれる。

「俺の……」「私の……」

　そして、再び声が重なる。

「「最愛の妹、日ひ高たか見み久く遠おん!!」」

　魔法陣の中心から何かが爆発したような烈風が吹き、もうもうと土煙があがる。

　春太と聖歌は、怪け我がなど全く気にせずそちらへ駆け出した。

　土煙が晴れてくると……見えたのは、背中に大きく美しい、黒い翼を持つ悪魔。

　なびく、濡ぬれ羽ば色の姫カット。

　ぼろぼろの葛か西さい三さん校こうの制服に身を包み、美脚を包む黒ストはところどころ破れている。

　そして、生きていた時そのままの、顔。

　悪魔……久く遠おんは、親を捜す子犬のように周りを見回して……駆けてくる二人を見つけた。

　見た目は、前よりもクールになったように見えるが……その目にじわっと涙が浮かぶ。

「兄様……姉様あぁああああ!!」

　二人は、妹に飛びかかるように抱きついた。

「あ、ああ……!!　よかった。久く遠おん、久遠……！」

　春しゆん太たは涙をとめどなく流しながら、義ぎ姉しとともに、義ぎ妹まいを強く強く抱いた。

「は、はい！　幾いく星せい霜そうの時を越えて……日ひ高たか見み久く遠おん、帰還いたしました！」

「じゅ、十じゆつ分ぷんくらいだろうが……」

「き、気持ち的にはです！」

　久遠は頬ほおを膨らませた後、二人を見て眉まゆをひそめる。

「兄様、姉様、こんなに傷だらけで……」

「何言ってるの。あなたなんか、殺されたじゃないの……」

「あっ、そうでしたねっ」

　バカみたいなやりとりが、こんなにも愛いとおしい。

　聖せい歌かが沙さ枝えの石化をとくと、彼女もポロポロ泣いて久遠を大きな胸に抱きしめる。

　久遠は、ここに至るまでの過程を話してくれた……彼女はラファエルに天使としてスカウトされたあと、すぐに神に逆らう行いをして、堕天したという。

　神が聖歌を倒したのちに、飲もうとしていたとっておきのワインの瓶びんを割ったそうだ。

「くぁ……感動の再会は、終わったか？」

　離れた場所から、あくびまじりの、声が聞こえた。

　久遠は、瞳ひとみを刃のように鋭くし……神と対たい峙じする。

「サタンの妹よ……お前も悪魔となったのか。もしかして神殺しとは、お前だったのか？」













「それは知りませんが……私は今、ものすごく怒っています」

　久く遠おんが〝生前〟持っていた莫ばく大だいな法力は、聖せい歌かの時と同様、魔力に変換されたはずだ。

　以前、聖歌が正体を明かさず攻めてきたとき……久遠は奥義〝贖しよく罪ざいの煉れん獄ごく〈鳳炎太后〉〟を、十万分の一に手加減しても圧勝し、手て応ごたえのなさにがっかりしていた。

　この神こそ……久遠が求めてやまなかった、敵かもしれない。

　久遠は、傷ついた屋敷を見て眉まゆをひそめ、

「ここでは、戦いたくありません……場所を変えましょう」

「ほう？　この神と戦うのに、ふさわしい場所とな？」

　久遠は、空を指さす。それはきっと……先ほどまで、春しゆん太たと聖歌が行っていた場所。

　神はニヤリと笑い、玉座ごと、ロケットのように飛んでいった。

　久遠は、三人を見て、

「兄様、姉様、沙さ枝えさん……あなたたちも、来ていただけますか。私の魔力で、結界を作ります。空気を閉じこめていきますので、会話もできるはず」

　三人は、迷わずうなずいた。

　久遠が指を一本立て、「えいっ」と叫ぶと、一辺が二十メートルほどの、魔力による立方体の結界ができた。

　四人で肩を寄せ合い、上昇していく。どうやら気圧、温度等も一定に保っているらしい。

　再び、大気圏を突破する。

「すごい……宇宙だわ……」

　沙枝が無重力に戸惑いながら、春太に強く寄り添ってくる。

　前方百メートルほどで、神が玉座に座り、ワインを飲んでいる。天てん力りよくで飛び散らないようにしているのだろう。

　テレパシーのような能力を使ったらしく、脳内に直接響く声で、

「さあ、日ひ高たか見み久く遠おんよ……せめて、余をこの玉座から下ろしてくれよ？」

　確かに、春太と聖歌では、あそこから下ろすことも……ワインをこぼすことすら、できなかった。

　神は詠唱をはじめ……玉座の肘ひじ掛かけに置いた手をゆっくり動かし、月の方向を指さした。

「これが、余の最強奥義だ。大きさがよくわかるよう、月の近くに作ってやったぞ」

「神は、月と同じくらいの、天力弾を作ったわ……」

　天力が見えない春太と沙枝に、聖歌が教えてくれる。となると……直径三千四百キロメートルほどか。

　どうだ、とわずかに得意げに微笑ほほえむ神。久遠は目を閉じ、詠唱を開始した。

「〝ゆく川の流れのごとく、穏やかに、されど強く激しく……！〟」

　どんなに周りから笑われても……久遠が毎日毎日鍛え抜いた力。

「〝泡沫うたかたの夢に響け、導け、蹂じゆう躙りんし尽くせ!!　幾いく久ひさしく、その願いの先に!!　日高見流退魔術・奥義……ッ!!〟」

　玉のような汗を浮かべて詠唱する久く遠おん。それを見て神は、大口をあけて嘲ちよう笑しようする。

「無駄だ。所しよ詮せんは貴様らなど、供く物もつにすぎん……余を楽しませるためのな!!」

　久遠の黒こく翼よくが……魔力の増大に伴い大きくなり、力強く羽ばたき、濡ぬれ羽ば色の髪が舞う。

　目を開き、太陽の方向を指さし、腹の底から叫んだ。

「断だん罪ざいの煉れん獄ごくッ……〈羅ら刹せつ皇后〉!!」

「せいぜい頑張って、余の退屈を癒いやすがいい……って、えええええええぇあいあああええええええええぁあ!?」

　神はあっさり立ち上がり、ワインがぶちまけられる。

　あれだけ眠そうだった目が思いっきり見開かれた。ある意味退屈は癒されたと言えるだろう。

　直径百四十万キロメートルの、太陽の隣に……それ以上の大きさの魔弾が現れたのだ。

　久遠は、ふうっと息を吐いて、

「断罪の煉獄〈羅刹皇后〉……法力の玉を作り出し、ぶつける技です」

　あ、今は魔力でしたね、と頭をかく。

　あまりに圧倒的なスケールに、春しゆん太たは逆に冷静になって、超巨大魔弾を眺めた。

「さすが久遠だ……でもあの魔弾、太陽より大きいんじゃないか？」

　確か久遠の全力は、太陽と同じくらいだったはずだが……少なくとも、その二倍はある。

　久遠はこっちを見、舌をぺろっと出して、

「本当は、私、この春にはあれくらい出せたのですよ」

　ほつれたスカートに手を当てて、モジモジしながら、

「太陽くらいの法力弾ならまだいいとしても、その二倍出すと、引かれるでしょう？　私だって、年とし頃ごろの女の子ですし……兄様に、少しでも可愛かわいく思われたいですから……」

　そこまで行くと、感覚が麻ま痺ひしてよくわからねえよ。

　でも、その気持ち自体が可愛い!!　と両拳こぶしを握る春太。

「嘘うそだ……これは夢だ……」

　神が呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、久遠は三人を見て言った。

「みなさん……これではまだ、勝てるかどうかわかりません」

「そ、そうか……？」

「だから……みなさんの、愛をください！　愛の力を！　そうすれば私はもっと、強くなれます！」

　いるかな、愛の力……ぽかーんと口をあけている神を見ると、なくても圧勝だと思うが。

　久遠は、心なしか豊かになった胸に手を当て、

「確実に、完かん膚ぷ無きまでに、根こそぎ、ぶちのめすために！」

「むしろ、愛がなくね!?」

　完全にオーバーキルだ。

　神に、そこまでしていいものだろうか……と春太は全く思わず、

（よし、思う存分、ボコボコにしてくれ！）

　何の迷いもなく、久く遠おんといちゃいちゃする。抱きつき、くびれた腰をつかんで艶つややかな髪に頬ほおをすりよせ、しまいには首筋に何度もキスして、

「あぁ……もう、久遠、大好きだ!!」

「きたきたきた──!!」

　久遠がうっとり虚空を見上げると、宇宙空間に、

〝[image: ]──────────[image: ]──────────!!!〟

　という無数の空そらメールの弾幕が映し出され……超巨大魔弾が、さらに二倍ほどの大きさになった。「えええええあああ!?」と神が絶叫する。

　久遠が星を破壊しないように魔弾の位置を調整した後、聖せい歌かが妹の頬を両手でそっと挟はさみ、額を合わせて、

「久遠……私の宝物……あなたが生まれた日からずっと、愛してるわ」

「きたきたー!!」

　魔弾がさらに大きくなる。神が、ひぃ、と叫んだ。

　次いで沙さ枝えが、胸の谷間に久遠を抱きしめる。

「私の、大好きなお友達……負けないで」

「きましたあ！」

　魔弾が、心なしか大きくなった。

　久遠は黒こく翼よくをパタパタさせ、喜びながら、

「兄様の愛で二倍、姉様の愛でさらに二倍、そして……沙枝さんの愛で、１・２倍になりました」

「私の倍率、少ないわ!?」

　愕がく然ぜんとする沙枝に、久遠はアワアワして、

「だ、だって、兄様や姉様と比べれば、ということで……でも、あなたのことも、大好きで……もっともっと、仲良くなりたいなって……」

　うつむいた沙枝が、春しゆん太たの右手にきゅっと抱きつく。

　二の腕がゴッドおっぱい無重力版に挟まれ、デレデレする義兄を久遠が睨にらむと……魔弾が膨張し、八倍ほどになった。

「愛より、嫉しつ妬との方が強くね!?」

　ある意味久遠らしいが。

　久遠は濡ぬれ羽ば色の髪をひるがえし、再び神と向かい合う。

「さあ、準備は整いました……この、愛の力を込めた魔弾を、受けてみなさい」

　愛を連呼しているが、人類を軽く百万回は絶滅させられるほどの威力だ。

「ゆ、夢だ……こんなことがあるはずは……余を、越えるものがいるはずが……」

　神が夢遊病者のような動きで、こちらへ天てん力りよく弾を放つ。おそらく、月を吹き飛ばすほどの威力だろう。

　だがそれも……久く遠おんにとっては、豆粒に等しい。

「食らいなさい……ああ、やっと、この技が使えます……！　力を解放できるって、なんてすてき……!!」

　愛はどこへ行った。

　そう思う春しゆん太たをよそに、久遠は右手を突き上げて、

「〝うねり、ねじり、蹂じゆう躙りんし、灰かい燼じんに帰すがいい……〟」

　ビシィッ！　と人差し指を神へ向ける。

「断だん罪ざいの煉れん獄ごく〈羅ら刹せつ皇后〉おぉおああああおおおオッ!!!」

　久遠が放った……まさに天文学的な魔弾は、すさまじいスピードで天てん力りよく弾をあっさり飲み込み、軌道を変えて、神に向かっていった。

「ぎゃあああああああああぁぁあああああああぁああああああ!!?」

　宇宙でも誕生するかのような大爆発が起こり、神を蹂躙する。

　爆風からは、久遠が結界で守ってくれた。

　もはや、神すら超越した義ぎ妹まいに、春太はもう……言葉も出ない。

　だが、「ふぅ」と振り向いた久遠は、額をぬぐい、いつも通りの笑顔で、

「やりますね。私に二百分の一の力を出させるとは」

「愛の力意味ねぇ!!」

　あのやりとり、全くいらなかった。

「愛の力でパワーアップした分、手加減が難しかったですが……」

「愛の力、むしろ邪魔じゃね!?」

　そういえば、星々を巻き込まないためか、神に直撃する頃には魔弾をかなり小さくしていた。といっても、地球くらいあったが。

　お前、愛の力やりたかっただけじゃん……と苦笑する春太に、久遠は「えへへ」と微笑ほほえみ……春太の胸へ、飛び込んできた。

　優しく黒髪をなで、見つめ合っていると、聖せい歌かと沙さ枝えが、左右から久遠に抱きついた。聖歌は妹の姿をまじまじと見て、

「久遠、ところであなた、堕天して、どこが変わったの……？」

　聖歌は、堕天時に羽とツノ、しっぽが生え、銀髪になり、顔も変わったのだが……。

　久遠は自分の姿を見て、

「ええとですね、翼と……」

「ええ」

「あと、少し胸が大きくなったかな、と思います」

「なにその、ゆとり堕天!?」

　納得いかねぇ～……と、聖歌は己の平へい坦たんな胸をペタペタなでた。

　久遠は、不安げに春太を見上げ、

「兄様、私、悪魔になっちゃいましたけど……今までと変わらず、接してくれますか？」

「確かに、さらに成長したお前の美乳を見れば、今までみたいに美脚にばかり食いつけるかという自信はないが……」

「どこに食いつくかは別に、変わってもいいです!?」

　義ぎ妹まいに大興奮するという根こん本ぽんは、全く変わりがない。

　四人で笑いあっていると……神の声が聞こえてきた。

　近くで浮遊し、うずくまり、頭を抱えている。

「なぜだ……なぜ、余が負ける！　この最強たる余が！」

　衣服や金髪はボロボロだが……大して傷は負ってないようだ。どうやら、久く遠おんが非常にうまく手加減したらしい。

　久遠は、聖母のように優しく目を閉じ、胸に手を当てて言った。

「それは……愛の力です」

　押すなあ……。

　純然たる久遠の力で、むしろ愛の力が邪魔だった気もするが……今は雰囲気重視だ。

　移動し、四人で手をつないで神を囲み、春しゆん太たたちは叫ぶ。

「ああ。愛なんだ！」

「ええ……そりゃもう、愛なの！」

「そうよ、なんか……愛よ！」

　とりあえず愛って言っとけ、という雰囲気に、皆で乗る。

　神の目から涙がこぼれ、ふわふわと宇宙に漂う。

「あ、愛……それが、この神すら倒した、人と悪魔の、絆きずなの力なのか……」

　なんか新興宗教のセミナーのようになってきたな、と春太が思っていると、神は何かを悟った様子で遠くを見た。

「余は、宮殿の奥にひきこもるうちに、何か、大切なものを忘れてしまったのかもしれない……」

　久遠は神の両肩をつかんで、まっすぐな目で、

「ダメですよ。引きこもってばかりじゃ。外へ出て、色々な人とふれあうこと……それが、強さになるのですよ……」

「「「…………」」」

　なんともいえない表情で見る三人。

「ひ、日ひ高たか見み久く遠おん……なんて大きい奴やつなのだ……」

　久遠は、〝神に誉ほめられました〟とばかりにドヤ顔をこらえ、表情筋をヒクヒクさせている。

　こんな力を持っても相変わらずだなあ、と春太はまた抱きしめたくなった。

　涙ぐんだ神は、優しくほほえむ久遠を見て、

「よ、余は、お前を殺し……家族も、〝神殺し〟の予言があったからとはいえ殺した。それも、愛によって許すというのか……？」

「いえ、それはそれです。絶対に、許しません」

「……」

　久く遠おんはバッサリ切った。そりゃそうだ。俺も許さん。

　そう思っている春しゆん太たに……。

「さて、一段落ついたところで……、その……」

　久遠は人差し指をツンツン合わせ、

「兄様、さっきの、告白の返事をですね……」

「え……」

「さっき、大好きって言ってくれましたけど、ちゃんとした形で、その……」

　堕天した義ぎ妹まいは、どこか大人っぽく、妖よう艶えんになって……。

　うっとり見つめる春太だったが、久遠は背中の黒こく翼よくに手を当て、

「あー、堕天痛かったですねー。でも皆さんを助けようと、必死だから、できましたねー」

「何その健気けなげアピール!?」

　やはり相変わらずだった。

　続いて、聖せい歌かが春太の左腕に抱きついてきた。

「……どうするの？」

　のぞき込んでくる銀色のまなざしにドキドキしていると、右腕に沙さ枝えが「春太……」としがみついてくる。

　神が興味深そうに、

「ほう、お前ら三人とも、告白したのか？　それはおもしろい。この神の前で、永遠の愛を誓うがよいぞ」

「神父を通さず、神とダイレクトなのも初めてだろうな……」

　春太は、考える。姉妹二人とも大好きだ。でも沙枝さんとも一緒にいたいし……誰だれか一人なんて、とても……。

（……あれ？　でも俺んち、悪魔王の一家だし、道徳にこだわる必要、なくね？）

　みんな嫁にしても、よくね？

　むしろ道徳に逆らう方が、悪魔王の一家にふさわしいともいえるよな。

　春太は腐った結論を出し、魂を込めて、真まっ直すぐな瞳ひとみで言った。

「俺は……みんな大好きだ!!　みんなとずっと一緒にいたい!!　そのためなら、どんな努力でもする！」

　春太の熱弁をよそに、聖歌、久遠、沙枝は無表情になった。

「俺は、みんなを愛するからな。そのためなら、俺はどこまでも頑張れる気がするんだ」

「……なるほど、それもまた、愛の力だな……」

　腕組みし、感心する神を横目に……聖歌と久遠の魔弾が、春太を吹っ飛ばした。

「愛の力は!?」

　神がつっこんだ。





エピローグ




「ごちそうさまでしたぶふぉおおおおお!?」

　久く遠おんが両手を合わせた瞬間、吐血した。

　昼食の冷やし中華を食べ終えた後の、ちゃぶ台に飛び散るかと思われたが……聖せい歌かがすり鉢状に広げた魔力で受け止めて、血を慎重にビーカーへ入れる。

　神との戦いから二週間が経たち、夏休みに入っていた。屋敷の破損した箇か所しよは、神によって修復されている。

　久遠は、黒こく翼よくを縮めてうなだれた。

「ごめんなさい……まだ、悪魔ということに慣れてなくて、習慣の聖なる行為をしちゃうんですよね……」

　春しゆん太たは、義ぎ妹まいの口元をティッシュで拭ふいてやりながら、

「でも久遠、早く慣れないと、一緒にメシを食いにも行けないぞ？」

　店で、ごちそうさまと言った瞬間吐血したら、あまりにも不自然だ。

「ごちそうさまで吐血しても不自然じゃないのは、フグ料理屋くらいだよな」

「フグ料理屋の方、毒にあたったのかとビビります!?」

　迷惑だからやめておこう。

　貧乏なので行けないけどな……と春太が思っていると、沙さ枝えが聖歌を見て、

「聖歌さん、どうして久遠さんが吐いた血をビーカーに入れているのですか？」

「ちょっと、悪魔の一回あたりの吐血量を計測しているの」

　聖歌は、春太への告白を終えてから、彼の前では姉モード口調で過ごすようになった。悪魔王口調を強制していたベルゼバブが、妥協してくれたらしい。

　義ぎ姉しは真剣な目でビーカーのメモリを見、

「私達の結婚式の時、ウェディングドレスを着て……神前で誓いのキスをするでしょ？」

「は、はぁ……」

　沙枝は頬ほおを染める。悪魔王なのに、それが聖歌の夢だった。

　聖歌は「二百ミリリットルくらいね」と言ってから、

「神前のキスで私が吐いた血を、春太くんが口移しで飲み干せるかどうかよ」

「それは、違う意味でディープキスですね……」

　頬をひきつらせる沙枝の横で「結婚式を血で染めるわけにはいかないからな」と春太は頷うなずき、

「大丈夫。俺、聖歌姉ちゃんが吐いた血も、それに久遠のも飲み干して見せるよ」

　男らしく言ったあと、うつむいて、

「ただ、続いて沙枝さんとキスした時、全部口内に吐いてしまうかもしれないけど……」

「私、四百ミリリットルの血を口内にそそぎ込まれたら、白目を剥むくわ!?」

　花嫁は三人であり、すさまじくゆがんだ結婚式だ。

　沙さ枝えは九十六センチと判明した巨乳をちゃぶ台に乗せ、「もう……」とため息をつき、

「春しゆん太た、私にそそぎ込むことを想定し、血を飲む前には胃を空からっぽにして頂ちよう戴だいね？」

「耐えるのかよ!?」

　歪いびつな未来について話し合っていると、久く遠おんが横になり、春太の太ふと股ももに頭を乗せてきた。

「別に神の前で誓わなくとも、兄様と私は……健すこやかなる時も、病める時も、ずっと一緒です。今までも、これからも」

「く、久遠……」

　胸を熱くする春太を、久遠は見上げて、にこっと笑い、

「そう……私が引きこもった時も、兄様の等身大フィギュアを作った時も、全裸でストーキングした時も……」

「健やかなる時がねぇな!?」

　基本的に病んでいる。

　聖せい歌かが苦笑しつつ、両手をたたいて、

「さあさあ、今日はあまりダラダラもしてられないし……後かたづけをしましょう」

　はーい、と三人で答え、台所に食器を運んだ。

　春太はスポンジを持って、皿と箸はしを手際よく洗っていく。

「俺、午後から少し法力の新技を特訓しようかな」

　あら、久しぶりね、と聖歌が皿をすすぎながら見上げてきて、

「私でよければ、幾らでも技の練習台になるわよ？　なんといっても、悪魔ですもの！」

　春太はうなずき、

「よし、では、風ふ呂ろに入り、布団を敷こう」

「え、ええ？　えあぇ!?」

　聖歌は頬ほおを染め、箸を取り落としてしまった。

「俺のリヴァイアサンに、法力を集中する練習だからな……」

「処女膜を破る練習台は嫌よ!?」

　本番は久遠ということになる。

「わわわ、私ったら、処女膜だなんて……」と聖歌は顔を真っ赤にして、羽で目元を隠してしまった。春太はそれを見て、ほっこりする。

　冗談はさておき、四人で涼しい地下に行き、空手、魔力の訓練、夏休みの宿題……それに新しい作物の生育実験などを行う。

　久遠は悪魔になったあと、春太が懸命に直した制服を着て学校へ行き、期末テストを受けた。黒こく翼よくはある程度大きさが調節できるので、何とか服の中に押し込み、隠せたのだ。

　赤点は一つもなかった。休んでいる間、皆から勉強を教わっていた事が効いたのだろう。

　夏休みになってからは、久遠は時折春太によって地獄へ転送され、悪魔たちの前で「公演」を行っている。花火も人形劇も、その超スケールから大人気だそうだ。その喝かつ采さいを、久遠は本当に嬉うれしそうに語った。

　生育実験の末、選んだサツマイモも地獄の各地で作付けが始まり、生育は順調だそうである。皆で試行錯誤して作った手引書が有効に機能しているようだ。

　聖せい歌かは次々に地獄改革の手を打っており、今晩行う催しも、その一つだ。

　春しゆん太た達が地下から出、台所や居間で準備をしていると、外から元気な声が聞こえてきた。

「くーおん！　夕食会まで、余とあーそーぼ！」

　春太は居間の掃除をしながら、

「久く遠おん、神が呼んでるぞ」

「嫌ですよ。だってあの子、私のこと、殺しましたもの……」

　なんだろうこの会話……と春太が思っていると、神がドタドタ居間へ走ってきた。

　きょうだいと戦った時の気だるさはどこかへ行き、無邪気な子供のような目の輝きがある。引きずっていた金髪も、背中のあたりで切りそろえられていた。久遠という強敵が現れたことによって、ひきこもりの酒浸りから脱出し、天てん力りよくを鍛えなおしているという。

「勝手に入るな。不法侵入だぞ」

「余は神であるからな。人間の法には縛られんのだ」

　少し正論だな……と春太が思っていると、神は久遠の黒こく翼よくをクイクイ引いて、

「久遠、決闘しようぞ！　よい場所を見つけた！」

「どこです？　裏山とかですか？」

　面倒くさそうな久遠に、神は両手をいっぱいに広げて、

「木星と土星の間にあるのだ！　あそこなら、余とお前がぶつかりあっても、大きな星を壊す心配がない！」

「いいです。私……出で不ぶ精しようなもので。せいぜい月までにしてください」

　出不精を月までに使ったのは、久遠が初めてだろう。

　なー、久遠ー、としつこい神に、久遠が右手を向けると……指から魔力の触手が何本も出てきて、拘束した。かなり強く締め上げているが……神は満面の笑顔で、

「う、うぉ!?　なんという力だ！　余の退屈を癒いやすのはやはりおまえ！　あはははははは、これよこれよ！」

　触手で拘束されてるのに大笑いする幼女というのは、なかなか危険な絵面だ。

（そういや俺、海で触手責めされ、心も体も屈したなあ……俺、久遠に調教されたのかなあ……）

　春太が、触手責めされる幼女と自分を重ね、一ひと夏なつの思い出にふけっていると……。

「に、兄様、どうしてそんなガン見を……もしかして、幼女好きなのですか……？」

「ち、違う。誤解だ」

　弁解する春太を睨にらみ、久遠は黒髪を蛇のようにウネらせ、「〝ゆく川の流れのごとく、穏やかに……〟」と詠唱を開始する。

　これはまさか、神を倒した〝断罪の煉れん獄ごく〈羅ら刹せつ皇后〉〟か？

　ガクガク震える春太に、久遠は左手を向け、

「いきます。冤えん罪ざいの煉れん獄ごく……」

「冤罪って言ってるぞ？」

　そして、久く遠おんは技名を叫んだ。

「〈超・触手地獄〉!!」

「オネガイシマス」

「調教されている!?」

　調教した本人が叫んだ。

　春しゆん太たは久遠の乱れた黒髪に手を添え、整えながら、

「でも久遠、あまりに俺を触手責めすると、病みつきになるぞ？　そんな恋人、嫌だろう？」

「はい……兄様への触手責めは、今後一切控えます……」

「それはそれで、寂しいが……」

「そんな恋人は嫌です!?」

　すでに遅かった。

「はわ!?　恋人!?」と久遠は今更気づいて目をグルグルさせる。

　聖せい歌かがタルトを作るため、ふかしたサツマイモを鍋なべから取り出し、

「さあ久遠、神を触手責めするのもいいけど、手を動かしてね。これお願い」

「は、はいっ。姉様」

　久遠は神を触手責めする傍ら、サツマイモの裏ごしをはじめた。

「あ、あへぇ……片かた手て間まで余を蹂じゆう躙りんするなんてぇ……しゅごいよ久遠……」




　大切な集まりであるため、四人は準備を終えると制服やボンテージに着替えた。

　夜になり、白いローブを着たラファエルがやってきた。彼女は神に反逆した罪を許され、前と変わらず四大天使として働いている。

　久遠を天使としてスカウトし、神の敵を作ったという「功績」が評価されたのだろう。

　続いて春太はベルゼバブを召喚し、皆を茶の間へ案内した。

　肩がくっつくほどの距離でちゃぶ台を囲み、沙さ枝えが飲み物を配る。

　コップを掲げ……聖歌が目配せをしてきたので、春太が開会の挨あい拶さつをした。

「ではこれより、地獄と天国・両首脳による夕食会を行います」

　こういう催しは、初代サタンが神へ反逆して、地獄へ追放されて以来、初めてだという。

　未いまだ、天国には地獄に対する偏見が強く残っているらしい。

　だが……小さな一歩はいずれ、大きな歩みにつながるかもしれない。聖歌は、長年の軋あつ轢れきを解こうと、行動を開始しているのだ。

　ラファエルという天国側の理解者、神の変化、それに最強戦力の久遠という好材料がある。春太も、これからも全力で聖歌に協力するつもりだった。

　会は和なごやかなムードで進んだ。ベルゼバブが片眼鏡に手を当て、ラファエルを笑う。

「ふ、四大天使ともあろう者が傑作でしたね。ストッキングを被かぶり正体を隠すなどとは」

　ぐぬぬ、と、ラファエルは歯ぎしりし、

「う、うるさい。やーい、この、蠅はえの神ー」

「……ぐすっ……やっぱり、私……」

　涙目になるベルゼバブに、「ご、ごめん！」とラファエルは本気で謝る。

　神は料理をむしゃむしゃ食べながら、久く遠おんにしつこくバトルを挑んだ。

「もぐもぐ、これウマい……なー、久遠ー、戦っておくれ。余はな、酒も絶って天てん力りよくの特訓しておるのだぞ」

　仕方ないですね、と久遠は立ち上がり、春しゆん太たを見下ろして、

「兄様、ちょっと、神と宇宙へ行ってきます」

「ああ、人工衛星に気をつけてな」

　大気圏を突破したあたりで、ぶつからぬよう気をつけねばならない。

　二人が出て行き……食事がほとんど平らげられると、聖せい歌かはベルゼバブとラファエルのために、養よう父ふ秘蔵のウイスキーを開けた。

　まさか、地獄の宰相と四大天使に飲まれるとは、養父も思っていなかっただろう。

　意外にアルコールに弱いベルゼバブは、ちゃぶ台に突っ伏して、

「……ラファエル。聖歌様を地獄へ派遣してくださって、感謝いたします。おかげで、たくさんの命が救われました」

「いや、私の手柄ではない。実際に知恵を絞り、汗を流したのは聖歌だ」

　ラファエルはウイスキーをあおり、ベルゼバブと肩を組んで、

「今度は……私自身が、天国と地獄が手を取り合うため、がんばるから……」

　春太、聖歌、沙さ枝えは、客用のふとんに二人を寝かせ、庭へ出た。

　なんとなく、ぶらぶらと散歩をする。

　春太の横を歩く聖歌が、夜空を見上げた。今日は白鳥座流星群の日らしく、大変な星の数である。

「あのどこかで、久遠は神と戦ってるわけね……泣き虫だった妹が、すごいことになったものだわ……」

　まったくだ、と頷うなずく春太の前に、聖歌は回り込んできて、いたずらっぽい笑顔で見上げ、

「あなたがその気になれば……最強の久遠、それに、私たち悪魔の軍勢で……人間界も、天国も支配することができるのよ？」

　確かに、寿命の残り半分を使って絶対服従の契約を結べば、最強の久遠を手て駒ごまとでき、すべてのものを支配できるだろう。

　春太は、ふっと笑い、

「そんなの、いらねぇよ……俺は、女の子が穿はくものを支配するだけで充分さ」

「黒ストを女性の標準にするつもり!?」

　結構壮大な野望だ。

　とりあえず、神に黒ストを穿はかせ、天使の制服に採用させてみようか。

（あの神、意外に素直だから、〝久く遠おんの強さの秘密だ〟とか言えば信じるかも……）

　春しゆん太たが邪悪なことを考えていると、沙さ枝えが背中を叩いてきて、

「春太……明日、また、あの無人島へ行かない？　今度はベルゼバブさんも誘って」

　あ、でも……と沙枝は頬ほおに掌てのひらを当てて、

「久遠さん、翼が邪魔で、この間のビキニ着れないかもね。どうしましょう」

　春太は微笑して、

「じゃあいっそ……みんなで全裸で島を練り歩き、行きすぎた文明社会に警けい鐘しようを鳴らすデモ的な感じにするか？」

「無人島なので、誰だれも見てないわ!!」

　警鐘は届かない。

「得するの、春太だけじゃないの」と沙枝は腕組みして苦笑し、

「仕方ないわね。私、文明社会にデモの模様を伝えるため、三百二十六万円のカメラで撮影するわ」

「沙枝さんも得するな!?」

　工場でプレスし、発売する気まんまんだ。

　春太は夜空を見上げ、ほほえんだ。

　ああ。

　楽しいなあ。

　捨て子だと知らされ、一人で泣いていた時とは、違うんだな。

　空から、久遠が黒こく翼よくをはためかせ、スカートを押さえながら降りてきた。

　みんなで、おかえりと言う。

「神とのバトル、どうだった？」

　久遠は服と髪を整えながら、

「むろん、圧勝です。でも、神はひきこもりから脱却しつつあるらしいので、私も……夏休みあけても、しっかり学校行かなきゃですね」

「……やっぱり、行くのか？　期末テストでは、ごまかせたけど……」

　翼がバレたら、さらなる迫害を受けるかもしれないのに……。

「はい……地獄での〝公演〟のためにも、私……もっと色々なことを学ばなきゃと思うんです。兄様や沙枝さんとも学校通いたいですしね」

　春太たちが胸を熱くしていると、久遠が黒髪を梳すいて、

「まあ、いざとなれば……私、無敵ですしね！」

「台無しだなっ」

　皆で笑ったあと……久遠は暗い顔になり、桃色の唇をかんで、うつむいた。

「私……本当は、すごく怖いんです。こんな滅め茶ちや苦く茶ちやな力を手に入れて……法力と比べ、魔力は危険ですし……」

「久く遠おん……」

　聖せい歌かが、久遠を強く抱きしめた。

「こんな圧倒的な魔力なんて、いらない……」

　久遠は悲しげに両手を見て、

「魔力なんて……私をいじめた方々に復ふく讐しゆうするため、証拠も残さず程良くボコボコにできるくらいあれば、よかったのに……」

　なんか色々と台無しなことを言う義ぎ妹まいだ。

　久遠は微笑し、春しゆん太たを見て、

「でも……兄様が教えてくれました」

「え？」

「どんな力も、使い方次第だと。昔……私が酷ひどくいじめられて、泣いていた時……慰めるために作ってくれた、小さな、法力の虹にじで」

　悪魔と戦うため鍛えていた法力で、妹を慰める。

　そういう発想から……空そらメール、法力の花火などが生まれた。

「召喚で悪魔を利用するのではなく、地獄にサツマイモを導入しようなんて言う、そんな発想の兄様が、傍そばにいてくれれば……」

　春太はうなずき、

「ああ。なんたって俺は、天国に黒ストを導入しようともしてるしな」

「色々と台無しなこと言う人です!!」

　似たものカップルだ。

　久遠は「もう……」と唇をとがらせたあと、

「兄様ったら……。それに……」

　久遠は、堕天してまで守ってくれた姉と、日ひ高たか見み家を理解してくれた初めての友人を見て、にっこり笑う。

「そうさ！　大丈夫！」春太は両手を広げ、笑顔で、「俺たちが、一緒にいれば！」

　春太は三人を両腕で包んだ。

　みんなが温かな気持ちになっていると……沙さ枝えが夜空を指さす。

「あっ！　流れ星よ！　あんなにいっぱい！」

「願い事しますっ」と久遠が両手を胸の前で組むと、聖歌が止めた。

「久遠、祈らないで!!」

「みんなと、いつまでも一緒にいられますようにぶふぉふぉおおおお!?」

「いい加減慣れろよ!?」

　春太は叫びつつ、姉妹、それに沙枝さんとの結婚式では、血を飲み干してみせるぞと思った。













あとがき







　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。

　このたびは、ひもパン（担当さんが考えた略称）二巻を手にとっていただきありがとうございます。早速謝辞に移ります。

　担当のＮ様、Ｋ様、いつもお忙しい中ご意見等ありがとうございます。次の話でもよろしくお願い致します。

　イラストのうすめ四郎様、僕の曖あい昧まいなイメージをとても素敵な温かみのある絵にしていただきありがとうございました。一巻の表紙絵を見たときは素晴らしさに衝撃を受けました。

　前編集長の三み坂さか様、第六回新人賞で僕を拾い上げてくださり、ありがとうございました。

　編集部の皆様、校正様、組版屋様、デザイナー様、この本に関わってくださった全ての方々、ありがとうございました。

　そして読者の方々、本当にありがとうございました。日ひ高たか見み家のきょうだいと仲間、それを取り巻く面々の話はこの巻でおしまいです。次はなるべく早くお会いできればいいなあと思います。

　それでは。


壱日千次　











　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を受賞。

　　宮城県在住。近年、人狼系ゲームのおもしろさを知るが、プレイに最低六人は必要というハードルをとてつもなく高く感じている。




　イラスト

　うすめ四郎（うすめ・しろう）

　　がんばりました。









ひきこもりパンデモニウム2




2014年1月24日発行　ver.2.0





著者　　　　壱日千次

発行者　　　三坂泰二

編集長　　　万木　壮

発行所　　　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　　　〒102-8177

　　　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　03-3238-8745（営業）

編集　　　　メディアファクトリー

　　　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで







©Senji Ichinichi 2014

http://www.kadokawa.co.jp/




※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。




本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ

ひきこもりパンデモニウム2


発行日　　　2014年1月31日　初版第一刷発行
















item/image/kuchie-001.jpg





item/image/129.jpg





item/image/kuchie02.jpg





item/image/kuchie03.jpg





item/image/kuchie04.jpg





item/image/203.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/041.jpg





item/image/085.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		一章



		二章



		三章



		四章



		幕間劇



		五章



		六章



		七章



		八章



		九章



		終章



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/xhtml/p-caution.xhtml






本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















item/image/kaomoji_02.png





item/image/kaomoji_01.png





item/image/227.jpg





item/image/145.jpg





item/image/262.jpg





item/image/181.jpg





item/image/235.jpg
&





item/image/115.jpg





item/image/kita.png
XA





